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序章　凜とした高嶺の華な少女









「迷惑しているのがわかりませんか？」

　凜とした声が、町中に響いた。

　土曜日の午後、学校帰りの向山ハジメはその凜々しく澄んだ声に思わず振り返ってしまった。

　大通りの反対側に、その声を発した少女が立っていた。

　車が行き交う通りをまたいでなお、声がハジメの耳を強く打ったということだ。

　長く艶やかな黒髪が、時折り風でサラサラと動いて、陽光に輝いている。

　背は百六十センチ程度だろう。

　制服の上からも、豊かな胸がはっきりとわかる。それでも、やや小ぶりなお尻のせいか、スラリとしたスタイルだ。

　横顔は、高く形のいい鼻梁と目尻が少し垂れてなお意志の強さを感じさせる瞳が印象的で、清楚且つ涼やかな美しさがある。

　ハジメはこの少女を知っている。

　ハジメと同じ私立坂本学園の生徒だ。それどころか同じ二年生であり、さらにはクラスメイトだった。

　もっとも、ハジメは挨拶程度しかしたことがない。

　それもそのはず、この少女──鷺ノ宮恵は、その美しさゆえに学園内で知らぬ者がないほどの有名人であり、高嶺の華として男女問わず崇敬の的となっているのだ。

　おいそれと、ハジメ程度の凡人生徒が話しかけていい存在ではなかった。

　少なくとも学園中の生徒たちの大半がそう思い、日々彼女の美しさを眺めることに幸せを感じている。

　そんな恵がその綺麗な顔に怒気を浮かべて、声を荒げているのだ。

　よく見れば、恵の傍らには同じ制服を着た女生徒がいる。確か、一年生だったとハジメは記憶していた。クラスの悪友が、一年生女子のランキングを作った際に、かなりの上位にいたはずだ。

　実際、恵と比べれば数段落ちるが、町中でも普通に目を引く可愛さだ。

　そんな一年生の子が、半ば隠れるように恵の後ろにいて、不安そうな顔をしている。

　その視線の先──恵の視線の先でもあるが──には、派手な金髪をツーブロックにした男が立っていた。

　耳にはピアスをしていて、ベージュのスーツを胸元を開けて着ている。

「いやだからぁ、芸能プロダクションなんだって、マジで。マジで普通のところなわけ。その子にさー、俺ってばすげー光るものを見たわけよ。だから、その子の未来の扉を、ちょーっとばっかり開けちゃう手伝いしたいなぁって思うわけ。それに、ちょっと話を聞いてもいいって言ったのは、その子なんだし」

　喋りながら、男が名刺らしきものを、片手で弄る。

　どう見ても、名刺の扱いからして一般社会人には見えない。というか、完全に悪質なスカウトだ。

　おおかた、事務所とやらも本当の芸能事務所ではないのだろう。

　街ゆく人たちも、男の持つ裏社会の雰囲気に、チラチラと見るだけで逃げるように立ち去っていく。

　ハジメも一瞬、助けに行こうと思い──思っただけで、身体が動かない。

　そんな事なかれな周囲をあざ笑うかのように、男が喋り続ける。

「いやぁでもでも、俺もキミもすっげーラッキーだよねだよね。キミさ、名前なんていうの？　キミこそ光るダイアモンド、ゴールドっしょ。どうどう、もう無理にでもウチの事務所に来てもらっちゃうよ？」

　男が恵の肩に手を回した。その手が、あっさりと払われる。

「お断りします」

　だが男も諦めない。

「いやいや、だから無理にでもって言ってるじゃん。断るなんて、できないわけよ」

「これは誘拐ですか？」

「心外だなぁ。ほら、事務所に入れば、芸能界のイケメンたちとお近づきになれるんだよ？　もしかしたら恋人になって、あっつーい夜だって迎えられるわけ。俺さ、そういうチャンスをキミにプレゼンツしてるわけよ」

「興味ありません。そもそも、容姿なんて恋愛において、さほど大きな要素とは思っていませんから」

「またまたぁ、ちょーカッコイイ人たちなんだぜ。もうね、オーラが違うってか、会った女の子たちがみんな、すぐ抱いて[image: ]　ってなっちゃうくらいなだし。もうね。麻薬よ、麻薬。ああいうイケメンは、女の子にとって麻薬なんだよね」

　その言葉に、恵がハァァァとため息を吐いた。

「夜を共にする行為を私だって知らないわけではないけれど、でもね、そういうのは本当に好きになった人とする行為よ。少なくとも遊びでするものではありませんね」

「またまたお堅いんだからぁ」

「貴方が軽すぎるんです。では、話はここまで。ご縁がなかったということでよろしいですね」

　言いきると、背後の女子の手を取って恵が歩き出そうとする。

　その前に男が足を出し、遮る。

「あのよぉ。いい加減にしてくれないかな。大人がここまで頭を下げてるってのに、そう簡単に無視できると思ってるわけ？　すこーし、甘くねぇかなぁ」

「そうは思いません。それに、貴方はさっきから一回も頭を下げてないでしょう？　軽いせいで、風船みたいにフワフワと揺れてますしね」

「あんだとっ」

　その瞬間、恵が一歩男に近寄り、男の耳元に口を寄せた。

　それはあまりに自然な動作で、男は驚きのあまり固まってしまった。

　なにか、囁く。

　さすがに道路をまたいだハジメには、なにを言ったか聞き取れなかった。

　ただその言葉を聞いた男の顔が、サァァァッと蒼くなる。そして、何度もぺこぺこと頭を下げたかと思うと、脱兎の如く逃げていってしまった。

　事の成り行きに、周囲も守られた女子生徒も呆然としてしまっている。

　そんな中で恵は優しく微笑み、注意の言葉を口にした。

「大変だったわね。でも、悪い大人もいるのだから、油断してはダメよ？」

　小さく頷いた女子生徒に、また優しく微笑み恵は立ち去っていった。

　その姿に、周囲から知れず「ほぅ」と感嘆とも賞賛とも取れるため息が漏れる。

　ハジメは違った。脚が動かなかった自分の怯懦に惨めさを覚え、翻って女子生徒を助けるために怯まなかった恵の勇気に痺れ──そして、心が熱く焦がれるのを感じていた。




※　　※　　　※




　それから二週間ほどしたある日。

　ハジメは、路地裏で不良たちに囲まれた特攻服の少女を助けようとした。

　勇気を奮い起こして変わろうと思った結果は、最悪だった。

　薄れゆく意識の中で、少女がばったばったと不良たちをなぎ倒していくのが、かすかに見て取れる。

「助けようとして、このざまか……」

　呟きながらハジメの意識は、完全に途絶えていった。











第一章　惚れ薬で告白から処女イキエッチ！









「また無茶なことをしたもんだよ」

　制服の上に白衣を着た井荻美紗が、机に片肘を立てて手に顎を乗せると、呆れたようにハジメの顔をまじまじと見やった。

　美紗はハジメの腐れ縁としか言いようのない幼なじみで、今も学園二年Ｃ組でクラスメイトだ。

　身長は百四十八センチで、お世辞にも発育がいいとは言えない体型をしている。今年の健康診断の結果をこっそり覗いた時は、確かバストは七十七しかなかったはずだ。ハジメの見るところＢカップあるかないかで、見ようによっては中学生にしか見えない。実際、そう間違われる時もあるそうだけども……。

「大体さ、ハジメは喧嘩なんてからっきしでしょうが。小学校の頃に何度か喧嘩して、いっつも泣いて帰ってるの、アタシはよく見てるんだけど」

　じとっと美紗がハジメを見る。

　一重でつり目気味なせいか、妙な迫力がある視線だ。

「美紗の言う通りだけどさ。不良が数人、女の子を路地裏に連れこんでるの見て、放っておけるわけないだろ」

「まったく、昔っから妙にお節介だよね。でもさ、だったら警察に電話するとか」

「いや、したんだよ。でもなかなか来てくれないで、いよいよって見えたから、足を踏み出したんだよ。誰かいると思えば、それで時間が稼げるだろ？」

「それがどうして、殴られて一発ＫＯになるの」

「震えてたから、脚が絡まってこけた。でもって、蹴っ飛ばされた」

「だっさ」

　一刀両断されてしまった。

　と、美紗が顔を上げてハジメを見た。

「それで、今の話からどうしてホレキメ薬が欲しいに繋がるのよ」

　薬──ここは薬学愛好会の部室であり、美紗はその部長だ。ハジメもまた名義貸しではあるが、所属している。

　その関係で、美紗がここ最近はどんな薬を作っているのか、薄々はハジメも知っていた。

　そう、惚れ薬だ。

「実はさ、告白しようと思うんだ」

　ハジメの言葉を聞いた美紗の眉が、ピクリと跳ねる。

「鷺ノ宮恵、知ってるだろ？」

「い、一応、その人並みにはね」

「校内一の美少女で、清楚可憐、物静かでありながら、おっぱいも大きい、まさに理想的な子だ」

「ハジメ、もしかしてそれだけで告白しようと思ってるわけ？」

「まさか。ウチの生徒が変なスカウトに絡まれている時、鷺ノ宮さんが身を挺して割りこんで助けたのを見たことあるんだよ」

「ふ、ふうん、そう」

「アレでもう一目惚れさ。でも、ほら向こうは高嶺の華で告白する勇気なくてさ」

「そりゃまぁ、ハジメは……凡人だもんねぇ」

　しみじみと美紗が言う。

　百七十あるかないかの身長で、筋肉質とはとうてい言えない痩せ形。さらには、ひねた顔つきだ。ちなみに運動神経も学業も、中の下である。そりゃ凡人としか言いようがない。

「わかってるよ。でも昨日、こけたけど一歩踏み出すことができてさ、なんか勇気が湧いたんだよ。俺でも勇気出して動けるってさ」

「なら、さっさと告白に行きなさいよ」

　面白くなさそうに美紗が口にして「フンッ」と、鼻を鳴らす。

「……いや、だからその、そこでお前が作ってる薬だよ。少しでもそのほら、告白の成功率を上げるためにおまじないというかなんというか」

　バンッと机を叩いて美紗が立ち上がった。思わず「ヒッ」と悲鳴を上げて、ハジメは椅子ごと退いてしまった。

「アンタね、勇気があるのかないのか、はっきりせいっての！」

「ち、違う、かの武田信玄公も仰っているように、事前の準備こそが大事なだけで、戦場に立った時には、もう勝利を決めておかねばならないのだ。うん、そんな感じなだけで、コスいわけでもズルいわけでもなくて、告白に当たって真摯に真面目に、恵さんへの敬意をこめて、あらゆる努力を惜しまないだけだ！」

「こ、こーいう時はホントよく口が回るのよね、アンタ」

　ため息と共に、美紗が椅子に座り直した。

「いやそれに、俺だってまさか惚れ薬なんてモノが、実際に効果あるとは思ってないしさ。俺自身の勇気を鼓舞するおまじないだって」

「一つ、アタシが作ってるのは惚れ薬じゃない。ホレキメ薬」

「は、はぁ」

「二つ、薬学の世界に革命を起こすこのアタシが作るモノに、効果がないなんてありえない」

「いやでも、臨床試験とかやってないんだろ？」

「兎と猫を使った実験は大成功だったわよ。その場で即セックスしてた」

「セ、セックスゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ!?」

　思わず吹き出してしまった。

「いやお前、なに言ってんだよ」

「だから、これはホレキメ薬なのよ」

　そう言うと、美紗が机の上にビーカーを置いた。その中には、なにやら紫色の怪しげな液体が入っている。

「それ、飲むの？　無理だろ」

「まさか。この中に、ハジメの体液を調合した後に乾燥して、粉状にするのよ。ま、白い粉は見た目にも危ないから、錠剤にするつもりだけどね」

「体液？」

「いい、よく聞きなさいよ。このホレキメは、あくまでも惚れている気持ちを決定づけるだけ。ハジメがホレキメを摂取した恵に告白しても、彼女の中に惚れている気持ちがなければ、効果なしよ」

　美紗がいきなり白衣をたなびかせて立ち上がると、ハジメにも立てと視線で言ってくる。仕方なく立ち上がると、その前まで来て美紗がしゃがみこんだ。

「その代わり、もし恵がハジメに惚れている場合、劇的な効果を生み出すのよ」

　言いながら、なぜかハジメのベルトを外し出す。

「美紗、なにしてんだよ？」

「体液採取の準備よ。いい、まだアタシも人間では実験したことがないけれど、惚れている状態でホレキメ飲んだら、一直線よ。まさに恋は盲目になるからね」

　ベルトが外され、ファスナーが降ろされた。

「美紗っ、ダメだってば、それ以上はっ」

「なに言ってんのよ。体液──精液採取しないとホレキメ作れないんだから、ジタバタすんじゃないの！」

「精液だとぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ」

　叫んでる間に、ズルッとパンツごとズボンが引きずり下ろされてしまった。

　ボロンとチ×コが美紗の顔の前にこぼれ落ち、可愛らしい悲鳴が上がる。

「キャッ」

「悲鳴上げてるなら、今日のところはだなっ」

「アタシだって、まともにペニス見るの初めてなんだから、悲鳴くらい上げるわよっ。いい、ここまで来たら覚悟しなさいっ」

　美紗の頭を掴んで放そうとするが、すごい力で抵抗してくる。その顔を見ると、目が血走っている。

　完全に、マッドサイエンティストモードだ。

　こうなった時の美紗には、常識も羞恥もなにもない。とにかく自分の知的欲求を満たすために行動あるのみな幼なじみなのだ。

「なによ、勃起しないのね」

「するかよっ、この状況で！」

「ふうん……それなら、確か…………」

　ブラブラと目の前で揺れているペニスに、美紗はそっと息を吹きかけてみた。

「ふあぁん」

　ハジメが、なんとも情けない声を上げる。どうやら、息を吹きかけるだけではくすぐったいだけのようだ。

「なら……」

　右手でキュッと掴む。それでも硬くなる気配はない。

「やっぱりあの方法しかないか……」

　ペニスを掴んだまま右手を根本へと動かす。すると、ズルリと皮が剥けてぷるんと亀頭が顔をのぞかせた。

「フフ、剥けちゃったわよ？」

「か、仮性だし」

「ふん、そうなんだ……なら、この程度の刺激も平気よね。あーーーーーんっ」

　大きく口を開けて、まだ柔らかいペニスを口に迎え入れる。

　両頬と舌を使い、ペニスを口の中でもみくちゃにするように弄った。

　すると、ムクムクと硬くなってくる。

「んっ、んんちゅっ、フフッ、ンッ、すぐ反応しちゃってるわね、ハジメ……んちゅっ、くちゅっ、はむっ、くちゅぅっ」

「ば、ばか、やめろよっ、こ、こんな……くっ、お前の口の中、熱くてっ」

「ちゅるっ、んぱぁぁっ……もう、口の中じゃ収まりきらないわよ。だから、舌でこうやって、れろぉっ、んちゅぅぅっ」

　いったんペニスを吐き出してから、舌で裏筋をなぞる。

　するとペニスがビクビクッと跳ねた。その反応が面白く、美紗はペニスの弱点を探し求めて、舌をあちこちに這い回らせた。

「カリ首はどうかしらね、ちゅるっ……んっ、舌先で弄る方が気持ちいいのかしらね。チロチロッ、ちゅっ」

　舌先をすぼめてカリ首を穿るように弄る。

　ペニスが思いっきり反り返った。気持ちよさの中に、くすぐったさもあるようだ。

　今度は亀頭の先端にある鈴口を舌先で突く。

　そしてハジメが腰をよじるようにして、ペニスが横に揺れる。

　その亀頭を口に含み、

「れろぉぉっ、じゅぱぁぁっ、じゅるるっ、くちゅぅっ」

　口の中で舌を使って舐め回した。

　暴れようとするペニスを右手で押さえ、唇で甘噛みする。

　舐め回しながら顔をハジメの腰に埋め、口をすぼめながら「じゅるるるるっ」と顔を引く。

　美紗が顔を前後させるたびに、ジュポジュポと涎が濡れた音を立てた。

　そんなことを五回ほど繰り返した時だ。

　美紗の口の中で、亀頭がぷっくりと膨れた。

　いや、ペニス全体に力が入るように膨れた気がする。

「くっ、も、もうっ──」

　ハジメがそう呻いたのと同時に、ペニスが今までにないほど力強く跳ねた。

　美紗の口から飛び出て、白い噴水を上げる。

「あ、ばかっ──はむっ、ちゅるるるるるるっ、じゅるるるっ」

　慌てて、ビクビクと跳ねながら射精するペニスをまた咥えて、美紗は音を立てて精液を吸い出した。

「ちゅるっ、ちゅぅぅぅっ、ちゅっ、んちゅぅぅぅぅぅっ」

　口の中いっぱいに生臭い精液が溜まっていく。

　十数秒ほど吸い、美紗はようやくペニスから口を離す。そして、ビーカーを手に取り口の下に持ってくると、ハジメに見せつけるように、精液を中にこぼしていった。

「んっ……んぐっ、んっ……喉に絡むわよ、もうっ」

　口の中に残った精液を何度か苦労しながら飲みこんだ美紗が、白衣の袖で口周りを拭きながら非難するようにハジメを見た。

「あのなっ、お前が勝手にやったんだろがっ」

「仕方ないじゃない。ホレキメ薬作るには、精液が必要なんだから。ま、アタシも男性の反応ってものを実体験で確認できたけれどね」

　ニヤリと笑うと、昼休みには完成してるから取りに来なさい──美紗はそう言って、ハジメを部室から追い出したのだった。
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※　　※　　　※




　私立坂本学園は、菅野市の中心市街近くにあって有名大学に合格する生徒も多く、県内でも有数の進学校として認められている。

　学力が高く品のいい生徒が多いと見られていて、悪い言い方をすれば線の細い軟弱者の集まりと評判だった。

　特に都会から遠くもなく近くもない立地条件のせいか、県内には柄の悪い学校も多く、やや古くさい表現ながらヤンキーや不良たちにとって、私立坂本学園は嫉みと軽蔑、そしてカモの対象となっている。

「って話も、五年くらい前までの話だっていうのにな」

　今日も朝から白衣を羽織った美紗が、指先でツンツンとハジメの頬の絆創膏を突いた。その手をハジメは払い、

「痛いって！」

　唇を尖らせて睨んだ。

　突かれたところが、ジンジンと染みるのだ。

「いやでも、今時珍しいよ。この界隈に不良が出てくるなんて」

「五年前に突如として現れた正義のヒーローが、片っ端から一掃したんだっけか」

　絆創膏をさすりながらハジメが言うと、美紗が「そうそう」と頷いた。

「下校時間になると、どこからともなく現れて、ウチの生徒に絡んでる不良をはっ倒したんだって。誰もその正体を知らないそうだけど、案外ハジメが助けようとして、逆に助けられた子が、そうなのかもね」

「一昨日のことなんて、もう忘れたね」

　横を向いて、ハジメは吐き捨てた。

　ハジメが不良にＫＯされた日から二日、ホレキメ薬の製作をお願いして美紗にフェラ抜きされてから一日が、もう過ぎている。

　昨日は、あの口に咥えられて抜かれたと思うと、赤面してしまい美紗とマトモに対面することができなかった。

　とはいえ、話しかけて薬を回収しなければ、無理矢理精液搾り取られた甲斐がない。

　朝、意を決して薬学愛好会の部室を訪れると、ハジメの顔を見て美紗が話し出したのが、今のこの話題だった。

「忘れていいわけ？　恩人でしょうに」

　美紗が、昨日ハジメの精液を拭いた白衣の右袖を伸ばして、机の引き出しを開けて平然と言う。

　その口で、ハジメのペニスを咥えたことなど、まるでなかったような態度だ。ハジメは、その唇が動くたびに思い出してドキドキしてしまうのに！

「どうしたのよ、顔が赤いんだけど。風邪？」

「ち、ちげぇよっ」

　慌てて拒否してから一度二度と深く呼吸をして、ハジメはようやく動悸を押さえこんだ。

　そして、やや強引に話を戻す。

「恩人って言われても、顔もよく見てないんだぞ」

「そりゃ残念ね」

　一度肩をすくめると、美紗が引き出しから小さなプラスチックケースを取り出して、ハジメの前に置いた。

「これは？」

「ハジメの精液」

「うげ」

「が入ったホレキメよ。ハジメがお望みのね」

　よく見れば、プラスチックケースの中にタブレットタイプの錠剤が三十個ほど入っているのが見える。

「一錠で効果あるはずよ」

　美紗が、喋りながら指先でコンコンとプラスチックケースを叩いた。中の錠剤が踊って、カラカラと音を立てる。

　そのダンスを見ながら、ハジメはゴクリと息を凝らした。

「……ホントに大丈夫なんだろうな」

「今さらね。まぁでも、常習性がある成分は使ってないし、動物実験では禁断症状もないからね。単なる惚れ薬よ。ま、ハジメが怖じ気づいたってなら、別に使わなきゃいいのよ」

「もう一回確認するけど、俺に好意の欠片もない場合は効果ないんだよな」

「ええ、そうよ。あくまでも、好きって気持ちを後押しするだけ。安心しなさい、告白を受ける時、戸惑う心をちょっとだけ晴らしてあげる程度の薬よ。別に、相手の意志に反して操ったりなんだりするわけじゃないから」

　ニヤリと笑った美紗が、指先でプラスチックケースをハジメへと押した。

　恐る恐るそのケースを手に取り、ハジメははたと一つのことに気がついてしまった。呆然とした心境が顔にも出たのだろう、美紗が不思議そうに目を瞬かせた。

「どうしたのよ。念願のホレキメを手に入れたってのに」

「武器は手に入れた。けどな、決戦場に鷺ノ宮さんを立たせる方法が思い浮かばないんだ」

　喋りながら、こめかみに指を当ててハジメは目をぎゅっと閉じた。その苦悶の姿を美紗は、あっけらかんと笑い飛ばしてしまった。

「決戦場に立たせるって、たく大げさな。屋上とか体育館裏とか体育倉庫に呼び出す方法が思いつかないだけでしょ」

「そう言われればそうだけど、それが重大だし、難関なんだよ！」

「古式ゆかしくラブレターでも下駄箱に入れれば？」

「小学生とかがやりそうじゃんか、それ……」

「なら、ＳＮＳ系は？」

「相互フォローしてると思うか？」

「してないわな」

「おうよ」

　ハジメはきっぱりと断言して、なんだか心がズキズキと痛くなってしまい、どんよりと項垂れてしまった。

　そんなハジメを見た美紗が、思いっきりわざとらしく長い長いため息を吐いた。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……たく、仕方ないわね。これも幼なじみの腐れ縁か……場所はどこにする？」　

「場所？」

「恵を呼び出す場所よ」

「………………え、手伝ってくれるのか？」

「幼なじみの腐れ縁って言ったでしょ。それに、まぁ恵は知らない仲でもないからね」

「知り合いだったのか」

「そりゃそうでしょ。てか、ハジメだって恵と同じクラスでしょうが」

　美紗の言葉に、ハジメは腕を組んで胸を反り返した。

「高嶺の華すぎて、挨拶したこともないぞ」

「自慢して言うな、バカ……」

　呆れられてしまった。

「で、どこにするのよ」

「あ、ああっと、鷺ノ宮さん目立つからなぁ。体育館の裏とか屋上でも、注目されるよな」

「可能性は高いわね」

「なら……ああっと、体育倉庫はまずいか。勝手に入ったら、怒られる」

「妙なところで律儀よね」

「告白という清く正しい行為に及ぶ以上、ケチのついた場所じゃいやなんだよ」

「薬の力を借りるくせに」

「なにも聞こえないぞっ」

「ったく……あ、そうね、それだったらここはどう？」

「ここって、この薬学愛好会の部室かよ」

　ハジメは部屋を見渡した。

　取り壊しが決まっている旧校舎にある、古い化学実験室だ。六人ほどが同時に席に着ける机が並び、机には流しとガスが設置されている。

　とは言っても、もう水もガスも通っていない。

　辛うじて電気が通じているだけでも、御の字といったところだろう。

　そもそも旧校舎は、去年には取り壊されているはずだった。

　それが妙な愛着を持っている卒業生がいたらしく、しかもその人物が権力と金を持っているそうで、取り壊し計画は一時ストップ。今なお揉めているらしい。

　そんなこんなで、美紗が独自のコネとやらを使って教師に取り入りこの一角の使用許可を取りつけているわけだ。

　そうでもなきゃ、構成員が美紗と名義貸しのハジメだけの愛好会が、部屋を持つなんてこと、できるわけがなかった。

「確か、この旧校舎の鍵を持ってるのって……」

「校長の他には、職員室に一つ、そしてアタシが持ってるのだけ。ま、邪魔は入らないでしょうね。本館校舎からも、ここって死角だし」

「うってつけだな。でもよ、いいのかよ。今日の放課後も、ここで怪しい実験するんだろ」

「怪しいとは失礼な、高尚な実験よ。ま、それはいいとして、いいわよたまには。腐れ縁でへなちょこな幼なじみの玉砕に手を貸してあげるから」

「ぎょ、玉砕って……」

「ただし、条件が一つ」

　美紗が、人差し指を立てた手をビシッと突き出す。

　その手でなく、ハジメは息を凝らして美紗の顔を見た。

「玉砕したら、部室の使用料として今後三カ月は、愛好会の活動に出席すること」

「え……怪しい実験を三カ月も手伝えと？」

「怪しくないっ、高尚だっつーの！」

「まぁでも、悪くはないか。どうせ、フラれた俺のブロークンハートは、生きる気力を失い、遊ぶこともできず、学生だから酒に逃げることもできず、この世に居場所を失い、羽の折れた天使のようにただ彷徨うだけだ……。どこか、止まり木でもなければ、きっと恋人たちの悲鳴を聞くためだけに、ディズ○ーシーの海にこの身を捧げてしまうに決まっているんだ」

「…………アンタって、ポエムの才能もないのね」

　心底可哀想って顔で、美紗が呟きやがった。

「地味に傷つくぞ！」

「ま、まぁとにかく、この条件でいいわね」

「ああ、いいだろう。その代わり成功したら……そうだな、デートの待ち合わせ場所として、週二回はここを使わせてもらうぞ」

　ハジメの提案を聞いた美紗が、思いっきり鼻で笑う。

「ハッ、そんな考える必要もない条件をつけるわけ？」

「も、妄想とか夢とか希望とか願望とか、俺にだって見る権利あるんだい！」

「ま、いいでしょ。じゃ、取引成立ね」

「おう」

「ヒヒッ、これで明日からの実験が捗るわね。じゃ、恵には放課後ここに来るように伝えておくわ。あと──」

　そこで言葉を止めて、美紗が白衣を翻して立ち上がりハジメの側まで歩いてきた。ひょいと前にあるホレキメが入ったプラスチックケースを取り、錠剤を一つ取り出す。

「これは大出血サービスね。恵に、この錠剤を飲ませておいてあげるわ」

　ニヤリと笑ったかと思うと美紗が、ハジメの前にプラスチックケースと共に旧校舎の鍵を置いた。

「どうせ、飲ませる方法とか、なんも考えてないんでしょうから」

　図星だった。

　言われてみれば、薬があっても投与しなきゃなんの意味もないのだ……。

　ぽんぽんとハジメの背中を叩くと、

「じゃ、せいぜいがんばりな。ヘタレな幼なじみさん」

　美紗は百四十八センチの身長には白衣が大きすぎるのか、裾を引きずりながら部屋を出ていった。

「って、俺だってもう教室に戻るっての！」

　ハジメもまた、慌てて立ち上がり走り出した。
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　ハジメが教室に入ると、もう美紗が鷺ノ宮恵の席で話しこんでいた。

「放課後？　ええ、いいわよ」

　鷺ノ宮がにこやかに美紗に答えていた。

　身長は百六十センチちょっとで、胸はＤカップと噂されている。お尻はキュッと締まっていて、それほど大きくない。

　黒く長い髪はクセ一つなくサラサラと背中に流れている。彼女が歩くと、黒髪に光が反射して、涼やかな音が聞こえそうともっぱらの評判だ。

　黒い瞳をたたえた目は、目尻がほんの少し垂れていて優しさと愁い、そして少しの色気があって、多くの男性を虜にしている。

　ただ薄い唇は、優しく儚げな相貌の中で唯一の意志の強さというアクセントを与えていた。

　そんな鷺ノ宮と比べると、美紗はやっぱり落差が激しい。

　鷺ノ宮が艶やかな美しさだとすれば、美紗のソレは未発達な可愛さだ。

　身長は百四十八センチだし、Ａとしか思えない自称Ｂカップで、ウエストのくびれはあまりない。

　中学生、下手をすれば小学生な体型だ。

　もっとも、本人も気にしてはいるが、お尻は鷺ノ宮と美紗はほぼ同じくらいだったりする。

　ただ高嶺の華オブザ高嶺の華、神々しくてオカズにできない、会話料が高そう、正面から見ると同じ女として惨めになる等々、男子女子共に鷺ノ宮をみんな敬遠気味なのも事実だ。

　そんな中で、子供体型にも物怖じせず美紗は鷺ノ宮と楽しそうに話している。

　というか、言われてみれば休み時間に見かける鷺ノ宮は、いつも美紗と一緒だったような気がしないでもない。

「うーん、観賞対象でしかなかったからまったく気付かんかった…………悪いことしてたな」

　呟きながらハジメの心に、ジワリと罪悪感が広がった。

　同じ学園生、しかもクラスメイトなのに、勝手に壁を作って違う世界へと追いやってしまっていた。

　自分たちの輪の中から、弾き出していた。

　それは、とても残酷なことではないだろうか……。

「せめて友達になれるように頑張るか」

　自分の席に座りながら、そうハジメは決めた。

　決めた後、それって告白が断られる前提だってことに気付いて、思わず机に突っ伏してしまったけれど。

　ため息と共に顔を上げて三人分斜め後ろの鷺ノ宮の席に振り返ると、ちょうど渡された錠剤を飲みこんだところだ。

　怪しげな錠剤を素直に飲むとか、鷺ノ宮の美紗への信用はなかなかのものらしい。

　その後、ひとしきり雑談が続き、チャイムと共に美紗は自分の席に戻っていった。その途中、ハジメにニヤリと笑いやがったが。
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　恵は、これまで十七年生きてきて大きな病気を一度も患ったことがない。生まれた家の関係で幼い頃から鍛えてきたおかげだと、恵は両親に感謝している。もっとも、生理は比較的重いけれど、まだ先のはずだ。

　なのに、どうにも朝から体が熱いと恵は感じていた。

　発熱という感じではなくて、体の芯から──恥ずかしい言い回しにはなるが、子宮から火照っている。

　油断すると下着が汚れてしまいそうだ。

　おかげで昼休みが終わるまでに、二回もトイレに駆けこまなければならなかった。

（どうしちゃったんだろう、私……。朝からずっと疼いてる）

　午後の授業開始を告げるチャイムを聞きながら、恵はそっと太股と太股をすり合わせた。

　その自分の動作が恥ずかしくなって、恵は顔を上げた。

　すると、三つ前の席で美紗と向山ハジメが話しこんでいるのが目に飛びこんできた。

「──っ」

　カァァァァと体が熱くなり、心臓がバクバクと激しく動き出した。

　目が離せない。

　そうこうしている間にジュンッと、湿り出していくのがわかる。弄ってもいないのに、ヴァギナのヒダが蠢いて、切なく泣き始めてしまう。

「んくっ──」

　声が漏れかけ、恵は慌てて唇を手で塞いだ。

「んっ……ふぅ……あっ…………んくっ……な、なにこれ」

　きっと自分の顔は今、真っ赤だろうと思う。

　教室で授業が始まろうというのに、発情してしまっている。熱さと恥ずかしさで、間違いなく耳まで赤くなっているはずだ。

　腰がモジモジと勝手に動いてしまう。

　一瞬、クチュリと音が響いた気がした。

　それは気のせいだったかもしれない。

　でも、事実として弄ってもいないヴァギナの花弁がかすかに開き、漏れ出してしまっているのを、恵ははっきりと感じていた。

　ブラジャーの中では乳首が痛いほどにピンッと硬くなっている。

　自分の体になにが起きているのか──いやどうしてこんなにも発情してしまっているのか、恵にはさっぱりわからなかった。

「ひぐっ……んあっ……はぁっ、はぁっ……なんで、んっ、こんな……」

　唇を覆った手にいつの間か涎が漏れ出している。

　呼吸が荒い。

　なんとか落ち着こうとしても、どんどん体が熱くなってくる。

　それどころかかすかな空気の流れすら、肌が敏感に感じ取ってしまう。

　開いた窓から流れてくる初夏の風が、まるで恵の体を撫で、愛撫しているようだ。

　そして、その戸惑いの中ですら、恵は三つ前の席から目が離せない。

　美紗と──ううん、向山ハジメの背中を食い入るように見てしまう。

　ややもすると、その背中に飛びこんでしまいたくなる。

　あの背中に、自分の胸を乳首を──そしてヴァギナをこすりつけたくなる。

（なにを考えてるのよっ。はしたない……、違う……私が昨日までハジメくんに思っていたのと、違う……もっと清くて……こんな淫らな、でももし、そうなったら最後にはやっぱり抱いてもらうのだから──）

　グルグルと感情と思考が恵の中で乱れた時だ。

「恵さん、平気？」

　隣の席の女子生徒が、そう言って軽く肩を叩いた。

　その瞬間、触れられた箇所から子宮まで電撃が走り、

「ひああぁぁぁぁぁんっ」

　大きな嬌声を上げて恵は跳ねるようにのけ反ってしまった。

「はぁっ……はぁっはぁっ……ご、ごめんなさい」

　そのまま自分の体を抱きしめ、ヴァギナに手をやりたい気持ちを必死に抑え、恵は強ばった笑みを女子生徒に向けた。

　案の定、声を掛けた女子が驚きと共に目を見張っている。

「ちょ、ちょっと調子が悪くて我慢していたから、つい、んっ……驚いてしまって」

「それなら、そのいいんだけど……」

　女子生徒が、少し顔を赤らめて目を逸らしながら答えた。

　周囲に視線をやると目の前の女子生徒だけでなく、多くの生徒が顔を赤らめている。今にも生唾を飲みこむような顔をしている男子生徒もいた。

　──発情してるのがバレてしまってる。

　その恥ずかしさが、またカァァァッと恵の体を熱くする。

　同時に、向山ハジメが自分をどう見ているのか確認したくなった。でも、今その姿を見れば自分はどうなってしまうんだろうか。

　その恐怖と誘惑がぶつかり──ゆっくりと恵は、向山ハジメの席に目をやった。

　真っ赤な顔をして、恵を見つめている。

　視線が合う。

「──────────ッ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　机に抱きつき、制服の裾を噛みしめ──恵は絶頂した。

　ビクビクと体が震えるのを、なんとか机にしがみつくことで押し殺す。声も、必死に堪え忍んだ。

　そのまま数秒もして、教室の扉が開いて先生が入ってきた瞬間、恵は椅子から転げ落ちるように床にへたりこんでしまった。

　下着は、もう使い物になりそうになかった……。
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　教室中が騒然としていた。

　恵が、へたりこんで床に手を置いて、荒い息を吐いている。

　顔は赤く、瞳は潤み、肌は紅潮してうっすらと汗が滲んでいた。長い黒髪がほつれ、うなじや頬にまとわりついている。

　その姿にハジメは、思わず生唾を飲みこんでしまった。

　とんでもなく、淫らな姿なのだ。

　すると、ようやく恵はふらふらと立ち上がり、先生に断りを入れた上で保健室に向かっていった。

　どよめく中、手を上げた美紗が恵に付き添っていく。

　教室を出ていく時に振り返った美紗の顔には、隠しようのない驚きが広がっていた。

「もしかして、ホレキメの予想外の副作用とかなのか……」

　取り出した錠剤の入ったプラスチックケースを、ハジメはぎゅっと握りしめた。




※　　※　　　※




「はぁっ……はぁっ、はぁっ……んっ……どうして、こんな」

　保健室のベッドに倒れ伏して、恵はそっとスカートの中に手をやった。

　触る前から、指先をムワッとした湿気が包みこんでくる。そのまま指を伸ばしてショーツに触れた瞬間、

「んひぃぃっ[image: ][image: ][image: ]」

　耐えきれず恵は快感の声を上げてしまった。

　ショーツはもうグショグショで、ここまで来る間に愛液が垂れなかったのが、むしろ不思議なくらいだ。

　そのまま指が恵の意志から離れて動き出す。

　ショーツの布地ごと指先が、ヴァギナに押しこまれる。すでに綻んでいたヴァギナのヒダが、あっさりと左右に開いて指先を迎え入れた。

「[image: ]っ……はっ、はっ、はっ……[image: ]がっ、んっ、んぐぅっ」

　左手で口の周りを強く覆っても、淫らな声がはっきりと漏れ出てしまう。

　そんな抵抗をあざ笑うかのように、恵の指はヴァギナをショーツ越しに這いずり回る。

　花弁の綻びをより大きくしようと、指が円を描いて押し開く。

　グジュッ……ジュプッ……。

　指の動きに合わせて、卑猥な水音が保健室に響き渡る。

　保健医が留守にしていてくれたことを、恵は心の底から感謝した。

「ひ[image: ]、んっ……ふあっ、あっ、[image: ]っ、[image: ]っ……らにっ、これぇっ……はぁっ、はぁっ、は[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……んぐっ、ん[image: ]っ、び、びんか、んっ、かんに、な、なって、どうしてっ……[image: ][image: ]ぁぁっ[image: ]」

　ヴァギナをまさぐる指が、いつの間にか一本から二本、そして三本へと増えてしまっている。

　人差し指と薬指で花弁を開き、中指で激しく媚肉をまさぐる。

　グジュッ、ビチャッ、ジュプッ……。

　濡れた音と共に、

「ひ[image: ]っ、んむっ……は[image: ]っ……あっ、ひっ……も、もっとぉ……んっ、[image: ]っ、もっと……あくっ……あ、[image: ][image: ]……ダ、ダメ、私、学校で、こんな、したら……ダメなのに……ん[image: ]、[image: ]っ、ひぐぅぅっ」

　左手で覆った口から、恥ずかしい声が漏れ出てしまう。

　ダメだと思っても、いや、思えば思うほど火のついた子宮はより疼き、より鋭敏になり、よりもどかしく切なくなってくる。

「んぎっ、[image: ]っ……[image: ][image: ][image: ][image: ]ぁぁぁ……こ、ここぉっ、だ、だめっ……でも、で、でも、もう………………ンギィィィッィィィッ[image: ][image: ][image: ]」

　恵の細い指先がチュプッと水音を立てて、膣口に分け入った。

　わずか一センチ程度でも、鋭い快感が恵の体を刺し貫く。

　保健室のベッドに横たわり口元を押さえたまま、弓なりに体がのけ反った。何度か、元に戻ってはのけ反ってシーツの上を這いずり、背骨が折れてしまいそうなほどに反り返った後、足がピンッと伸びてつま先を宙に躍らせ、

「──────────────────────ッ[image: ]　ッ[image: ]　ッ[image: ]　ッ[image: ]　ッ[image: ]　ッ[image: ]　ッ[image: ]　ッ[image: ]　ッ[image: ]　ッ[image: ]　ッ[image: ]　ッ[image: ]　ッ[image: ]　ッ[image: ]　ッ[image: ]　ッ[image: ]　ッ[image: ]　ッ[image: ]」

　恵の視界と意識が吹き飛ぶ。

　プシャッ──尿道から潮が数滴噴き上がる。

　そのまま──、

　──ビクッ[image: ]

　──ビクンッ[image: ]

　──ビクッビクッ[image: ]

　小刻みに恵は小さな痙攣を延々続けた。

「はっ、はーーーーー[image: ]　はーーーーー、はっ、はーーーー[image: ]　はっはっはっはっ[image: ]はーーーーーーーーーーーー[image: ]」

　まともな声を出すことができない。

　手の下で、みっともなく口を開け、まるで打ち上げられた魚のように、パクパクと呼吸することしかできなかった。

　おかげで開きっぱなしの口からは舌が垂れ、涎が幼児のようにだらだらと流れ落ちていく。

　その涎は、すぐに口元を覆った手では押さえきれなくなり、指の間からヌラヌラと光りながら流れ落ちていく。

　半開きになり焦点が定まらない目からは、涙が溢れていた。

「こんな……んぐっ……んはぁ……はぁっ、はぁっ……すごいの……始めて……」

　擦れた声で呟き、恵はシーツに顔を埋めた。

　口元を覆っていた左手で、ドンッとベッドを叩く。

「どうしてよぉ……[image: ]っ、[image: ][image: ]ぁ……はぁっ、はぁっ、はぁっ、足りない、まだなの、もっと……んっ……ふーーーーーーー[image: ]　ふーーーーーーーーっ[image: ]　んはぁぁ、疼くのっ、なんで、足りないのよぉっ……どうして、こんな、疼くのっ。ああぁ、奥ぅ、奥が疼いて……疼いて……あ、ああぁぁ、だめぇっ、チ×ポォ……私、見たことも、ないのに、わかる……おま×こが、奥が……ふーーーっ[image: ]　ふーーーっ[image: ]　チ×ポよぉ、チ×ポが欲しいって、疼いてるのぉぉっ、あ、ああぁ、指っ、指じゃなくて、もっと太いチ×ポぉぉぉぉぉ[image: ][image: ][image: ]」

　グジュグジュとヴァギナをまさぐりながら、恵は泣いた。

　シーツが恵の涙と唾液と鼻水でぐっしょりと汚れてしまっている。そんなことは気にせずに、恵は必死にヴァギナをまさぐった。

「足りないっ、だめっ……も、もっとなのぉぉぉぉぉぉ」

　下半身をひねり、両脚を大きく開ける。

　そのままショーツをずらして、恵は膣口に人差し指を深く突き入れた。

　それでも、足りない。

　ほとんど弄ったことのない膣口に、さらに中指を挿入する。

　突き入れた人差し指と中指を膣内で暴れさせる。

　──グジュッ。

　──ブジュッ。

　──ビシャッ。

　派手に愛液が飛び散っていく。

　疼きを鎮めるために慰めれば慰めるほど、子宮の切なさがどんどん強くなっていってしまう。

「なんでよぉ……んっ、ふーーっ[image: ]　ふーーーーーっ[image: ]　このままじゃ、私、んっ……[image: ]っ、[image: ]ふぅぅぅーーーーーー[image: ]」

　シーツに突っ伏したまま、荒く強いくぐもった呼吸を繰り返す。

　と──、

「こりゃ重症だわ」

　美紗の声が響いた。

「──っ！」

　驚き、羞恥で心臓が止まりそうになる。

　それでも、指は止まってくれない。まるで自ら意志があるかのように、膣内を激しくまさぐり続ける。

「み、見ないでっ……[image: ]っ、あぐっ……んふっ、あっ、あっ、あああぁぁぁ、こ、こんなはしたない姿っ、美紗ぁっ、ダメっ、見ちゃいやぁぁぁっ、あっ、あひっ、ひああぁぁぁぁんっ[image: ]」

「見るなって言いながら、オナニーされても……アタシは、どうしたもんか」

「軽蔑……んひっ……ひあぁんっ……す、するでしょっ……でも、あぎっ……ああぁぁっ、ダメなのっ、オナニー、止まらない……のぉっ……ああぁ、足りないっ、足りないのわかってるのにっ……[image: ]っ、[image: ]っ……ああーーーっ[image: ]」

「まぁ、まずは……」

　美紗が、ヴァギナをまさぐる恵の手を取って引き剥がす。

「え……ふーーーーっ[image: ]　ふーーーーっ[image: ]　だめっ、お願いっ、放してっ、耐えられないのぉぉっ」

「ここを弄ってみなって」

　美紗が、恵の手をヴァギナの付け根にあてがった。

　中指を動かした瞬間、電撃が走る。

　指先が、豆のようなものを引っ掻く。その瞬間、膣内で感じた以上の鋭い快感が走る。指先で押し潰し、包皮を剥く。

　そして、指の腹でこねる。

「[image: ]、[image: ]っ、[image: ]っ、[image: ]ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー[image: ]」

　舌を伸ばして、だらしない声を上げることしかできない。

　上半身も仰向けになり、腰が自然と浮いてしまう。

「ひあぁっ、これぇぇっ、なに、にゃにこれぇぇぇっ、ひぐっ、ひ[image: ]っ、[image: ]ひっ、ひぐっ……しゅごいっ、これぇっ、好きっ、私っ、あひぃんっ、ここ弄るの、す、好きになってるぅぅぅぅぅっ」







[image: ]







　自然と顔に笑みが浮かぶ。

　それも、普段の清楚然とした恵とは思えない、目尻がゆるく下がり、半開きの口から舌が零れただらしのない笑みだ。

「あ、[image: ]っ、[image: ]っ、あっはぁぁぁぁぁんっ、も、もう、私っ、すごいのきゅるぅっ、きひゃうのぉぉぉっ、あはっ、[image: ]はっ、[image: ]、[image: ]、[image: ]、[image: ]っ、あひゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　宙に腰を突き出しながら、ブリッジをするように恵の体が跳ねる。

　プッシャァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ！

　潮を盛大に噴き──ゆっくりと脱力しながら恵は、ベッドに沈んでいった。

　激しく弄ったせいで膣に入った空気を、プスッと吐き出しながら……。




※　　※　　　※




「んっ……はーーー……はーーーーーーー、んっ……美紗、なにか知ってるのね」

　制服を整え直しながら、恵は声を上げた。

　幸い制服にはあまり汚れはなかったが、ショーツは当然ながらもう使い物にならず、保健室にあったビニール袋に入れた。

　ただ下着を穿かないという選択肢はなかった。

　なぜなら、豆──クリトリスと言うそうだが──を弄ったおかげで大きな絶頂をして、一時よりも疼きが収まってはいるものの、まだジュクジュクと泣いているのだ。

　油断すると、すぐに濡れて──垂れてしまいそう。

　なので仕方なく恵は、保健室のガーゼをヴァギナに貼って医療用テープで上から押さえた。陰毛があまりないからこそできる芸当だ。

「知らないわよ」

　そっけなく美紗が答えたかと思うと、ニヤリと笑った。

「恵のあられもない姿なら知ってるけどね」

「美紗っ！」

「冗談だってば、冗談。そんなに怒らないでよ」

「怒るに決まってるでしょうっ。私だって、なんでこんなになっているのか、さっぱりわからないのよ。したくてしているもんですか」

「まーそりゃね。でも、アタシも知らないというか、わからないのは事実なの。いくつか思い当たる節はあるけど、基本的には想定外」

　そう言って、美紗が肩をすくめた。

　その素振りは、やっぱりなにかしら美紗が知っているとしか、恵には思えない。

「そんな疑いの目で見ないでよ。少なくとも、恵がこうなるなんてアタシにはわからなかったんだから」

「どういうことよ」

「う～ん、どこから説明したもんか……というか、説明するよりも実践した方がいいのかもね」

「実践？」

「そ。推測は色々とできるけど、やっぱり確証を得るためには……実際に見てみないとわからないってわけ」

「美紗、貴方がなにを言っているのか、私にはさっぱりなのだけど」

　いらつく気持ちがそのまま言葉に乗ってしまい、どうしても刺々しい響きになる。

「どうどう、そう怒らないでよ。放課後になればわかるから」

「放課後ですってっ。そこまで、こ、この疼きを我慢しろって言うの！」

「今こそ、日頃の修練の成果を見せる時ってことで。体も心も鍛えてるんでしょ」

「そ、それはそうだけど」

「ってわけで、放課後に薬学愛好会の部室まで来てね」

　そう言うと美紗は、恵が止める暇も与えずに保健室を出ていってしまった。

「んっ……ふぅ～～～～……こ、この疼きがなければ、逃がさないのに……」

　ギュッと体を抱きしめてから、恵もまた立ち上がり、のろのろと教室へと向かった。




※　　※　　　※




　今日最後の授業開始を告げるチャイムと同時に、恵が帰ってきて席に着いた。

　ハジメが見るところ、まだ顔が赤く体調は悪そうだ。

　他のクラスメイトたちもそう思ったのか、心配そうに声をかけている。

　その一つ一つになんとか微笑みを浮かべて返す姿は、むしろ痛々しい。彼女のためにも、放っておいてあげろよとハジメは思ってしまう。

　一瞬、目が合った。

　が、すぐに顔をそむけられてしまった。

　もしかして、ハジメが放課後に呼び出しているのを知っているのだろうか。

　こんな体調が悪い時に呼び出すとか、身勝手にも程があると嫌われたらどうしよう。

　やっぱり今日はやめにすべきなんじゃ……。

　そう頭を抱えた瞬間、頭にコツンとなにかが当たった。

　顔を上げると、隣の席で美紗が苦笑しながら机の上を指さしている。そこには、おそらく頭にぶつかった物体──紙くずがあった。

　手にとって開くと『絶対決行』とある。

　ハジメの悩みは、どうやら美紗にお見通しだったらしい。

　いやでも、あの調子の悪さを見ると………………そう悶々と悩んでいる間に、先生が来て授業が始まり、あっという間に四十五分が過ぎ去っていく。

　気がつけば、放課後を告げるチャイムが鳴り始めていた。

　クラスメイトたちがざわつき始め、それぞれ部活動や寄り道や、思い思いの行動に出始める。

　そんな中、ハジメは座ったまま固まっていた。

　とうとうこの時が来てしまった。

　ホレキメの力を借りているとはいえ、正直勝算の薄い勝負だ。

　今、ここで逃げてしまえば傷は浅いような気がしないでもない。

　などと後ろ向きのことを考えていると、ポンッと肩を叩かれた。

「ま、玉砕してきなよ」

　美紗だ。

　聞きたくもないことを、口にしやがった。

「お前、そーいうことを言うなよな……」

　ハジメが暗い顔で振り返ると、美紗がポリポリと髪を掻いた。

「しょうがないわよ。一縷の望みだったホレキメも、どうやらダメみたいだし」

「ダメ？」

「うーん、なんかただ単に感覚を鋭敏にしちゃってるだけっぽいのよね。ハジメに惚れた気持ちがあるとか関係なく、影響が出ちゃってる感じなんだわ、これが」

「鷺ノ宮さんは平気なんだよな？」

「平気よ。一応、アンタと会ってどうなるかはチェックするけど、放っておけば抜けるから」

　悪びれる様子もなく、美紗が答える。

「ならいいけどよ……」

「そういうわけだから、ほら、さっさと行きなさい。恵はもう教室を出ちゃってるわよ」

「え、まじで」

　慌てて後ろの席を向くと、確かにもう恵の姿はない。

「ほら、さっさと行く！」

　美紗にドンッと背中を叩かれて、ハジメは転がるように歩き出した。徐々に歩みが速くなる。

　気がつけば廊下を走っていた。

　運よく先生にも風紀委員にも見咎められず、旧校舎に走りこんだ。

　ギシギシと木製の床を踏み鳴らしながら走り、ハジメはガラッと勢いよく部室の扉を開け放った。

　ビクッと肩を跳ねさせて、恵が振り返る。

　その顔には、はっきりと驚きと戸惑いが浮かんでいた。

　どうやら、ハジメがここに来ることを彼女は聞いてはいなかったらしい。

「あ、あの…………んっ………………」

　なにか言いかけて、顔を伏せてしまった。

　気のせいか、腰の辺りをモジモジとくねらせているようにも見える。

「はぁっはぁっ……んっ……ふーーーーーーっ[image: ]　あっ、んっ……ふっ、ふーーーーーー[image: ]　ダメっ……耐えないと……あっ、んっ……くっ……」

　小さく小さく、なにか呟いている。

　ハジメにはよく聞き取れなかったが、なにか苦しげな様子ではあった。

「あの、体調が悪いの？」

　そう聞いた瞬間、恵の身体が大きく跳ねた。

　ギュッと自分を抱きしめながら身体を反らせ、天井を見上げる。口は大きく開いて、荒い呼吸を繰り返す。

「ひぁぁっ……んっ、んぅぅぅぅぅぅぅっ……あっ、はーーーーーーー[image: ]　な、なんで、こ、こんなぁ、ひうっ、んっ、はぁっはぁっ、[image: ]んっ、ふーーーーーーっ[image: ]」

「あ、あの？」

「ひぁんっ、だ、だめっ……んっ、ど、どうして……こんな、一気に強く……んふっ、ふっ、ふっ……ふぅぅぅぅぅぅぅぅっ……んっ、た、耐えないとっ」

　腕に爪が食いこむくらいに自分を抱きしめて、ギュッと唇を噛む。

「ふぅぅぅっ……ふぅっ……ふーーーーーーーーーーーーーーーっ……ふっ、ふぅっ、ふぅっ、ふーーーーーーーーーーーっ」

　まるで自分を抑えこむように、恵は何度も大きく大きく息をした。

　そんな行為を一分ほども続けた後、ようやく彼女は天井を見上げるのをやめてハジメに顔を向けた。

　耳まで赤い。

　瞳も潤んでいるようだ。

　なにより肌に汗が滲んでいて、ほつれた黒髪が所々付着してしまっている。

　色香、それも妖艶な色香が匂い立っていた。

　なにをしなくとも、思わずハジメの股間がムクムクと反応し始めてしまうくらい、フェロモンとしか言いようがないものが、彼女を覆っていた。

「……ごくっ」

　思わず生唾を飲みこんでしまった。

　そんなハジメに、恵はゆっくりと口を開いた。

　心なしか唇もしっとりと艶やかに濡れていて、股間がまた反応してしまう。

「あ、あの……んっ……」

「え、あ、はいっ」

「美紗が、はぁんっ……んっ、はぁっはぁっ、こ、ここに来るように、ん[image: ]っ、[image: ]んっ……はぁ……はぁ……い、言ったから、来たのだけど……向山くんは、[image: ]っ……どうして、こ、ここ、にぃっ……ん[image: ]ぅっ……ふっ、ふっ、ふぅぅぅぅーーーっ[image: ]」

　荒い息を吐きながら喋る。

　この姿だけで、十日はオカズに困らないだろう。

「む、向山……んぅっ、はぁっ……くん？」

「え、あ、ご、ごめん、あのええと、その……」

　いざ、告白の言葉を口にしようとして──つっかえてしまう。

　喉まで出てきた言葉が、蓋でもされたかのように出てこない。

　見えない鎖が心も体も雁字搦めに縛っているかのようだ。

　だから──ハジメは、一歩前に踏み出した。

　鎖が緩むのを感じる。

　目の前で、恵がビクッと身体を震わせた。

　そんな彼女をまっすぐに見つめて、ハジメは息を整えた。

　何度か大きく呼吸をしてから、一度深く目を閉じて──口を開く。

「鷺ノ宮さん、好きです」

　自分でも驚くほどはっきりと、明瞭に告白の言葉を紡ぐことができた。

　わかっている。

　クラスメイトとはいえ、まともに話したこともない。

　勝手に神格化して、別世界の住人にしてしまい、他のクラスメイトと同じく彼女を遠ざけ、孤独を味わわせていた。

　だから、この告白はきっと受け入れてもらえない。

　それでも、やっぱり伝えておきたかった。

　そしてそれは、今日からハジメが恵という女の子をクラスメイトとして見るスタートだ。

　友達でいい。

　この可憐で美しいクラスメイトを、避けない、伝えたいことは伝えようと思うのだ。

　などという思いが、一秒もかからずにハジメの脳内を駆け巡った時だ。

「あ……………………」

　押し黙っていた恵が、小さな声を上げた。

　次の瞬間──、
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　奇妙な、聞き取れない叫びを上げながら恵が、その場にへたりこんでしまった。

　両手を床について、なんとか倒れ伏そうとする身体を支える。

　ただその腕はガクガクと細かく痙攣し、身体全体もビクッビクッと時折り、電気でも走っているかのように震えている。

「はぁっ……はぁっはぁっ……はっはっ……はっはっ…………ん[image: ]っ、[image: ]っ……んふっ、ふぅっ、ふぅっ……ふっふっ……ふぅぅぅーーーーーーーっ」

　荒い息を何度も何度も吐く。時折り、必死に呼吸を整えようとするが、すぐに荒い息に呑みこまれてしまう。

　滲んでいた汗は、滲むどころか玉のようになり、びっしょりと火照った肌に浮いている。

　口は半開きで、唇が唾液で濡れ光り出していた。

　と、恵がゆっくりと顔を上げて、苦しそうな表情でハジメを見上げた。

「ほ、ほんとうに……そう思っているんですか」

　口をついて出たのは、疑いの言葉だった。

　最初、ハジメはその言葉を理解することができなかった。音として耳には入ったものの、それが声、そして言葉になるまで少しの時間が必要だった。

　いや、もしかしたら最初から言葉として受け止めていたのかも知れない。

　ただ、疑われていることを認めたくなかっただけだ。

「信用、できない？」

　ハジメの言葉に、恵がまた顔を伏せてしまった。

「ふっ……ふっ……ふぅぅ………………[image: ]っ……だ、だって、私は」

「わかってる。みんなで鷺ノ宮さんを隔離してた。勝手に壁を作っていた。そのことを、俺は今、とても反省してる。でも、だからこそ、今は向き合おうって思ったんだ。急にって思われるだろうけど、まぁその、俺は俺なりに……ちょっと勇気の出し方を知ったからさ」

「向山くん…………」

　顔を上げ、手を差し出し──すぐに引っこめてしまった。

「…………で、でも、[image: ]っ、んくっ、わ、私は、こんな……こんな気持ちじゃ……」

　彼女がなにを言っているのか、さっぱりわからない。

　ただ、逡巡していることだけはわかる。

　その原因が、さっぱりわからないが……。

　──ガラッ。

　いきなり扉が開け放たれ、美紗がズカズカと入ってきた。

「み、美紗？」

　驚いて声を上げたハジメにつられて、恵も振り返る。

　近づいてくる美紗の顔は、なぜか機嫌が悪そう、いや怒っているようにすら見える。そのままハジメには目もくれず、美紗は恵の前に立って、見下ろし睨んだ。

「ったく、恵がこんなにうじうじしているとは思わなかったわ」

　美紗の言葉に、恵がキョトンと目を開いた。

「え？」

「計算違いもいいところよ。まさか効果が出すぎるなんてね」

　言うやいなや、今度は美紗がハジメを向いた。そのまま手を差し出してくる。

「な、なんだよ」

「アレ、出しなさい」

「ア、アレ……え、マジで？」

「マジよ」

「…………い、いいけど」

　ズボンのファスナーに手をやった瞬間、頭を叩かれた。

「違うわよっ。ホレキメよ！」

「あ、あー、アレってソレか」

　ポケットからプラスチックケースを取り出して、美紗の手の上に置いた。すると美紗が、中から三錠を取り出す。

「恵、アンタのその妙な貞操観念とか臆病さとか、全部吹き飛ばしてあげるわ」

「美紗……[image: ]っ……ど、どういうことよ」

「こういうことよ」

　いきなり美紗が、なにか言おうとした恵の顎を手にとって口を開けっ放しにする。その口の中にホレキメを三錠、突っこんだ。

「もがっ……[image: ]っ……んぐっ……」

　突然のことで、恵がゴックンと錠剤を飲みこんでしまった。

「な、なにを飲ませたの……」

「すぐに効いてくるわよ。なにしろハジメの前だからね」

　美紗が肩をすくめ──チッと舌打ちした。

「いい恵、素直になりなさいよ。自分の気持ちにも、自分の身体にも。そうじゃないと、気が狂っちゃうかもしれないからね」

　少し刺々しい響きだ。

「き、気が狂うって……」

「恵、思い出してみなさいよ。アンタ、我慢できずに授業抜け出して保健室でオナニーしたでしょう」

「ちょ、ちょっとっ！」

　恵が慌てて大声を出した。

　もちろん、ハジメはオナニーって言葉を聞いて目が点だ。

「あの時、ハジメを見て興奮したんでしょう？」

「[image: ]っ……んふっ、ふぅっ……ふぅっ……」

　恵はなにも答えず、ただぎゅっと目を閉じて荒い息を吐く。

「アタシがアンタに飲ませた薬はね。心も体も素直に開く薬よ。ま、身体に関しては素直に開く以上に、相手が欲しいって気持ちを高ぶらせる──つまり発情する感じになっちゃったけれどね」

「は、発情って……」

「相手が好きなら、抱いて欲しい。繋がりたいって想うのは普通のことでしょう？」

「それは、そうだけど……」

「その気持ちが暴走してるだけよ。だからつまり──今の恵の身体を鎮める方法は、たった一つってことよ。頭のいい恵なら、わかるでしょ？　その邪魔な貞操意識さえ捨てればね。ホレキメのおかげで天国に行けるわよ」

「…………[image: ]っ、んくぅぅぅぅっ[image: ]」

　恵が自分の身体をギュッと抱きしめて、ビクビクッと震えた。

　そんな恵から目を離して、美紗が今度はハジメを睨んだ。

「アンタも、勇気出したってんなら、男として強引さも持つことね」

「え、ええと……え？」

「鈍いったらありゃしない。いい、ホレキメがしっかり効果出てるってのよ。それも、アタシの想定以上にね。ああもうっ、アタシの推測が完全に外れちゃったじゃないの。これじゃただの道化よ、道化っ！」

　苛立たしげにそう言うと、美紗はまたズカズカと部室から出ていってしまった。それもバンッ！　と大きな音と共に扉を閉めてだ。

　しかし、問題は美紗が語った内容だ。

　ホレキメの効果がしっかりと出ている。

　美紗は確かにそう言った。

「…………………………………………え？」

　小さな驚きの声と共に、ハジメは足下の恵を見た。

　相変わらず汗をかき、苦しそうに荒い呼吸を繰り返している。

　いや──美紗にホレキメを三錠追加させられたせいだろうか、より苦しそうだ。長い黒髪はほつれ、汗で濡れたうなじが露わになっている。

　ふと気がついた。

　恵のスカートの一部が濡れて黒ずんでいる。

　それは汗だろうか、いや、そうではないなにかだろうか。

　改めてハジメは美紗の言葉を噛みしめた。

　ホレキメの効果が出ている。

　ホレキメは相手がハジメに少しでも想いを寄せていなければ、効果が出ない薬だ。

　そして想定以上に出ている。

　つまりそれは──恵の中に、ハジメに対する想いが少なからずあるってことだ。

　それも、授業中に抜け出して保健室でオナニーしてしまうほどにだ！

　ゆっくりと、ハジメは恵に手を伸ばした。

　その動作に気がついた恵が、ビクッと身体を震わせてから少し下がる。ゆっくりと上げた顔には、かすかに怯えがあった。

　それでも、ハジメは手を伸ばし続けて恵の髪に触れた。

「ひあっ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッ[image: ][image: ][image: ]」

　ビクンッビクンッと、数度にわたって恵の身体が跳ねた。

「だ、だめ……今、私……び、敏感になりすぎてて…………」

　怯えた目で、ハジメを見上げてくる。

　その怯えは嫌悪ではなく、未知なる世界への恐怖だ。

「鷺ノ宮さん……ううん、恵さん、俺は貴方が好きだ。もちろん外見も好きだけど、貴方の誰かを助けるために怯まない勇気とか、立ち振る舞いが好きなんだ」

「ゆ、勇気……んっ……[image: ]っ……ああぁ、それは、私なんかより向山くん……ハジメくんが、本当の勇気を……持ってるから」

「どこまであるかは知らないけど、こうやって恵さんに告白するくらいの勇気は、あるかな」

「…………ハジメくん」

「恵さんは、俺のことをどう思ってるの？　美紗の言い方だと、その……期待、できなくはないみたいだけど」

「わ、私は…………………………」

　ゴクッと恵が息を呑んだ。

　そして、ふらふらと立ち上がる。

「恵さん？」

「み、見て……私の……[image: ]っ……[image: ]ぅっ……私のハジメくんへの想い…………もう、[image: ]っ、こ、こんななのよ……」

「見るってなにを……」

　ハジメの戸惑いを無視して、恵がそっとスカートの裾を取った。

　そのまま、ゆっくりとゆっくりとめくり上げていく。

　濡れている。

　ガーゼを覆う医療用テープが剥がれかけるほど、ぐっしょりと濡れている。

「あのね、ハジメくんを見ていると、[image: ]っ……からだが熱くなって、火照って……[image: ][image: ]っ……」

　ハジメの名を口にしただけで、ジュクッと膣内が蠢き、火照り、愛液がさらに分泌される。

　そのおかげで、ツゥッとガーゼの保水力を超えた愛液が、垂れ落ちた。

「[image: ]っ、[image: ]っ……はぁっはぁっ……あのね、ダメなの」

「ダメ？」

　恵の言葉に、ハジメが目を瞬かせる。

「ハジメくんに……[image: ]っ……[image: ]ぅっ……好きって言ってもらってから、はっ、んっ、はんっ、んっ……ふぅぅぅっ……」

　次の言葉を考えただけで、恵の身体がさらに熱くなり、ヴァギナが切なくなって……なかなか口がちゃんと動いてくれない。

　スカートをたくし上げながら、腰がモジモジと動き、太股と太股をスリスリと擦り合わせてしまう。

　それでも、なんとか言葉を紡ぐべき口を開いた。

「好きって言われた時から、あんっ……[image: ]っ……貴方が、ハジメくんが欲しいの、欲しくて……た、たまらないのっ」

　言いながら、恵は医療用テープを掴み──剥がした。

　ガーゼがひらりと下に落ち、スカートが落ちる一瞬、濡れてふやけたヴァギナが露わになる。

「め、恵さん？」

　戸惑うハジメを、恵は見て恥じらい微笑んだ。

「はしたないでしょ……でも、[image: ]っ、ふぅっ、ふぅっ、ふぅぅぅぅーーーーーー[image: ]」

　喋るだけで、キュンッとヴァギナが疼いて恵は身体をびくつかせてしまった。

　嵐のような快感が過ぎるのを唇を噛んで耐え、少し収まったところで、恵はスカートをまためくり上げた。

　少し脚を広げて、ヴァギナがハジメによく見えるように腰を突き出す。

　そして、右手をヴァギナに添えて人差し指と中指で、ヒダを広げた。

　ぐっしょりと濡れ光るピンク色の媚肉が、露わになる。

　ハジメが、凝視している。

　その事実が、また恵の身体に快感の嵐を引き起こす。

「んぐっ、ふぅっ……ふっ、ふぅぅーーーーーーーー[image: ]　ふぅっ、ふぅっ……ぬ、濡れてる、で、でしょ……」

「あ、ああ、ぬ、濡れてる。すっごい濡れてる。垂れ落ちてるし」

「そうなの。んっ……[image: ]っ……欲しいの、貴方が欲しくて、泣いてるの……ハジメくんの、お、お、おおっ、おちん×ん、欲しいのっ、私のココっ、お、おま×こに欲しいのっ、欲しくて欲しくてっ、泣いちゃって、も、もう、こんなにグショグショになっちゃってるのっ！」

　堰を切ったように言葉が流れ出す。

　声だけでなく、愛液もまた溢れて糸を引きながら垂れていくのが、恵にははっきりとわかった。

「あ……ああぁ、ハジメくんのおちん×ん、大きくっ、[image: ]ッ、なってる……」

　ハジメの股間が、ズボンの上からでもはっきりとわかるほどに膨らんでいる。それが勃起なのは、性の知識に疎い恵にもはっきりとわかる。

「いいんだな？」

　ハジメが、ベルトに手をやりながら恵をまっすぐに見た。

「うん……だ、だって私、ハジメくんの、[image: ]っ、ハジメくんのおちん×んが、すごく欲しいの。美紗に飲まされた薬のせいだけじゃ……ないの。元々、私……[image: ]ッ、ハジメくんのこと……す、好きだから……お願い、私のはじめて、もらって……」

　ハジメが、ファスナーを開けてペニスを取り出した。

　目が離せない。

　隆々とした肉棒だった。

　血管が浮き出ていて、ヒクヒクと動いている。

　ピンク色の先端半分を包皮が覆っているが、その上からでもエラが張っているのがよくわかった。

　あの肉棒が、自分のヴァギナを満たし抉る。

　そう想うだけで、キュンッと子宮が疼き、ビクビクッと体中に震えが走ってしまう。

「あれが……[image: ]っ……おちん×ん…………あ、ああぁぁぁ……んふっ、ふぅぅっ……んっ、おちん×ん、なのね……」

　熱病にでもかかったように、恵はふらふらとハジメに近づいて……その腰に抱きついた。

　鼻先に触れたペニスに、頬ずりをする。

　さらにそのままペニスの香りを楽しむように、鼻でペニスを擦った。

「うわっ、め、恵さんっ」

「ああぁ、すーはーすーはー……んっ、おちん×ん、これがハジメくんのおちん×んなんだぁ……んっ、ああぁぁ、すぅぅぅっ、はぁはぁ……んっ、はぁぁぁぁ、素敵、なんて素敵なの……ダメ、も、もう我慢なんてできないっ、んちゅっ、ちゅるるっ、ちゅぱぁぁぁぁぁ、んぷっ、ぷああぁぁぁ」

　亀頭を右手で包み、根本を左手で掴み、横からペニスにむしゃぶりつく。

　舌を這わせ、唇を押しつける。

　不思議だった。

　それだけで、ペニスがもう自分のもとにあると思うだけで、切ないほどに疼き焦燥に駆られていた心と体が落ち着いていく。

　安らかになる。

「んちゅっ、ちゅるるっ、ちゅぱぁぁ……ああぁ、美味しいっ、美味しいのっ、れろぉぉっ、んっ、んふっ……素敵、甘くて、しょっぱくて……おちん×ん好き、私、ハジメくんのおちん×ん、好きになっちゃってる」

　横からむしゃぶりつきながら、掴んだ手を動かす。

　すると、ズルリと亀頭を半分包んでいた包皮が剥けた。

　カリ首とエラが、姿を現す。

「ああぁ、これ、これが私の中を、んっ、[image: ]っ、おま×この中を抉ってくれるのね、ちゅぱぁ、ちゅるっ、ちゅうぅぅっ、フフ、ハジメくんのここ、ちょっと汚れてて美味いわ[image: ]」

　カリ首に這わせた舌先に、少し酸っぱさが伝わっていた。

　恵にはそれが、なにかの汚れとしかわからなかったが、俗に言う恥垢だ。もっとも、今の恵には、その白く濃厚な精液の残滓すら酸味のきいたチーズのように、美味しく、そして身体を蕩けさせる麻薬に感じられる。

「れろぉっ、んっ、んふぅっ……ふぅぅぅっ……ちゅるるっ、ああぁ、美味しいっ、ハジメくん、すごく……んちゅっ、おちん×ん美味しいのぉ」

「くっ、そんなに舐められたら……」

　ビクンッとペニスが跳ねて、恵の口から逃げていく。

「あっ……すごい元気なのね……ねぇ、そんなに元気なら……」

　反り返ったペニスに頬ずりしてから、恵はゆっくりと立ち上がった。

　すると──いきなり、ハジメが肩を掴んできた。

　そのままグッと力を入れて身体を押してきて、恵はそのまま数歩後退ってしまった。

　お尻が、机に当たる。

　同時にハジメが囁いた。

「倒すよ」

　不思議と、その意図は恵にもわかっていた気がする。

　お尻を少し浮かせて机に乗せ、ハジメが押す力に乗りながら恵は机に身体を仰向けに横たえた。

　脚が自然にガバッと左右に開く。

　ハジメがその膝を抱えるようにして、さらに開いた。

　胸越しにビクビクと反り返るペニスが見える。

　それだけで、恵は生唾を飲みこんでしまった。

「はぁっ、はっはっ……ふっ、ふぅっ……ふぅぅーーっ[image: ]　はやくっ、はやくっ、ハジメくんっ、はやくっ、私のおま×こにおちん×ん、おちん×んくださいっ。入れてっ、奥まで一気に……んっ、はっはっはっ……[image: ]っ……いれてぇっ[image: ][image: ][image: ]」

「言われなくてもっ」

　ハジメが、腰を密着してきた。

　ニュチュ……竿が、ヴァギナの割れ目を擦る濡れた音が響く。

　クリトリスが潰され、それだけで恵はビクッと身体を大きく跳ねさせてしまった。

　すると暴れる恵の身体を、ハジメが無理矢理押さえこんでくる。

　なすがままに支配される感覚──なぜだろう、カァァァッと子宮が熱くなり、卵管が蠢く。

　牡に組み伏せられ犯される──それも、密やかに好意を持っていた牡にだ。牝としての本能が喜びの声を上げて、卵管がその声に反応してしまう。

「あっ、ああぁぁ、ハジメくん、[image: ]っ……ああぁ、私、嬉しくて……は、排卵しちゃいそう……いいよね」

　一瞬、ハジメが目を大きく開いた。

　ズキッと恵の心に不安が痛みとなって走る。

　が──そんな不安は一瞬で吹き飛ばされた。

　ハジメが、無言でペニスをヴァギナにあてがい、ジュプッと愛液を散らせて突き入れてきた。

「んっ、[image: ][image: ][image: ]っ、[image: ]ひっ、ひ[image: ]っ、[image: ]っ[image: ]っ[image: ]っ[image: ]っ、あぐっ、あひっ、ひぁっ、あひぁっ、いひっ、ひってるぅっ、ひあっ、ひって、ひってう、い、い、[image: ]、[image: ]っ、[image: ]っ、[image: ]っで[image: ]ぅぅぅーーーーーーー[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　電流なんて生やさしいものでない、一瞬でスパークしてすべてが吹き飛ぶような快感が恵の全身を走り抜けた。

　ハジメが腰を動かすたびに、ズドンッと快感が脳天を直撃する。

「ひあっ、あひんっ、ひっ、ひぃぃぃんっ、ひぐっ、ひゃぁうぅーーーっ」

　ギュゥゥゥッと膣がすぼまり、ペニスにしがみつくのが、真っ白になりながらもはっきりとわかる。

　まるで、膣が恵そのもののような感覚だ。

　ペニスにしがみつき、ペニスに翻弄され、ビリビリとした強い快感だけが恵のすべてになってくる。

「しゅごいっ、しゅご……しゅごしゅぎっ……てぇっ、ひぐ、あひっ、あひぃぃぃんっ、も、もほぉぉっ、[image: ]っで[image: ]、わらひっ、[image: ]、[image: ]ぎ[image: ]ぐっでりゅっ、おひんっ、お、お[image: ]、お[image: ]っ、お[image: ]×ごぉぉっ、とけりゅのぉぉっ、[image: ]っ、[image: ]っ、[image: ]っ、あひぃらぁんっ、らんひぃっ、はひっ、はひっ、はひりゃんっ、はい、ら、ら、らぁんっ、しでぇぇぇっ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　ハジメに抱えられた脚が、バタバタと動く。

　腰もぐいぐいと押しつけてしまう。

　両手は、ハジメを求めてただ宙を泳いでいた。

　顔は、恵自身はわかっていないが、もう涙と涎と鼻水と汗でぐちゃぐちゃだ。

　と──ハジメが、今まで一番強く腰を押しつけてきた。

　ズドォンッ！

　わかる。

　降り始めていた子宮が、いきなり亀頭で潰され、押し戻される。

「ひあぁっ、つぶれっ……おぐぅっ～～～[image: ]　んっ、んおぉっ[image: ]　んはぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　恵自身、なにを言っているかわからない、ただの音が上がる。

　つま先がピンッと伸び、両手がバタバタと机を叩き──そして、ビシャァァァァッと尿が溢れ出した。

　そのまま声、いや音すら上げることができないまま、快感の嵐に巻きこまれ、恵は四肢をバタバタと暴れさせた。

　ヒューヒューヒューーーーーーーという、空気の音だけが唯一発せられる。

　と、ハジメが小さく呻いた。

　同時に、ペニスがビクッと跳ね、膨れる。

　恵の頭でなく、子宮が、卵管が──スタンバイしていた卵子が、貪欲にそれを感じ取る。

　ギュゥゥゥゥゥと膣が蠢き、子宮口が亀頭に吸いつく。

「うあっ！」

　はっきりとハジメが呻いた。

　その瞬間、亀頭が膨れ、子宮口をピッタリと埋める。

　牡の本能か、ハジメがグイッとさらに腰を突き出した。その瞬間、勢いよく精液が溢れ出した。

　射精が始まる。

　まるで蛇口から勢いよく直接精液が子宮の中に注がれるような、感覚。

　乱暴に、無遠慮に、雑に──そして強烈に恵の中が満たされる。

　机を、恵の爪がかきむしる。

　尿が、また溢れ出す。

　そんな状態でパクパクと、何度か過呼吸を繰り返してから、恵はようやく酸素を吸いこむことができた。







[image: ]







　そして、やっと嬌声が上がる。

「あがっ、ああぁぁぁぁぁっ、あひっ、ひあぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ、らめぇぇっ、あひっ、ああぁぁ、溺れりゅっ、わらひっ、精液ぃぃぃっ、溺れてりゅぅぅぅっっ！」

　子宮を満たす精液の中に、まるで自分が溺れてるような錯覚だった。

　自分が卵子にでもなったかのような感覚の中で恵は、ずっと絶頂に襲われ続け、いつ意識を失ったかもわからないまま気絶したのだった。




※　　※　　　※




　旧校舎全体を震わせるような、獣じみた恵の絶頂の声を聞きながら、美紗は小さくため息を吐いた。

「はぁぁ、猿じゃないんだから、よくやるわ。ったく、貧乏くじね。諦めさせて、傷ついたところをとか……策士策に溺れたわね、アタシとしたことが……」

　髪をぐしゃぐしゃと掻きながら、美紗は旧校舎を後にしたのだった。











第二章　彼女がガンキメセックスにハマったら……









　翌朝だ。

　ハジメは朝起きてから、にやけっぱなしだった。

　昨日、告白した恵とセックスをした。

　当然、彼女が自分の告白を受け入れてくれたということになる。確かに言葉として、はっきりと聞いたわけではないが、セックスまでしているのだ。

　しかも、想う気持ちがなければ効き目がないホレキメが、ばっちりどころか絶大な効果を発揮していた。

　ここまで揃えば、今日から二人は晴れて両想い、カップルだ。

　あの学校一の美少女を彼女にできた。

　手を繋いで校門をくぐる。

　男子からの羨望と嫉妬の眼差し──それを想像するだけで、鼻が高くなってしまいそうだ。

　ウキウキするなというのが無理だ。

　油断するとニヘラとにやけてしまい、登校中ハジメは何度も何度も顔を引き締めることになった。

「だらしない顔ね」

　途中で合流した美紗が憎まれ口を叩いたが、それすら心地いい。

　まさに天にも昇る気持ちだ。

　と、前方に恵の黒く長い髪を朝日に煌めかして歩く姿が目に入った。

「綺麗だ……」

　嬉しさと独占欲と共に、ついつい口から賞賛の言葉が出てしまう。

　隣で美紗が、心底気持ち悪いって顔をしているが──無視だ。

　小走りに近寄り、ハジメは恵の背中に声を掛けた。

「おはよう」

　その瞬間、恵の肩がビクッと跳ねた。

　そしてすぐ、歩く速度を速めてハジメから離れていってしまう。

「え………………？」

　足が動かず、ただ呆然と立ち尽くす。

「あら、逃げられたんだ」

　美紗が、喋った。

「に、にげ……られた？」

　自分の呟きと同時に、ドサッと鞄が落ちる音がした。

　身体に力が入らない。

　めまいを感じて、その場にひざまずきそうになってしまった。

　が、間一髪踏みとどまる。

「き、気のせいというか、そ、そうだ、照れたんだ。うん、照れたんだよ。いやぁ、可愛いなぁ」

「ハジメ、脂汗出てる」

　冷静に美紗に指摘されて、ハジメは慌てて顔をぬぐった。

「な、なんのことかな」

「言葉が震えてるわよ。それに、照れただけにしては恵はもう、さっさと校門くぐっちゃったみたいだけど？」

「……………………す、すごく照れただけだ。そ、そうに決まってる！」

　そう自分に言い聞かせて、ハジメもまた校門をくぐった。

　そのまま早足で進み、靴を脱ぎ、下履きに履き替え、階段を上って教室に足を踏み入れる。

　ズカズカと──はいかず、そろりそろりと歩いて、恵の机に向かう。

　あと五歩でと思った途端、恵ががたんと席から立ち上がり、廊下に出ていってしまった。

「な、なんでだ……」

　廊下を足早に歩いていく姿が目に入る。

　方向からしてトイレだろうか。

「そ、そうか、急にトイレが近くなって」

「バーカ、どう見たって避けられてるわよ。昨日、よっぽど酷いことしたんじゃないの？」

　呆れ顔で、美紗が言う。

「酷いこと……？」

　ハジメはギギッと美紗に顔を向けた。

「そうそう、よっぽど短小包茎早漏チ×コだった……あー、それはないか」

　美紗がペロッと唇を舐める。

　そりゃ、その口と舌で俺から精液を搾り取ったんだから、よくわかってるはずだ。

「となると、ハジメのセックスがよっぽど乱暴とか、サディスティックだったとか……」

「失礼な、いたってノーマルだったぞ」

「ゴムは？」

　その一言に、ハジメは凍りついた。

　言われてみれば生だった。

　恵も卵子が云々言っていた気がする……。

「え、もしかして初体験でいきなり孕ませ体験？」

　サァァァァァと顔が青ざめるのがわかる。

「[image: ]わ、最低」

　美紗の冷酷な一言が、心に刺さる。

「い、いやいやでも……ええと、子供の名前はなににしよう」

「切り替え早くね！」

「仕方ないだろっ、愛の結晶、できちゃったものは仕方ない。俺が責任を持って育てる！」

「いやあのね」

「あのもクソもないっ。ちゃんと責任取るって伝えないと！」

　椅子を蹴って立ち上がり、ハジメは走り出した。

　どこに？

　もちろん、恵のところにだ。

　そんな、走り出したハジメの背中を見つつ美紗は肘を突きながら、ぼそりと呟いたのだった。

「昨日の今日で、当たったかどうかなんてわかるわけないじゃん、バカ……」




※　　※　　　※




「ここ女子トイレよ！」

　ハジメの顔を見た瞬間、恵が少し裏返った声で驚いた。

　そしてすぐ周囲を一度見渡したと思うと、ハジメの手を取って個室に連れこんだ。

　バタンと扉が閉まるのと同時に、隣の個室の扉が開く音が響く。

　よく考える必要もなく、男子が女子トイレに飛びこむなんて大問題だ。教師に怒られる程度で済まないかもしれない。

　それ以上に、学校中から変態のレッテルを貼られてしまうだろう。

　ハジメと恵の子供を認知する、責任を取る！　それを伝える義務感で頭がいっぱいで、そんな基本的なルールすら抜け落ちていた。

　そう反省していると、恵がおずおずと聞いてきた。

「………………どうしたの？」

　一度、ゴクリと喉を鳴らして息を呑んでからハジメはゆっくりと、そして声を潜めて話し出した。

「あ、あのさ……今日、恵さんはずっと俺のことを避けてただろう？」

「それは、その……」

　恵が俯き、もじもじと太ももをすり合わせる。

　その、少し艶めかしい仕草にドキドキしつつ、ハジメは話を続けた。

「昨日、俺はひどいことしたよな。避けられて当然だと思う」

「ひどいこと？」

「そうさ、その……ああっと、つまりだ、コンドームも使わないで、いきなり中で出したりさ……。できちゃって当然だよ」

「で、できちゃって？」

　恵が、きょとんとした顔をした。

「そりゃだって、そうだろ。中で出したら、その、ああっとつまり妊娠するじゃないか」

「え……ま、まぁそれは」

「だから、あれだ、責任取るから。俺、二人の子供の責任しっかり取るからさ」

　そう言った途端、恵が「ふふっ」と小さく笑う。

　まさか笑われるとは思ってなかったので、ハジメはリアクションに困ってしまった。どう返していいのかわからない。

　そう戸惑っていると、恵が少し困ったような笑みを浮かべつつ口を開いた。

「ハジメくんの気持ちは嬉しいけど、あの……さすがに昨日の今日で妊娠したかどうかは、わからないと思うわ」

「あ」

　間抜けな声を発したまま、口が閉じない。

　言われてみれば当たり前で、すっごく恥ずかしい。

　目の前に恵がいなければ、この場で壁に思いっきり頭をぶつけているだろう。

「それに、私が今日ハジメくんを避けていたのは、そういうわけじゃないっていうか、その別に私は、ひ、ひどいことされたとは思っていないし」

「そうなんだ。なら、なんで俺を……」

「え………………その、それは、ええと」

　答えながら恵は、モジモジとまた太股をすり合わせてしまう。

　なにしろ、油断するともう垂れてしまいそうなのだ。

　ギュッと股間に力を入れて、必死に閉じて耐え抜いてきた。

　でも、それももう限界だった。

「[image: ]っ…………はぁ……ん…………」

　俯いて、そっと息を殺す。

　朝、ハジメの顔を見た瞬間、身体が昨日のセックスを思い出してしまった。

　ハジメに話しかけられるたびに身体が疼き、とうとう我慢しきれずにトイレに来たのだ。

　にもかかわらず、ここ──女子トイレなのにっ──でまたハジメに声を掛けられ、さらに昨日のことを話題にされたら、身体がもう我慢できるわけがなかった。

（でも……）

　朝の学校で、しかも女子トイレで我慢できないから、また抱いて欲しいなんていう、破廉恥なことを口に出せるわけがなかった。

　身体がもう耐えられないと泣いても、心がしっかりと抑えこんでしまう。

　そう身体と心の断絶に葛藤していると、

「恵さん？」

　ハジメが不思議そうに口を開いた。

「えっ、あ、そ、その──」

　パッと顔を上げた瞬間、ハジメの制服の胸ポケットに目が行った。

　小さなプラスチックケースが目に入る。

　ゴクンと生唾を飲みこんでしまう。同時に、ジュンッと子宮が疼く。

　そして──心が、あの理性を吹き飛ばした素直な、本能の赴くままの瞬間を思い出してときめいた。

　身体と心の欲するものが、重なる。

「あは[image: ]」

　我知らず笑い、吸いこまれるように恵は手を伸ばしていた。

「えっ」

　ハジメの驚きを無視して、胸ポケットからプラスチックケースを奪い取る。

　中から錠剤を無造作に取り出して、恵はハジメに笑った。

「ゴメンね、ハジメくん。これ、また欲しくなっちゃったの」

　口の中にホレキメを放りこみ、唖然としているハジメを見ながら飲みこむ。

「はぁはぁ………………[image: ]っ、[image: ]っ……んふっ、き、きてる、もう、もうきちゃってる……ふっ、ふぅぅぅぅっ[image: ]」

　ビクビクッと身体が跳ねる。

　身体の奥底から、波のように衝撃が伝わってくる感覚だ。

　一瞬、視界がぼやけたかと思った次の瞬間には、もう冴え渡っていた。

　ジッと一点だけに、どんどん集中していく。

「め、恵さん？」

「恵って呼んで」

　そう言いながら、恵は洋式トイレの蓋にハジメを座らせた。

　そのまま、足の間に屈んでズボンのファスナーを降ろす。

「なっ、ちょ、ちょっとなにをっ」

「シーッ、静かにしないと周りに聞こえてしまうわ」

　注意しながら、ズボンの中に手を入れ──ペニスを取り出す。

「あは、可愛い……昨日はあんなに逞しかったのに、[image: ]っ、[image: ][image: ]、また思い出しちゃった、[image: ]ッ、んふっ、ふふ……あ～～～ん」

　口を開けて、まだフニャフニャのペニスを舌の上に乗せる。

「れろぉっ、ちゅるっ、んふっ、ハジメくん、私の口、ちゅるぅっ、気持ちいい？」

「い、いやその」

「もう、私はすっごく美味しいって思ってるのに……ちゅるっ、ちゅるるっ、ちゅぱぁ、柔らかいおちん×ん、んちゅっ、ちゅるるっ、ちょっと可愛い[image: ]」

　包皮と亀頭の間に舌を忍びこませて、舐めながら剥いていく。

　ビクッと時折りハジメが震える。

　そのたびに、ペニスは少しずつふくれ、硬くなってくる。

「ちゅるっ、むちゅぅぅっ、じゅるるっ、んふぅぅっ」

　恵は口を大きく開けると、まだ柔らかく曲がるペニスをすべて咥えこんだ。

　唾液を大量に溢れさせて、舌でペニスに塗りこんでいく。

　そのままジュルルルルルと吸いこみ、口全体を使ってペニスを刺激した。

　一秒毎にペニスが勃起していく。

　そしてすぐに、

「んぱぁっ、ぷあぁ……んっ、も、もう入りきらないね、ハジメくん。なら、今度は、んちゅるっ、ちゅぱぁぁぁぁ、んふぅぅぅぅっっ[image: ]」

　勃起したペニスを口に含む。

　その状態でハジメの腰に恵は勢いよく手を回した。

　フェラチオなど初めてで、やり方もよくわからない。

　ただ、とにかくペニスを自分の身体の中に突き立てたい。

　ペニスと一つになりたい。

　ホレキメのせいか、恵の頭の中はそのことでいっぱいだった。

「んふっ、んぷぅぅぅっ、ふぐっ、んちゅっ、じゅるっ、じゅるるるるる」

　唾液ごとペニスを吸いこむ。

　同時に、ハジメの腰に回した手でしっかりと抱きついていく。

　亀頭が、喉の奥に当たった。

　それでも、まだ唇はペニスの根本まで達していない。

「んぐっ、んちゅっ、んむっ、んふぅっ、ふぅっふぅっ……も、もっと……[image: ]、[image: ]っ、んぐぅぅぅぅぅぅぅぅっ」

　ギュッとハジメの腰に抱きつきながら、さらに奥までペニスを呑みこんでいく。

　苦しい。喉にまでペニスが入ってきて、苦しい。

　それでも、その苦しさが薬のせいか、気持ちいい。

　息苦しさと共に、視界にバチバチと火花が散る。

　その火花一つ一つが、快感となって頭を痺れさせていく。

「んぐっ、んふぅぅぅぅっ、んじゅっ、じゅるるっ」

　唇が根本にまで達した。

　口をすぼめ、舌を裏筋にあてがい、引き抜く。

　唇がカリ首を締め上げる。

　そしてまた、顔を腰にぶつけるようにして、一気に喉奥までペニスを呑みこむ。

　今度はのけ反るように頭を離して、ペニスを口から引き抜く。

　キツツキが木の幹にクチバシを突き立てるように、ハジメの腰に抱きつきながら何度も何度も出し入れする。

「ぐっ、うう、す、すごいっ」

　ハジメが呻いた。

　ペニスが何度も暴れようとするが、それを許さずに咥え、呑みこみ、引き抜く。

　気がつけば、恵はしゃがみながら蹲踞のように足を大きく左右に開いていた。ムワッとショーツをぐっしょりと濡らした愛液が湯気立って、トイレの個室に牝の匂いを充満させている。

「んっ、[image: ]うっ、じゅるるっ、ちゅぱぁっ……んふっ、ふぅっ、ふぅっ……ふっふっ、ふぅぅ……ああぁんっ……じゅるるっ、くちゅぅっ……も、もう……んふっ、ふうぅっ、もうっ、もぉっ……ああぁ、私、ダメっ、我慢できないっ」

　口から離した瞬間、ジュポンッとペニスが跳ねた。

「ふぅっ……ふっ……あ、あのね、ハジメくん……[image: ]っ……私ね……私っ、ふっふっ、ふふぅぅぅ[image: ][image: ][image: ]」

　恵は、立ち上がってハジメを見下ろした。

「め、恵……？」

　混乱した様子のハジメを見ながら、ハジメの肩を掴むと、恵もトイレの蓋の上に乗った。

　ハジメの腰の上に膝立ちになる。

「私……はぁっ、[image: ]っ……ハッハッハッ……ふぅぅっ、ハジメくん見ただけで、ふぅっ、ふぅっ、昨日のこと思い出しちゃって、子宮が疼いて、[image: ]ッ、ンゥッ……おま×こが濡れてたの……だから、[image: ]っ、ハジメくんを避けてたのに……はぁっ、はぁっ、ダメ、もうダメ……こんなの我慢できないっ[image: ][image: ][image: ]」

　耐えきれず叫んでしまったのとほぼ同時に、授業開始を告げるチャイムが鳴り始めた。

　恵の声が、チャイムでかき消されていく。

　同時に、女子トイレの洗面台前から聞こえてきた話し声が、遠ざかっていった。

　そんな状況の中、恵は腰を下ろした。

　亀頭がショーツに触れて、ヌチャリと湿った音が響いた。

　腰が意識せずに前後に揺れて、ヌチャヌチャと亀頭をショーツ越しに擦ってしまう。

　ずぶ濡れの割れ目が、亀頭によって左右に開くのがわかる。そのまま腰が落ちて、亀頭だけではなくペニス全体を、割れ目が咥えこんだ。

　そのままヌチャヌチャと腰を前後させると、竿が媚肉を擦り、さらにクリトリスの包皮をズルりと剥いていく。

「ひっ、ひんっ、[image: ]ッ、んぅっ……あ、ああぁ、お豆がっ、潰れてっ、ひあっ、あん、んうぅっ、腰が、腰が止まらないのっ、あひっ、ひあっ、ひあぁぁぁんっ」

　何度も腰をグラインドさせてしまう。

　そして、割れ目に挟まれたペニスが、ビクビクと跳ねるのがはっきりとわかるのが、なんだか嬉しい。

　腰をハジメから引くと、クリトリスが押し潰されながら包皮がズルリと剥ける。

　逆に突き出すと、包皮ごと潰される。

　そのたびに、電撃のように強い快感が頭まで走り抜ける。

　と、いきなり恵の腰が掴まれた。

「ハジメ……んぅっ……くん？　やだ、お願い、んっ、はぁっはぁっ……手、放して、私、もうっ……んふっ、ふっふっ。ふぅぅっ……耐えられない、からぁ」

「恵は、俺とセックスしたくなるから……避けてたんだよね？」

「そ、そうだから、んぅっ……でも、でももう避けないからっ、お願いっ、もっと、もっと気持ちよくなりたい……のっ、ふぅっ……ふっ、ふっ……気持ちいいの、我慢できないのっ、お豆、潰させてっ、腰っ、腰を振りたいのぉっ[image: ]」

「ダメだね」

「なんで、どうしてぇぇっ、も、もうっ、んぅっ、[image: ]っ、[image: ]ッ……耐えられないっ、腰っ、腰振らないとっ、私もうっ……[image: ]、あぐっ、んぅっ、おま×こ切なくてっ、気、気が狂っちゃうからぁっ[image: ]」

　悲鳴のような声を上げながら、腰を何度も動かそうともがく。

　でも、ハジメにしっかりと掴まれていて、思うようにヴァギナでペニスを擦ることができない。

「擦るだけで、ホントにいいのか？」

　そう言ったハジメが、恵の身体を持ち上げた。

「中に、恵のおま×この中で俺のち×こを味わわないで、本当にいいのか？」

　その言葉を聞いた途端、恵は涎と愛液を垂れ流した。

　キュッと膣内が締まり、舌がだらしなく垂れる。

　ペニスに貫かれる快感を、脳が勝手に体中にばらまいたのだ。

　右手が勝手にショーツをずらしてヴァギナを露わにし、左手の人差し指と中指で、もう濡れて綻んでいる割れ目をさらに開き、膣口をガバッと広げる。

　愛液が、タラリと亀頭に垂れていく。

　まるで、バナナにチョコレートシロップでもかけるように、愛液が垂れていく。

「いくよ」

　ハジメが囁いた。

「うん、入れ──てぇあぁぁぁひあぁ[image: ]ぁぁぁぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～ふぐっ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～んひぃっ～～～～～～～～～～～～いいっ～～～～～～～～～～～っ[image: ][image: ][image: ]」

　いきなり頭が吹き飛んだ。

　視界が真っ白になる。

　大きく身体が跳ねて、のけ反る。

　ハジメが恵の両腕を掴まなかったら、そのままトイレの床に落下していただろう。

　身体に力が入らない。ハジメの手とペニスだけに支えられて、恵はガクガクと身体を何度も何度も痙攣させた。

　頭が垂れてゆさゆさと揺れ、顔は白目になり、口元から舌がだらしなく伸びている。呼吸は鼻ではなく、口だ。

「ひっ、ひはぁぁぁ、ひんっ、ひはぁぁぁ、はぁぁぁぁぁぁぁ、[image: ]ッ、あはぁぁぁぁぁ、しゅ、しゅごいよぉ……わらひ、ひぐっ……飛んでっじゃってりゅのぉ、ひはっ、はぁ、はっ、はっ、は[image: ]ぁぁぁぁ、火花いっぱいのぉ、そ、空ぁっ、[image: ]っ、空、とんでりゅのぉぉぉ」

「くっ、す、すごい……恵のおま×この中、ウネウネしてて」

「ひゃうぅっ、おちん×ん、んひっ、ひはぁぁぁ、跳ねてるよっ、わた、わたひのぉ、んはっ、はっはっ、は[image: ]ぁぁぁ、中でぇ、ビクビクッて、んひんっ、跳ねてっ、あはぁぁぁぁ、跳ねてぇっ、わらひのおまん、んっほぉっ、かきまぜてりゅのぉっ、あひんっ、[image: ]、[image: ]ひぃんっ、いい、いいよぉっ、きもひ、きもひよくてぇぇーっ[image: ][image: ]」

　ペニスが、ビクビクっと跳ねてカリ首が膣内のヒダをかきむしる。

　その快感で膣内がさらにうねり、それがまたペニスを暴れさせる。

「んはぁっ、[image: ]っ、[image: ]ひっ、ひぐっ、[image: ]っ、んあぁぁんっ、こ、こしっ、溶けるっ、んくっ、んあああぁぁんっ、おま×こ、大洪水でぇっ、ひあんっ、こ、こひがぁっ、あい、愛液でっ、んひゅっ、ひあぁんっ、と、とけひゃうのぉぉっ[image: ][image: ][image: ]」

　頭は垂れてゆさゆさと揺れ、上半身は変わらずハジメに支えられている。

　ただ腰だけが、熱く、熱く、自我でもあるかのように、カクカクヘコヘコと動き始めていた。

　ハジメの上に膝立ちでまたがったまま、腰だけを動かして何度も押しつけてしまう。

　グチュッズブッヌチュッと、腰の動きに合わせて濡れた音が響く。

　授業時間内でなければ、トイレに来ている女子が確実に愛液の音に気がついていただろう。

「んひっ、ひあんっ、んっんっ、ん[image: ]っ、[image: ][image: ][image: ]ぁぁんっ、しゅごいのぉっ、飛んじゃってるのにっ、ひんっ、ひぐっ、ひああぁんっ、も、もっと、もっと飛べそうだよぉっ、ああぁっ、おちん×んに突かれると、んっ、んあぁぁっ、わらひぃっ、そのまま、ギューーーーーンッて、ひあんっ、[image: ]ひんっ、と、とぶのぉぉっ」

「なら、もっと飛ばしてやるよっ」

　ハジメがいきなり恵を強く抱き寄せた。

　抵抗することもできず、恵はぶつかるようにしてハジメの胸に飛びこんでしまった。

　と、いきなりハジメの手が背中に回り、そのままお尻を掴んだ。

「いくぞ」

　なにを──そう思ったのも束の間、いきなり身体が持ち上げられて、ズルリとペニスの大半が抜け出してしまう。

　ヒダが吸いつくように、ペニスと共に外に出る。

　次の瞬間、ドスンッと身体が落とされて、堕とされた。

「ひぐっ、[image: ]っ、[image: ]ひっ、ひっ、ひあぁぁぁーーーーーーっ[image: ][image: ][image: ]　奥っ、おぐぅっ、おちん×んがぁっ、し、しきゅ、きゅ、ひきゅうぅぅっ、叩いてっ、ひあっ、あがっ、[image: ]ああぁっ、またぁっ、あひんっ、ひあっ、ひぐっ、ひあぁぁぁんーんっ、らめぇぇっ、こ、これえぇぇぇっ、またぁっ、またっ、[image: ]、[image: ]うぅっ、卵子ぃっ、卵子がキュンキュンしちゃうのぉぉぉっ、あひっ、ひああぁぁぁぁぁっ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　子宮口をパンパンに腫れ上がった亀頭が、何度も何度も叩く。

　膣内のヒダがゴリゴリと抉られ、愛液が吹き飛ぶ。

　容赦なく乱暴に下から突き上げられて、恵の視界には火花どころか花火の乱れ打ちが始まっていた。

「あひっ、あがっ、[image: ]っ、[image: ]う、[image: ]っ、[image: ]ひんっ、い、いっでるっ、こ、これぇっ、わらひっ、い、いっでるっ、い、いぎつづけて……ひっ、ひはっ、はひっ、はっ、はっ、はひんーんつ、[image: ]ッ、んひっ、ひっ、ひぐっ、わら、わらひっ、ふ、吹き飛んでっ、んひぃぃぃぃんっ、卵子っ、わ、わらひが、んぅっ、卵子に、んひっ、ひあっ、卵子になってるのぉぉぉっ[image: ][image: ][image: ]」

　大きく口を開けて、舌を出し、涎を流し、涙と鼻水で顔がグシャグシャになり、長い髪を振り乱して、恵はただ快感の波にもみくちゃにされていた。

　快感の中にもう完全に溶けてしまい、自我など保てない。

　ただ真っ白な世界で、無数に上がる花火と共に、オルガスムスが弾けるだけだ。

「はっ、はひっ、はっ、はっ、はっ、はひぃんっ、ひんっ、んひっ、ひっ、ひうっ、うふっ、ふっふっふっ、ふはっ、はひゃぁぁ～～～～～～～～～～[image: ]っ[image: ][image: ][image: ]」

　言葉が出ない。

　ただ息が声となって飛び出るだけだ。

　限界などとうに超えている。

　あと一つだ。

　あと一つ、スイッチが押されれば、この地獄のような快楽の嵐は過ぎ去る。なぜか、それだけはわかっていた。

　そして、

「ぐっ、も、もうっ」

　ハジメが呻いた。

　次の瞬間、ペニスがビクンッと激しく膨れて跳ねる。

「ひあぁっ、あっ、あっ、ああぁぁ、きてぇぇ、お願いっ、こ、このままっ、満たしてっ、んぅっ、んひんっ、わ、わらひの、[image: ]ッ、卵子っ、卵子を、ハジメくんのぉっ、せ、精液で溺れさせてぇぇぇっ[image: ][image: ]」

「で、でもっ」

　ハジメが抗った。

　同時に、恵の手がハジメの背中をしっかりと抱きしめ、膝立ちだった足が腰に巻きつく。

「だめぇっ、中なのぉぉっ、んぅっ、いい、いいからぁっ、できてっ、できていいっ、いいのぉっ、お願いっ、んひっ、ひあぁぁぁぁっ、卵子っ、わらひの卵子もぉっ、お、おかしてぇっ、卵子におちん×ん突っこんでよぉぉぉっ！」







[image: ]







　泣き叫びながら、ヴァギナがペニスを絞る。

　ウネウネと根本から亀頭までを揉み上げていき、子宮口が亀頭をやわやわと刺激し、そしてまたウネウネと根本まで揉んでいく。

「だ、だめだっ、出るっ」

「出してぇっ、わらひのおま×この中ぁっ、子宮にっ、精液っ、んひっ、ひあぁんっ[image: ]　精液、ビュッビュッしてぇぇぇぇぇぇぇぇーーーーーーーーーーーっ[image: ][image: ][image: ]」

　グッとさらに腰を押しつけ、子宮口と亀頭が濃密なキスをする。

　その途端、ビュルルルルルルルルルルルルルルルルッとペニスから精液が噴き上がった。

　子宮口を精液の奔流がこじ開けて、中を白く染め上げていく。

　精液がドプドプと子宮に流れこみ、排卵した卵子を溺れさせていく。

「んひぃぃぃんっ、[image: ]っ、[image: ]っ、[image: ]あぁあぁぁぁんっ、ああ、泳いで、[image: ]ッ、るぅっ、私のぉ、子宮の中ぁっ、精液が泳いでるのぉぁぁんっ、卵子の、卵子のおま×こめがけてっ、精液泳いでるぅぅっ、[image: ]、[image: ]っ、[image: ]っ、[image: ][image: ][image: ]、ああぁぁぁ、す、すごい、すごい、[image: ]っ、すっごぉぉぉいのぉぉぉぉぉぉっ[image: ][image: ][image: ]」

　グッとハジメにしがみつきながら恵は達していた。

　小刻みに、だが強く痙攣を続け、まるでこのまま自分がハジメに溶けこんで消失してしまうんじゃないか、そんなことを思いながら意識を失っていったのだった……。




※　　※　　　※




「…………ここは？」

　恵のまぶたがゆっくりと開いて、周囲を確認するわけでもなく、じっとハジメに焦点を当てた。

「保健室だよ。恵さ──」

「恵でしょ？」

　訂正、しかも微笑みながらされてしまい、とてもじゃないがハジメには従うことしかできなかった。

「あー、その、恵が気を失ったからさ、連れてきたんだ。大変だったんだぜ、言い訳」

「言い訳？」

「女子トイレからうめき声が聞こえたんで、個室に入って恵を助け出し、保健室に担ぎこんだってストーリーだよ」

「でも、どうしてそんな言い訳をハジメくんがしなければならなかったの？」

「あのなぁ、覚えてないのかよ。恵の制服、ずぶ濡れだったんだぞ」

「あ…………」

　恵が、カァッと顔を赤くした。

　潮噴きや愛液や涙や涎、そして汗。

　とてもそのまま着て授業を受けられるような状態ではなかった。それもあってハジメは保健室に恵を運び、保健の先生にお願いしてジャージに着替えさせてもらったのだ。

　さすがに自分が着替えさせますとは言えないわけで。

　先生は、勝手に体調不良で汚れたのだろうと納得していた。

　そういうわけで、今の恵はジャージ姿でベッドに寝ている。

　普段と違う姿にムラムラッともするが、親御さんに連絡したそうで、これから迎えが来てしまう。

　さすがにセックスする時間はなかった。

「ハジメくん、欲情してるでしょ？」

　いきなりの恵の指摘に、ハジメは文字通り飛び上がってしまった。

「あ、やっぱり。前が膨らんでる」

「え……あ」

　股間を見ると、ペニスが素直すぎるほど素直に大きくなっている。

「フフッ、ハジメくんのおかげで私は随分と収まってるけど……したいなら、構わないわよ？」

「い、いや、それがその、先生が親御さんに連絡したみたいでさ。これから迎えが来るんだって言うんだ。さすがに、する時間は……」

「そうなんだ…………残念だね」

　心の底からハジメは頷いてしまった。

「うーん、でもよく考えたら、トイレとか旧校舎って心置きなくエッチできる環境とは言えないわよね」

　恵が、顎に人差し指を当てて、いきなり当たり前すぎることを口にした。

「そりゃまぁなぁ。でも、俺は独り暮らしじゃないし……」

「そうだよねぇ、私も親と一緒に住んでるし。あーあー、思いっきりできるところってないものかしらねぇ」

　そう言うと、恵は一度視線を外し、またチラリと戻した。

「お、思いっきりって……」

「私、なにも気にしないでハジメくんと思いっきりエッチしてみたいなぁ」

「い、いやまぁ、そうだけど」

「エッチって、愛を、ラブを確かめる行為でしょ？」

「そりゃそうだ」

「そーいう場所ってないかなぁ」

「そういう場所？　ええと……」

　一瞬、頭をラブホテルという言葉がよぎった。

　いやでも、学生が行く場所かと言われると……恋愛なんてものに、今までとんと縁がなかったハジメにとって、あまりに敷居が高い。

　口にするのも恥ずかしい。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁ～～～～～～～」

　いきなり恵がため息を吐いた──と思った瞬間、起き上がって鼻と鼻がつきそうなくらいまで顔を迫らせた。

「なっ」

「私ね、ハジメくんとラブホテルに行きたいの」

「ラ、ラブ、ホテ…………ホテルっ」

「ええ、そうよ。だって私はハジメくんが好き。ハジメくんも私が好き。そして、二人でヤるセックスはとっても気持ちいい。でも、家でも学校でも自由にはセックスできない。なら、ラブホテルしかないでしょう？　だから、今度の土曜日、一緒にラブホテルに行きましょう。そして、セックスデートしましょ」

「え、あ、ああ、その……う、うん……いやでも、しかし」

「しかしって、なに？」

「ラブホテルでセックスデートって……いいんかな、学生だぞ」

「あははは、ハジメくんって案外硬派なのね」

「いや、硬派っていうか、その……てか、そもそも恵の方が、周りのイメージとしては硬派というか、お堅いというか、そのセックスとかラブホテルとか絶対に口にしない清純派って思われてるじゃないか」

　ハジメの意見を聞いた恵が、顔を少し放してクスリとウインクと共に笑う。

「あら私だって、フツーにエッチなこと興味ありまくりよ。フフ、ハジメくん、覚悟しておいてね[image: ]」

　その笑顔を見て、なにやらえらい相手に手を出した気がしたハジメだった……。

　余談だが、その日から私立坂本学園にやがて七不思議の一つとなる噂が生まれることになった。

　授業中、トイレで号泣する妖怪の噂だ。

　すすり泣きなどでなく、絶叫するように泣くとされ、やがてトイレのキメ子さんと呼ばれるようになり、この泣き声を聞いたカップルは精神的にも肉体的にも結ばれると言われるようになったとか。

　ちなみに、後日トイレで号泣している妖怪がいたとの噂を聞いて、発生源が自分たちと知った恵は、真っ赤になりつつ旧校舎にハジメを連れこんだとか、なんとか……。




※　　※　　　※




　濃い青空が広がっている。

　所々に水蒸気をたっぷりと蓄えた雲が浮かんでいて、夏の到来を感じさせる青空だった。

「今は……九時二十七分か」

　改札を出たところで、ハジメはスマートフォンで時間を確認した。

　恵との初デートの待ち合わせは、朝十時に駅前のアイスクリーム屋の前だ。駅前というだけあって、改札から歩いて五分もかからない。

　遅刻の危険性は皆無と言っていいだろう。それどころか早く着きすぎて、ハジメの期待感と緊張っぷりを笑われてしまうかもしれない。

　逸ってると思われないためにも、少し別の場所で時間を潰してから、余裕がある素振りで行った方がいいのだろうか……などと考えつつ、駅の構内から外に出て、ハジメは思わずまた構内に戻ってしまった。

　壁からそぉっと顔を出して、アイスクリーム屋を覗く。

　すると、そこにはもうベンチに座る恵の姿があった。

　意外にも、タイトなパンツを穿いた行動的なファッションだ。でも、そんなアクティブさの中にも、しっかりと女の子らしい可愛さもあって、かなり目立っていた。

　そして当然──数人の男が群がっている。

　代わる代わる、少しの隙を見つけたら即座に割りこんで、恵に話しかけている。

　いや、話しかけるではなく──つまるところナンパだ。

　私服だから正確にはわからないが、おそらく全員大学生だろう。誰も彼も背が高く、中にはファッションモデルと見間違う男性や、日焼けしたスポーツマンのような男性までいる。

　以前、芸能事務所のスカウトを騙ったヤツのような男は一人もいない。

　もしかしたら、ナンパなんて普段しない人も多い気もする。なにしろ、ほぼ全員が女性に苦労しなさそうなルックスなのだ。

　そんな男性一人一人に恵は、面倒そうな顔一つせず受け答え、それでいてにこやかに首を横に振っている。

　それでも男性たちは諦めずに、しつこく話しかけているのだ。

　恵としては、以前のスカウトのような人を食い物にする悪人ならば、容赦なく断ってしまうところだが、誠意や熱意を持って話しかけてくる真っ当な相手を、そう邪険にするわけにもいかず、困りながらも応対しているのだろう。

　つまるところさっさとハジメが行けば、恵も正当な理由で彼らを諦めさせることができるわけだ。

　そう思い、ハジメは歩き出そうとして──足が止まってしまった。

　あんなハイレベルな男たちに、自分が彼氏ですなどと言えるのか？

　言って、笑われやしないか。

「…………って、一歩踏み出す人間になったんだよな、俺は」

　苦笑と共に、ハジメは歩き出した。

　ゆっくりと近づいて男たちの背中に声を掛ける。

「あのさ」

　すると、またかといった顔と共に男たちが一斉に振り返った。そして、一斉に怪訝そうな顔に変わる。

　まるで場違いも甚だしいといった空気が彼らから漂う。

「なんだお前？」

「はいはい、ダサ夫くんは邪魔だから」

「ってーか空気読めってんだよ」

「そうそう、俺ら今、マジで恋してんだからよ」

　侮蔑の視線を伴って口々に言う。

　その言葉の暴力にハジメは一瞬怯みそうになったが、自分を奮い立たせて口を開いた。

「どう言われようとも、彼女は俺と待ち合わせしてるんで」

　その瞬間、男たちの目が点になる。

　そしてすぐ、失笑が漏れ出した。

「おいおい、冗談よしてくれよ。なに錯乱してるか知らないけどよ──」

　男が一人嘲笑を浮かべながらハジメに詰め寄った時だ。

　凜とした声が、男の言葉を切り裂いた。

「私の恋人を笑うことだけは、許せないわね」

　アイスクリーム屋の前にあるベンチから立ち上がり、男たちを見回した。

「はぁ？　これが、キミの恋人？」

　男の一人が驚きの声を上げ、すぐに腹を抱えて笑い出した。ヒーヒーと息も苦しそうに笑い、なんとか収めた後に口を開く。

「完璧に見えるけど、男を見る目だけはないみたいだね。悪い冗談にしか思えないよ、こんなのとキミが付き合ってるとか」

「そうそう、ここはやっぱり男を見る目ってのを、僕らが教えてあげないとね。酷すぎる、いや、キミみたいな美少女がこんなのとなんて、人類の損失だよ」

「まったくだね。よりよい遺伝子をしっかり見極めるようにしないと」

　男たちの一言一言が、ハジメに刺さる。

　やっぱり、どう考えても、自分は釣り合ってない。

　自分でもそうは思っていたが、人に言われると──つらい。

　そんなハジメの心中に気がついたのか、恵が微笑みを向けてきた。そしてすぐに、厳しい顔になって男たちを睨む。

　怒気を表した顔すら、美しい。

　この顔で睨まれるだけで、その筋ならば達してしまいそうなほどに魅力的だ。

　その証拠に男たちも、睨まれているのに顔が少し赤くなっている。

　と、恵が今度はニヤリと一転笑い、両頬に手を添えて恥ずかしそうに顔を赤らめた。

「皆さんにはわからないんでしょうけど……私と彼、体の相性が最高なんですよ。私が泣いても終わらないで、気絶するまで責めてくれて[image: ]」

　男たちが顔を真っ赤にして、ゴクリと生唾を飲みこんだ。

　中には、前屈みになっちゃってるのもいる。

「あ、なんの話かわかりますか？　つまり、セック──」

「ちょーーーーーーー！」

　思わずハジメは大声を上げて、恵の言葉を遮っていた。

　いやだって、公衆の面前で自分のエッチの話をされるとか、恥ずかしくて恥ずかしくてたまらない。

「恵、お願い、お願いだからそーいうこと、外で言うのやめよう」

「フフ、でも貴方が私を何度も何度もイカせてくれたのは、事実でしょう？」

「だから、そーいうのを言わないでっての！」

　男たちだけでなくて、道行く人たちまで顔を赤らめて足を止めちゃってるし。

　いても立ってもいられず、ハジメは恵の手を取って逃げるように歩き出した。

　男たちはといえば、ただ呆然と突っ立っているだけだ。

　まぁ、股間も立っている様子も見受けられたが。

「やっとハジメくん、私を連れ出してくれたのね」

　恵が少し不満そうに唇を尖らせた。

「やっと？」

「そうよ。私、あの下品な連中に囲まれながら、ハジメくんが連れ出してくれるのをずっと待ってたんだから」

　言うやいなや、恵が肩をそっとハジメに寄せてくる。

　そして、耳元でそっと囁くのだ。

「それに……私、もう我慢できないの」

　恵の吐息が、耳朶を甘くなぞる。

「が、我慢って」

　ドギマギしてしまい、尋ねる声もうわずってしまう。

　と、恵がハジメの腕を取って胸に抱き寄せた。柔らかいおっぱいの感触が、思いっきり伝わってくる。

「ハジメくんが欲しい」

「なっ、え、ちょっ」

　ストレートすぎる恵の言葉に、ハジメの脳みそは完全にショートしてしまった。

　が、そんな状態異常を物ともせずに恵がハジメの腕をさらに強く抱き寄せて、引っ張るように歩き出す。

「ど、どこに向かってんだよっ！」

「ラブホ！」

　ハジメの精いっぱいの疑問に、男気溢れる即答だ。

「いやでも、その、あのもう少し雰囲気とかそーいったものを！」

「雰囲気？　そんなものは、男性が女性をその気にさせるためにやるものでしょ。女性、つまりこの私がしっかりやる気満々なんだから、そんなものいらないわよ。それに！」

「そ、それに？」

「漏れ溢れて勝負下着が汚れたら大変でしょう？」

「なにが原因で、なにで汚れるんですかね！」

「花びらから愛で溢れた蜜のせいよ。男の子だって、ええと、なんだっけ……その先漏れすることあるんでしょう？」

「真っ昼間の往来でそーいうこと言うんじゃありません！」

「だから、そーいうことが言えるところに行きましょうって言ってるのよ。さ、そこそこ」

　あーだこーだ言っている間に、目の前にはもうラブホテルだ。

　扉を隠すように入り口は半地下になっていて、恵がハジメを引きずりながら階段を降りていく。

　自動ドアが開き、ハジメはラブホデビューを果たしたのだった。

　が、しかし──、

「俺、入ったことなんかないからな！」

　ハジメの訴えを聞いても、ズカズカと歩く恵の足取りは変わらない。

「平気よ、ハジメくん」

「え、もしかして恵は入ったことあるの!?」

「ハジメくん、私が初めて、処女だったのは誰よりも貴方が知っているんでなくて？」

「それはそのそうだけど……」

「ゆうべ、ネットでしっかり調べておいたのよ。もちろん、ここも調査済みよ！」

　そう言った恵が立ち止まり、ビシリと前方を指さした。

　そこにあるのは、部屋の写真が並んだパネルだ。

「ここでお好みの部屋のボタンを押すのよ。そうすると鍵が出てくるってわけ」

「支払いは？」

「部屋の中に精算機があるのよ」

「なんだかすごいな……」

「だって、なるべく人に見られたくない利用者だっているでしょう？　私だって、今からハジメくんとセックスするって顔、あまり他人に見られたくはないもの」

「その割りには、外で随分と言いきってたような……」

　ガコンと鍵が落ちる音を聞きながら、ハジメは頭を掻いた。

「勢いよ」

「勢いってなぁ」

「それに、嬉しかったから」

「なにが嬉しいんだよ……助け出すのが遅いって怒ったくせに」

　ハジメの言葉に恵は答えずに、鍵を取ってエレベーターのボタンを押した。幸い、一階で止まっていたのかすぐに扉が開いて、二人は中に入った。

　無言のまま三階に着き、目的の三〇五号室の扉を開ける。

　中には確かに精算機があり、二人は前払い代を分け合って払った。

　と、恵がハジメをいきなりベッドに押し倒してくる。

「なんだよ、いきなりっ」

　突然のことで、まともな抵抗もできずにハジメはベッドの上に仰向けに転がってしまった。

「嬉しかったよ」

　エレベーターに乗る前の話題を恵が口にする。

「……だから、なにが嬉しかったんだよ。俺は、あの連中に気圧されて恵の前に出るのをためらったんだぞ。恵だって、わかってるだろ」

　ハジメは、自分に対して嫌気がさし、同時に恵に合わせる顔がなくて──横を向いた。すると、ハジメの上に四つん這いになった恵が、顔を掴んだ。

　そして、無理矢理上を、恵の顔を見させる。

　その顔は──優しく微笑んでいた。

「それでも、勇気を出して踏み出してくれたでしょ。怯えないから勇気があるんじゃないわ。怯えても先に進めることを勇気って言うのよ。私はね、ハジメくんのそんな強いところが好きなのよ」

「な──」

　開けっぴろげな恵の言葉に、ハジメは返答に窮して固まってしまった。

　ワンテンポ遅れて「好き」という単語が頭の中いっぱいに広がって、顔中が赤くなってくる。

　そんなハジメの反応を見た恵が、まるで肉食獣が獲物を前にして舌なめずりでもするように、自分の唇をひと舐めして呟いた。

「ハジメくんの照れちゃった顔、可愛い[image: ]」

　そのままいきなり恵がかぶりつくように顔を近づけてきて、

「ちゅっ、ちゅ……フフ、ハジメくんの唇、甘い……ちゅっ、ちゅちゅ、ちゅうぅぅ[image: ]　フフッ、美味い[image: ][image: ]」

　唇を重ね、舐め、吸いついてくる。

「なっ……」

「フフ、今日は私がどれだけハジメくんが好きか……この体に──」

　言葉を途切れさせた恵が、人差し指をハジメの唇から顎先へと這わせ、艶やかに微笑んだ。

「よぉ～く、わからせてあげる[image: ]」

　ハジメの上に馬乗りになり、恵が服を脱いだ。

　可愛らしいブラジャーが露わになる。

　と思うと、有無を言わせずにハジメのシャツもはぎ取ってしまう。

　呼吸とでも言うのだろうか、悉く恵に機先を制せられてハジメはなすがままだ。

「フフ、ハジメくんの乳首ってば可愛いんだ」

「え、ちょっ──」

　ハジメがビクンと体を跳ねさせた。

　恵の指先が、ちょんとハジメの乳首に触れた時だ。

　その反応が面白く、なにより可愛くて、恵は指先で円を描くようにハジメの乳首を弄ってみた。

　すると小さなうめき声と共に、小さく乳首が勃起し始める。

「ふうん、男の人の乳首も大きくなるのね」

　恵が感想を漏らすと、ハジメが恥ずかしそうに顔を赤らめて横を向いてしまう。その恥じらいがまた可愛くて、恵はますます責め立ててみたくなってしまった。

「んっ、ちゅぱ……ちゅるぅ……」

　唾液をたっぷりと出した後に、自分の人差し指を舐めながらたっぷりと付着させる。

　そうした指で、恵はハジメの勃起した乳首の周りをゆっくりと円を描くように弄った。

「ひゃうっ」

「フフ、ハジメくん女の子みたいね[image: ]」

　ゾクゾクとした妙な興奮を、恵は覚えてしまっていた。

　馬乗りになったまま、唾液で濡れた人差し指でハジメの乳首をコリコリと弄る。そうするとハジメの必死に閉じた唇から、少し喘ぎ声が漏れ出る。

　なんとか耐えようとしているのに、ハジメが乳首を弄られて感じてしまっている。

　その様子を見るたびに、背筋をゾクゾクと妖しい快感が駆け上がり、自分の子宮もきゅんっとなってくるのだ。

「ハジメくん、乳首が気持ちいいんだ」

「そ、そんなわけ、むぐっ──」

　否定の言葉を上げようとしたハジメの口に、恵は自分の指を差し入れた。

「舐めて」

「むぐっ」

「ハジメくん、私の指をゆっくりと優しく、エッチに舐めて」

「むぐ……む……む…………」

　逡巡するが恵の考えを変えない様子に、とうとうハジメがゆっくりと指を舐め始めた。舌を絡めるように、恵の指に這わせる。

「んっ……んぅっ……そう、そうよ……んっ、気持ちいいわ」

　こそばゆいような、淡い快感を指先に感じる。

　そしてなにより、ハジメに自分の指を舐めさせているというシチュエーションに恵は、また妖しい快感を覚えてしまう。

　一分ほどだろうか、ちゅぱちゅぱとハジメに指を舐めさせて、恵はようやく満足して引き抜いた。

　そのままハジメの唾液で濡れた指先で、乳首をまた弄り始める。

「[image: ]っ……」

「フフフ、自分の唾液で乳首が濡れちゃったね」

　恵の言葉に、ハジメが顔を赤くして恥ずかしそうに顔をそむけた。

「ふうん、答えてくれないんだ」

　あえて不機嫌そうに言うと、恵は指先でハジメの乳首をつねり上げた。

　びくっとハジメの体が跳ねる。

　乳首を摘んだ指に力を入れると「[image: ]っ」とハジメがうめく。

　その様子に、恵の子宮がまたきゅんとなる。

（やだ、私ったらもう濡れてる）

　はっきりと恵は自分のヴァギナが濡れて、しかも勝手に花弁が開いているのを感じた。

　ハジメを責めながら、不思議と女の部分が興奮していたのだ。

（ハジメくんを虐めて、私ったら興奮しているのかしら……）

　その疑問を確かめるべく、恵はハジメの両乳首をつねり上げて、前後左右に動かした。

　すると顔をそむけたままのハジメが、時折り体を震わせ、ぎゅっと閉じた口からうめき声を漏らす。

　その明らかに感じている様子に、またゾクゾクとした妖しい興奮を覚え、同時に子宮がきゅんと熱くなり──愛液が漏れ溢れる。

（虐めて……ううん、ハジメくんが感じてる姿が可愛くて、私ったら快感を覚えてるんだ。なら、もっともっと……感じさせてあげるね、ハジメくん[image: ]）

　妖しい興奮と共に、恵はぺろりと唇を舐め上げて──右手を背後にやった。

「なっ……そ、そこはっ」

　ハジメが戸惑いの声を上げる。

　恵の右手が、はっきりと膨らんだ股間をゆっくりと包んだのだ。

　左手で変わらず乳首をつねり弄りながら、右手でズボンの上から勃起したペニスを、優しく愛おしく撫でる。

　ビクビクと震えているのが、はっきりと右手の手の平に伝わってくる。

「ハジメくんのおちん×ん、どうしてこうなってるのかしらね」

　意地悪く恵は、ハジメの顔を覗きこんだ。

　顔をそむけたままのハジメの顔が、さらに赤くなる。

「私、まだハジメくんのおちん×ん弄ってなかったよね？　でも、なんでもうこんなに硬くなってるのかしらね」

「そ、それは……」

「ち・く・び[image: ]」

「……っ」

「乳首、虐められるのそんなに気持ちよかったんだ。おちん×ん、おっきくしちゃうくらい」

「ち、ちが……[image: ]っ」

　否定が言葉になる前に、ギュッと乳首をつねりひねる。

　その痛み──いや快感にペニスがビクッと大きく反応した。

「ほら、乳首虐めるとおちん×んが嬉しいようって跳ねてるよ？」

「そ、それは……」

「乳首虐められて感じちゃうなんて、ハジメくん女の子だったのかしらね」

「だから、そうじゃなくてっ」

「ふうん、違うんだ。なら、こういうことしても……フフ、ハジメくんは感じないよね」

　ゆっくりと恵は体を前へと屈めた。

「なにをするんだよ」

　不安そうなハジメの声に、また恵の子宮がきゅんとなる。

　そのままゆっくりと口を開けて、恵はハジメの乳首に舌を這わせた。

「ちゅるっ……ちゅぱぁ……れろぉ……んっ、んちゅっ……ハジメくんの勃起した乳首、美味しい[image: ]」

　ちらりと上目遣いでハジメを見ると、顎を上げて震えていた。

　口を真一文字に閉じているが、あえぎ声がはっきりと漏れ出ている。

「ちゅるる、れろぉっ……フフッ、乳首舐めるとおちん×んがビクビクってなってる……ハジメくん、これでも……ちゅるっ……感じてないって言うの？」

　恵が聞いても、ハジメは必死に声を我慢しているせいか、なにも答えてくれない。

　少しムッとして、恵は乳首に軽く歯を当てた。カリッと甘く噛む。

　すると「ひうっ」という叫び声と共にハジメの体が大きく跳ねた。

「ハジメくん、噛まれるのも気持ちいいんだ」

「ち、ちがうってっ──ひあっ」

「フフ、選ばせてあげるね。舐めるのと噛むの、どっちがいいの？」

「どっちもやめ──っ！」

　わがままを言うハジメの乳首に、また歯を立てる。

　もちろん、軽く引っ掻く程度だ。

　それでもハジメが体を跳ねさせる。

「ねぇ、どっち？　選んでくれないなら、もっと強く噛んじゃうから」

「そんな……[image: ]、[image: ][image: ]……」

「ねぇ、噛んで欲しいの？　それとも舐めて欲しいの？」

「[image: ]…………な、舐めるほうで──っ！」

「ください、でしょ？　お願いしてるんだから」

「……な、舐めて……ください」

「どこを？」

「お、俺の乳首を……舐めてください…………[image: ][image: ]」

　絞り出すようにハジメが、お願いした。

　その言葉に、今まで一番のゾクゾクとした妖しい快感が走り、きゅんきゅんと子宮が泣いて、じわりと愛液が漏れ出てくる。

（やだ、私のショーツ……もうぐしょぐしょかも）

　ヴァギナの入り口が物欲しげにひくひくとしているのが、はっきりとわかる。

　弄られてもいないのに、クリトリスも硬くなっていて……ショーツとこすれて、少し感じてしまう。

　それでも、恵はまだまだハジメを責めていたかった。

　自分のせいで、ハジメが快感に打ち震えている姿が、とにかく可愛くて可愛くて仕方ないのだ。

「よくできました[image: ]　なら、いっぱいいっぱいハジメくんの乳首を舐めてあげるね。私の舌が忘れられないくらい、女の子以上に感じるように開発してあ・げ・る[image: ]」

　恵の言葉に、ハジメが目をしぱしぱと瞬きさせた後、カァッと顔を赤くして顔をそむけた。

　その仕草に思わず微笑んでしまってから、恵は舌先で乳首をつついた。

　そのままチロチロと弄ってから、ハジメの股間を包んでいた右手を動かす。ベルトを、ボタンを外して、ゆっくりと前を開けていく。

「な、ちょっ」

「フフ、ハジメくんのおちん×んすっごく元気になってる。乳首舐められて、こんなに大きくしちゃってるんだね」

　パンツを引き下ろすと、ペニスが跳ねるように起立した。

　勃起して硬くなり、先端からは我慢汁が漏れ出ている。

　右手の指先で我慢汁をクチュクチュとねぶった後、亀頭を濡れた手でゆっくりと包みこんでいく。

「ハジメくんの先っぽ、パンパンだね」

　亀頭を握ると、強い弾力が返ってくる。

　その感触をひとしきり楽しんだ後、ゆっくりと指先でカリ首をなぞってみた。

　ハジメが小さく喘ぐ。

「ハジメくん、おちん×ん弄られるの気持ちいいんだ」

　だが、ハジメは恥ずかしいのか答えてくれない。

「ふうん、そういう態度なら……もっともっと虐めちゃうんだからね」

　我慢汁で濡れた手でカリ首を責めながら、恵は乳首をゆっくりと舌でねぶり始めた。

　勃起した乳首を舌先でチロチロと転がし、時折り押しつぶす。

「くっ、や、やめて……も、もうっ、俺」

　とうとうハジメが降参の言葉を口にした。

　狂おしげに体をびくつかせながら訴えるハジメの姿に、恵は今日最高の興奮を覚えてしまう。

「だ、だめだって、も、もうっ」

「なにがダメなの？」

「そ、それは……」

　ハジメが言い淀む。その切羽詰まった仕草に、思わず恵はにんまりと笑みがこぼれてしまった。

「ふうん、教えてくれないんだ。なら、このまま一気にしてあげる[image: ]」

　そう宣告すると、恵は乳首を舐めながらペニスをぎゅっと握って前後に手を動かし始めた。

「なっ、だ、だめだって……も、もうっ」

　ハジメがシーツをギュッと手で握った。その仕草を感じつつ、さらに責め立てる。

「も、もうっ」

　ペニスがビクッと跳ねる。

　その瞬間、恵は根元をギュッと握った。

「──っ！」

　声にならない悲鳴が上がる。

「フフ、ダメだよ、ハジメくん。自分だけ気持ちよくなるなんて」

　ゆっくりと体を起こしながら、恵はベッドの上に転がっていたプラスチックケースを手にした。

　中からホレキメを取り出して、ゆっくりと飲みこむ。

「んっ……はぁっはぁっ……フフ、ハジメくんはこれからずっと、んっ[image: ]　私の中以外、出したらダメなんだからね……んっ……んんっ……」

　ゆっくりとホレキメが効いてくるのがわかる。

　ヴァギナはもう責め立ててグジュグジュに濡れていたが、達するところまではきていなかった。

　それも、ホレキメのおかげで一気に間近に迫ってきている。

「ハジメくん……んっ[image: ]　はぁはぁ……これから……っ[image: ]……たっぷりと泣かせてあげるからね[image: ]」

　立ち上がり、ハジメを見下ろしながら恵は指先で掴んでゆっくりとショーツを脱ぎ始めた。

　ショーツのクロッチとヴァギナが、愛液で糸を引いているのがはっきりとわかる。

　そして、それをハジメが凝視していることもだ。

　ベッドへ仰向けになると恵は両脚を開き、そっとヴァギナに指を添えた。

「見て、んっ[image: ]　ハジメくん。私の……っ……おま×こ、もう、ああっ……こんなに濡れてるの[image: ]」

　指でヴァギナをゆっくりと押し開く。

　それだけで、愛液がつぅーっと垂れ落ちていく。

　ハジメが生唾を飲みこんだ。

　ヒクヒクとペニスが、待ちきれないと跳ねている。

　恵は後ろに倒れるとゆっくりと足を開いた。

　くちゅりと濡れた音を立てながら、再びヴァギナを押し開く。

「んっ……ハジメくんのおちん×ん、私……っ[image: ]　もう我慢できないのっ[image: ]」

　開かれた足の間に、まるで魅入られるようにハジメが腰を寄せてくる。

　ペニスの先端──亀頭が、グショグショに濡れて光る膣口に触れた。







[image: ]







「あんっ……んっ、んぅっ」

　ただそれだけで、恵の体を快感の電撃が貫いて、ビクビクと小刻みに震えてしまう。

　そして膣口もまた、うねうねと蠢いて亀頭に絡みついた。

　その動きがハジメに快感を与えたのか、亀頭が跳ねた。すると亀頭を放すまいと、腰が浮いて膣口が吸いつく。

　数センチだけ亀頭を呑みこむ。

　まるで、恵がハジメを呑みこみ犯しているかのような錯覚を覚えてしまう。

　が、それもつかの間だった。

「ン～～～～～～～～～ッッッッ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　亀頭が膣口を広げ、中に入ってきた。その途端、恵の思考が真っ白にホワイトアウトしてしまった。

　ホレキメによって増していた快楽中枢が、いきなり恵を高みへと押し上げる。

　亀頭が、膣を押し広げながら一センチ進むだけで、快楽の波にもみくちゃにされてしまう。

「んぅっ、あっ、ああぁぁぁっ、はじけるっ、いきなりっ……んぅっ[image: ]　私っ、こんなっ、いきなり、んっ、んんっ、んーーーーーーーーっ[image: ][image: ][image: ]」

　擦り上げられた膣内から波のように、快感が広がっていく。

　体に力を入れて抗わないと、すぐに達してしまいそうだ。しかも、一度堰が切れれば、洪水のようなオルガスムスに襲われることが、手に取るようにわかる。

　だからこそ、恵は唇を噛んで必死に抗った。

「ん～～～っ[image: ]　んぅっ、あ、くっ、だ、だめ……ん～～～～～～～ッ[image: ]」

　そんな様子を見ていたハジメが、腰をグイッと一気に突き出した。

「んっん～～～～～っ[image: ]　ああぁぁぁぁぁ、奥っ、いきなり奥までぇぇっ！」

　ペニスが膣壁をかき分けて奥まで入ってきて、いきなり子宮口を叩く。わずかな動きが生み出す快感にすら必死に耐えていたのだ。

　いきなり奥まで刺し貫かれた暴力的な快感に、なんとか踏みとどまっていた恵の堰は一気に決壊してしまった。

「ひぐっ、[image: ]っ、だ、だめっ、私っ、んうぅっ、こ、これ……も、もぉっ、飛ぶっ、吹き飛んじゃうっ、[image: ]ッ～～～～[image: ][image: ][image: ]　ッ[image: ]　も、もぉっ、い、いっでっ、いぐっ、いぎ[image: ]ぐってぇぇっ、あ、ああぁぁ、んっ、あっ、あーーーーーッ[image: ]　あーーーッ[image: ]　[image: ]ッ、あっ、あーーーーーーーーーーーーーーーーーーーっ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　目の前が真っ白になって、頭の中が全部快感に塗りつぶされてしまう。

　バチバチと真っ白な頭の中で火花が散り、シーツから浮き上がるほどに背筋が反り返り、舌が伸びて、そのままガクガクと痙攣してしまう。しかも、恵はその痙攣するたびに達していた。

「……恵、気持ちいいのか？」

　痙攣を繰り返す恵を見下ろしながら、ハジメがおずおずとした声を上げる。

「んっっ、はぁっ、はぁっ……んっ[image: ]　そ、そんなの、ひあぁぁぁんっ[image: ]」

　答えようと思っても、押し寄せる快感に翻弄されまくっていて言葉にならない。そもそも、聞くまでもなく汗にまみれた恵の肌と、激しく上下して揺れる乳房と、過呼吸気味な息づかいを見ればわかりそうなものだ。

「恵？」

「んっ、んぅっっ……だ、だからぁっ……んっ[image: ]　ひっ、ひぅ[image: ]　はぁっ、はぁっ、はぁはぁっ……だ、だめっ、私っ、も、もぉっ、だめっ……んっ、こ、こんなッ[image: ]　い、いぎすぎてぇっ……だ、ダメなのぉっ[image: ]　んあぁぁぁぁっ、わ、わかるっ、んっ[image: ]　でしょぉぉぉっ[image: ][image: ][image: ]」

　喘ぎ声の合間合間で、恵は必死に訴えた。

　それでもハジメには確信が持てなかったのか、さらに強く腰を打ちつけてくる。

「ひあっ、んぅっ～～～ッ[image: ]　あっ────────────あんっ[image: ][image: ]　んっ、あっ、あはぁぁっ、なに、んっ、なにこれぇっ、幸せっ、んっ、幸せに、んああぁ[image: ]」

　暴力的なまでの快感に翻弄されていた──はずだった。

　それがいきなり、ふっと立ち消えて、満たされた、なんとも言えない幸せな感覚に包まれた。

　気持ちよさの強さは変わらない。

　いや、強いというよりも深くなったのかもしれない。

　ハジメのペニスがヴァギナをえぐると、恵の全身が快感に包まれるような、幸せな気持ちよさだった。

「あ、あ～～、んっ……ああ、んああぁぁぁぁぁ、あふっ[image: ]　ふふっ[image: ]　ああぁん、おひんひんしゅれきぃっ[image: ]　しゅあわせれぇっ……んっ、ああぁぁんっ、ひゃひめとしぇっくしゅしゅきぃ、しゅれひぃっ[image: ][image: ][image: ]」

「え……め、恵？」

　腰を振りながら、ハジメが怪訝そうな声を上げた。

　どうやら恵は『おちん×んステキ、幸せでハジメとセックス好き』と言ったつもりだったけれど、あまりの快感にろれつが回ってなかったらしい。

　この幸せな気持ちがハジメに伝わっていない。そのことが悲しくて、そして伝えたくて、恵の腕が自然と上がって、ハジメの首をかき抱いた。

　引き寄せて、ぎゅっと抱きしめる。

「えっ──っ！」

「んちゅっ、ちゅるるっ、ちゅぱぁぁぁ……むちゅっ、ちゅるぅっ……じゅるるるっ[image: ]」

　唇に吸いつき、思う存分ハジメの口の中を舐め上げる。

　ひとしきりキスをしたおかげで、ハジメの腰の動きが止まった。

　その隙に唇を離れさせて、恵は微笑んだ。

「んふっ、んぁぁぁぁ……んっ、んぅぅぅぅっ[image: ]　い、いひぃっ……んぅっ、い、いいのぉっ[image: ]」

「よかった──うわっ、し、締まるっ」

　ハジメに気持ちが通じた。その喜びで、自然とヴァギナがペニスに吸いついてしまった。

　その刺激でハジメの腰が跳ねて、亀頭が奥を激しく叩く。

「ひあっ、んひゅっ[image: ]　んひゃぁぁぁぁっぁぁぁぁん～～～～～～～～[image: ][image: ][image: ]　はっ、はっ、はっ[image: ]　らめぇっ、これぇっ、こんなのぉっ[image: ]　しゅごいっ、しゅきぃぃぃっ、ひあわせなのろぉぉぉっ[image: ]」

　全身から汗が吹き出し、ぎゅぅぅぅぅっとハジメを抱きしめてしまう。

　火花どころか花火が打ち上がり、快感の海に嵐が吹き荒れる。

「ひあぁぁっ、んひっ、んーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーッ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　何度も何度も絶頂に突き上げられて、顎が上がり、舌が口から突き出る。

　と、ヴァギナから潮が噴き上がって、ハジメの下腹部にぶつかるたびにビシャビシャと水音を響き渡らせる。

「くっ……恵の中がうねって……ぐっ」

　呻き声と同時に、ペニスがまとわりつく媚肉を振り払うように暴れ出した。

「ひあぁぁっ[image: ]　も、もぉダメっ、んっ[image: ]　ひっ、ひぬっ、ひんじゃうっ[image: ]」

　繰り返し繰り返し襲っていた絶頂が、さらに間隔を狭めて一つになってくる。

「んぅっ、おひんひんっ、っ[image: ]　お、おみゃんこの中れぇっ、えぐって、んぅっ、わらひの中ぁっ、おひんひんえぐってぇぇぇぇぇぇっ[image: ][image: ][image: ]　も、もぉぉぉっ、まっしろぉっ、ぴかぴかぁっ、ぴかぴか光ってぇぇぇっ、と、とぶっ、わらひ、とんりゃうっ、てんごく、いぐっ、いっひゃうからぁっ[image: ][image: ][image: ]」

　ぎゅぅぅぅっとハジメに抱きつき、ヴァギナもまたペニスを強く抱きしめる。

「ぐぅっ、締まるっ……くっ、も、もうっ！」

　ビクンッとペニスが強く跳ねた。

　ホレキメのせいで敏感になりすぎているのか、恵の膣に向けて精液がペニスの中を上がってくるのをはっきりと感じた。

　同時に、子宮口が嬉しそうに亀頭に吸いつく。

「うわっ！」

　その刺激がトドメだった。

　ハジメが強く腰を打ちつけ震え──精液を吐き出し始めた。

「ひあぁぁんっ、出てっ、ザーメンっ、来たぁぁぁぁぁっ、あ、んっ、あっ、ああああぁっ、あ、んっ、んんっ[image: ]　わ、わらひっ、とびゅっ、と、とんでっ、んっ、んっ、い、いっぐぅぅぅぅーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　強く強くハジメに抱きつき、精液を子宮に飲みこむ。

　そして、精液が子宮を満たし始めると同時に、恵は弾けるように手を広げ、反り返り、大きく絶叫した。

　視界が真っ白になり、チカチカと星が飛ぶ。

　素晴らしい解放感と多幸感と快感だった。

　舌が口元から垂れて、よだれが流れ落ちる。その感触すら、愛おしく、気持ちがいい。

　まるで体がなくなって、ハジメの愛だけを感じることができた。

「あはぁぁぁ……んっ……あ……あは……あははは……しゅごいよぉ……ハジメくん、しゅごいのぉ……わらひ、しあわせぇ…………んっ、んっ、んああぁぁぁ……でちゃう、ハジメくん、わらひ……んっ……ハジメくん、あは……出ちゃうよぉ…………」

　チョロ、チョロチョロ……ジョロロロロロロロロロロ。

　尿道まで弛緩してしまい、溢れるようにおしっこが漏れ始める。

　その解放感もまた幸せだ。

　ベッドに体を投げ出し、ぐったりとしたまま恵はおしっこを漏らし続けた……。




※　　※　　　※




「フフ、シーツがびちゃびちゃだね[image: ]」

　ベッドの片隅で身を寄せ合いながら、恵が微笑んだ。

「びちゃびちゃって……恵がお漏らししたんだろ」

　ハジメが呆れながら言うと、恵がぺろりと舌を出した。

「だって、気持ちよすぎて……なんだかふわふわして体に力が入らなかったのよね。仕方ないでしょ？」

「仕方ないで済ませるんか」

「うん[image: ]」

　なに一つ悪びれることなく恵に笑われてしまい、ハジメは苦笑しかできなかった。

　と、恵がハジメの乳首を指先でつんつんと突き出す。

「な、なんだよ」

「ハジメくんが悪いんだよ？」

「俺が？」

「そう。私を、こーんなにも気持ちよくしてくれるんだもの。もちろんホレキメで敏感になっちゃうのはあるわよ。でもね、気持ちいいだけでなくて、私を幸せにして、天国にいるみたいにしちゃうのは、ハジメくんだからよ」

「俺の……」

「うん。ハジメくんだから、私はおしっこお漏らしするくらい幸せで気持ちよくなっちゃうんだからね。そ・れ・に」

　恵がいきなりギュッとペニスに手をやった。

　ふにゃっとなったままのペニスをにぎにぎと握る。

「ハジメくんのおちん×んもステキだしね」

「ステキって、他の知ってるのかよ」

「知ってるわけないじゃない。でもね、女の勘でわかるのよね」

「なにが？」

「さっき私をナンパしてきた連中より、このおちん×んの方がステキだって。私をいっぱいいっぱい気持ちよくして、イカせちゃうおちん×んだって[image: ]」

　およそ根拠のない言葉だ。

　でも、ペニスを握りながら頬を赤く染める恵からは確信しか伝わってこない。

　本当かどうかはわからないけれど、恵が強くそう信じていることだけはわかる。

　むくむくと男としての嬉しさと誇らしい気持ちがわき上がってきて、

「あ、むくむくしてきた……」

　恵の呟きの通り、これでもかと射精したペニスがまた硬くなりだす。

「恵……ありがとうな。そして、覚悟しろよ」

「ひゃっ?!」

　恵の肩を掴んで、ベッドに押しつける。

「俺が恵の彼氏だって、心の底から思えるよ。だから、もっともっとそう思えるように、もっともっと恵を天国に連れてってやるよ」

「え、ちょ、ちょっと、まだホレキメが効いてて──んっ、んああぁぁーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー[image: ][image: ][image: ]」

　ペニスを突き入れる。

　それだけで恵が潮を噴き、澄んだ絶叫を上げた。

　そのまま腰を振り続け、ハジメは休憩の時間が終わるまで恵を責め、何度も何度も気絶させたのだった。




※　　※　　　※




「[image: ]う……腰が張ってるかも」

　ホテルを出て大通りを歩いていると、恵が隣で腰をぽんぽんと叩いた。

　なんというか、およそ女子校生らしからぬ仕草だ。

　若者が多い街で、行き交う人々もみんな若い中、おばさん臭さがすごく目立ってしまう。

　しかも恵は綺麗なのだ。

　すれ違った学生が、ちょっと驚いたような顔をしていた。

「どうしたんだよ？」

「どうしたですって？」

　ハジメが尋ねると、なぜか目をつり上げた顔を向けられてしまう。

　そのまま右人差し指をトンッと、ハジメの胸──心臓の上辺りに突き立てた。

「よくもまぁ、そんな平気な顔して『自分は関係ありません』なんて顔ができるものね」

「え、俺がなんか関係してるの？」

「関係してるの？　ですって、関係もなにもハジメくんのせいに決まってるでしょ」

「俺のせい？　え……う、う～ん」

　なにか重い物を持たせた記憶はないし、まったくと言っていいほど思い当たる節がない。

　そう戸惑っていると、恵が「はぁ～～～～」と深い深いため息を吐いた。

「あのねぇ、人を組み敷いて何回腰を振ったと思うのよ。二時間のレストタイムほぼ全部、セックスしてたのよ。腰が痛くなって当然でしょ！」

「……あ、なるほど。って、でも俺は全然平気だぞ？」

「え？」

「体重かけて突かれた方も大変だろうけど、常識的に考えて突いてる方が疲れるもんじゃないか？」

　ハジメの冷静な突っこみに、恵が「[image: ]っ」と唸ってから、小首を傾げた。

「言われてみればそうよね……。しかもハジメくん、私と違って特に鍛えているわけでもないし」

「運動なんてこれっぽっちもしてないぞ。てか、恵ってなにか運動してたんだ」

「え、あ、あはははははははは、家でちょっと運動してるかなぁって感じよ、うん、そうそう、そんな感じ、あはははは」

「ふ、ふうん」

　なんだか恵の返事に釈然としないものを感じつつも、ハジメはとりあえず頷き──閃いた。

「わかった！」

「うわっ、な、なに急に」

「俺じゃなくて、恵の腰だけが破壊された理由だよ」

「え……あ、それね。ええと、どういう理由かしら？」

「いや、恵ってイキまくってただろ。しょっちゅう反り返ってたからさ、それで腰痛めたんじゃないかな」

「あ、あの、ハジメくん」

「うん、うん、そうだ。そうに決まってる。俺のピストンで体重掛けられてるところに、イッて跳ね返すように背中反り返してりゃ、そりゃ腰も痛く──ん？」

　袖を引かれた。

　振り返ると、恵の顔がいつの間にか真っ赤になっている。

「どうしたんだよ」

「どうしたって……」

「ホレキメのせいだし恥ずかしがることないだろ。そもそも、イキまくってた恵、すごく可愛かったし」

　恵が顔を両手で覆った。

　なにを今さら照れて──と思ったら、蚊の鳴くような声で恵がしゃべり出した。

「や、やめて……あのその、よく考えたら、ここってば商店街のど真ん中よ。なのに私たちったら……あ[image: ]」

　言われて周囲に視線を走らせると、すれ違う人たちがクスクスと笑ったり、ローティーンの子たちが、少し顔を赤らめて足早に去っていっていた。

　というか、そりゃそうだ。

　大通りから一本入ったら裏通りにラブホテルがあるのは、この街を歩く人たちにとっては常識だ。

　そのすぐ側で、腰が痛いだの突いただのイキまくりだのと男女が話していたら、そりゃついさっきまで『お盛ん』だったのがバレバレだ。

　しかも、恵は顔を手で覆ってなお綺麗だとわかってしまう。スタイルもいいし、手で覆ったところで、にじみ出るものがある。

　その証拠に、恵を見た後にハジメを見て「チッ」と舌打ちする男性までいる。

　その舌打ちを聞いて、ハジメは一瞬立ち止まってしまった。

「……ハジメくん、大丈夫？」

　両手で顔を覆ったまま、少し指を開いて恵がハジメを見上げてくる。

「ん、ああ、違うよ。俺が恵に相応しくないとか思ったんじゃないんだ」

「そう。なら、どうしたの？」

「単純に、恵と付き合ってることが嬉しくて、すごい幸運なんだなって思ってさ」

「幸運？」

　少し恵の声が硬くなる。

「表現、気にくわないか？」

「どちらかというと気にくわないわね」

「どうして？」

「だって、ハジメくんが宝くじで私を引き当てたみたいでしょ、幸運とか言われると」

「……それはそうか」

「ええ、そうよ。そこに私の意思が介在してないもの」

「恵の意思……ああ、なるほど、そりゃそうか。恵も俺のこと好きでいてくれるから、ホレキメで潮噴きまくるくらい感じてくれるんだもんな」

「だ、だからぁぁぁ、ここでそういうこと言わないで………………」

「そ、そうだった」

　周囲の視線を感じつつ、そそくさと足早に移動する。

　百メートルも無言で照れながら歩いただろうか。ハジメはふと、疑問を抱いた。

「なぁ、恵」

「どうしたの、ハジメくん」

「恵が俺のこと好きだっての疑う気はないんだけどさ」

「当然よ」

「どうしてなんだ？」

「どうしてって、なにが？　別にハジメくんのこと好きでいたら、ダメとかないと思うのだけど」

　恥ずかしい会話をした場所から距離を取ったからか、恵が顔から手を放して、少し唇を尖らせながらハジメを見上げた。

「ああ、そういう意味じゃないんだ」

「そうなの？　なら、どういう意味かしら」

「理由だよ。原因でもいいかな」

「……ごめんなさい、さっぱりわからないわ」

「簡単な話さ。好きってのは、理由っていうかスタートがあるだろ」

「え……」

「俺は、最初は下世話な話、恵が綺麗で気になった。正直に言えばね」

「まぁ、それは仕方ないわね。だって私、すごい美少女だもの。この綺麗さ、可愛さ、可憐さに目が行かないわけないもの」

　堂々と言ってのける。

　なんだろう、距離が近づくにつれて恵の新しい面がどんどん見えてくる。以前、抱いていた清楚可憐で大和撫子的な恵ががらがらと崩れてくるが、それがとても楽しく、嬉しい。

「そんな恵がさ、身を挺して女子生徒を不良から守るの見たことがあるんだ。それを見て、その勇気に震えたんだよ。その瞬間、もう雷撃でも喰らったみたいに痺れてさ、惚れてたんだ」

「勇気……」

「そうさ。凜としてて、本当に綺麗だった」

「あ、あはは、もう……そんなに褒めないでよ」

　恵がモジモジと自分の手を合わせる。

「だからさ」

「だから？」

「恵は、俺のどこを好きに、どうして惚れてくれたのかなって思って──恵？」

　隣に恵がいない。

　半歩後ろで立ち止まってしまっている。

「どうしたんだよ？　俺、なにか変なこと聞いたか？」

「……ううん、ハジメくんはなにも変なこと聞いてないわ。むしろ、当然なことを口にしたと思う」

　恵の言葉の響きが、重い。

　そのせいか、ハジメは言葉を挟むことができなかった。

「そうね。そのことを、言わなかった、ううん、避けていた私がダメなだけよね」

「…………」

「ハジメくんのこと、とやかく言う資格、私には欠片もなかったんだわ」

　恵の言葉がさっぱりわからない。その混乱が、ハジメの呪縛を解いて、口を開かせた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。なにを言っているんだか、さっぱりわからないぞ」

「そうね、そう思うわ」

「いや、認められてもな」

「ハジメくん、明日の日曜日……貴方の家に行ってもいいかしら」

「は？」

　突然の提案に、さらにハジメは混乱してしまった。

　とりあえず、脳裏に浮かんだのは散らかっている自分の部屋と、その片づけの労力、それと親の予定だ。

「そういや親父たち、明日って朝から旅行だったな……一週間だったか」

「あら、それはちょうどいいわね。なら、昼前に伺うわね」

「お、おう……って、え、ちょっと待てって、だからなんでそうなるんだよ」

「ごめんなさい。明日まで待ってもらえないかしら」

「待つって、なにを」

「ハジメくんのこと好きな理由よ」

「……どうして」

「それも、明日まで待って。私、やっぱり勇気がないのよ」

　いきなりのハジメが惚れた理由全否定だ。

「私ね、ハジメくんこそが本当の勇気を持ってるって思うのよ。だから、貴方の隣にいるためには、私も本当の勇気を見せないと……でも、今は、ごめんなさい。まだ勇気出てこないの」

　恵の喋っている内容がさっぱりわからない。

　それでも、恵がなにか決意して真剣に話して、ハジメになにか伝えようとしていることだけはわかる。

　だから、じっと一言一句逃さないように、ハジメは恵を見て、聞いた。

「明日までに、なんとか振り絞るから。だから、その……ごめんなさい、明日まで待って欲しいの。お願い」

「わかったよ」

　不思議と、即答できた。

　悩むことなく、すぐに受け入れることができた。

　答えを聞いた恵の瞳が滲む。

　そんな彼女の姿に、ハジメは一度頭を掻いてから、そっと抱き寄せて唇を重ねた。

　待ってる──そう伝えるために。
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　日曜日の朝がやってきた。

　両親は八時には仲良く旅行に出かけてしまい、ハジメは自分で焼いたトーストにジャムを塗りたくり、モソモソと咀嚼していた。

　口を動かしつつも、頭の中はこれから来る恵のことでいっぱいで、ジャムの味がしない。

「部屋はもう片づけたし……」

　シーツも新しくしたし、掃除機もかけた。もちろんエッチな本は、別の部屋に隠してある。

　ハジメも起き抜けにシャワーで寝汗を洗い落とした。

　しっかりトイレにも行った。

　準備に手抜かりはないはずだ。

　それでも、まだなにか抜けた準備があるような気がして居心地が悪く、そわそわとしてしまう。

「あっ、ゴミ箱っ…………は、平気か」

　ここのところ、恵とセックスしているおかげで自家発電してなかった。

　使うかどうかわからないけれど、コンドームも薄いのをなけなしの小遣いはたいてコンビニで購入済みだ。

「いやでも、なんだか真面目な話っぽいし……しないかな」

　もしそうなら、それこそ夜に自家発電するしかない。

　トーストを食べ終わりシンクで皿を洗いながら、そんなことをつらつらと考えてしまい、見事に股間が膨らんでしまった。

「落ち着け、さすがにこれから恵が来るのにオナニーはできないし……鎮まれ、とにかく鎮まって──」

　ピンポーン♪

　これ以上ないタイミングで、呼び鈴が鳴り響いた。

　インターフォンのボタンを押すと、画面には門前に立つ恵の姿が映し出される。

『おはよう、恵です』

　その姿を見た途端、綺麗で可愛らしいその顔が、快楽で歪むのを思い出してしまい、鎮まりかけた股間が、しっかりと硬さを取り戻してしまった。

『……あの、ハジメくん聞こえてる？』

　返事がないのを怪しんだ恵が確認してきて、ハジメは慌てて声を上げた。

「あ、ごめんごめん。聞こえてるよ。今、玄関開けるから」

『うん、待ってるね♪』

　嬉しそうな恵の声を聞いて、インターフォンを切り、ハジメは一度大きく深呼吸をした。

　ゆっくりと息を吐きながら、股間を鎮める。

　少し、柔らかくなる兆候を感じつつ、ハジメは玄関に向かった。

　玄関前で、また一度深呼吸。

　ゆっくりと股間に視線を落とすと、まぁ、もっこりとはしていない……気がする。

　安堵の息を吐いてから、ハジメはドアノブを回した。

「お、おはよう」

　単純な挨拶なのに初めて恋人を家に上げる緊張から、思いっきりうわずってしまった。一方で恵は、

「うん、おはようハジメくん」

　にこやかで、いつも学校で交わすのとなんら変わりない。

　普段と違うところといえば、制服でなく私服なのと、やけに大きなバッグを持っているところくらいだ。

　一瞬圧倒されて、すぐに『もしかしたら……』と嫌な疑念がハジメの心に湧いてきた。

「ねぇ、なんだか面白くなさそうな顔だけど……私、迷惑だった？」

「えっ……あ、ち、違う。迷惑なんかじゃない。むしろ、男の夢が叶って信じられない気分だよ」

　少し顔を曇らせた恵に、ハジメは慌てて答えた。

　実際に、そうだ。

　学生生活の中でハジメの夢といえば、恋人と登下校をすることだった。その上位互換として、恋人を自分の部屋に招くがある。

　今まさに、恋人を──しかも恵という美少女と自分の家の中にいる。

　それだけで、天にも昇る気持ちだ。

　舞い上がってしまう──はずだった。

　でも、少しのトゲがハジメを不安にさせている。

「あ、あのさ」

　廊下で立ち止まり、一歩だけ先に出た恵にハジメは声を掛けた。

　くるりと振り返り、恵が小首を傾げる。

「どうしたの？」

「こ、答えたくないなら……いいんだけどさ」

「うん？」

　傾げた小首を、恵がさらに傾げる。

「恵って、その……男の家に上がるの、経験済み？」

　ピタッと恵の体が固まった。

　体が動かない程度ではなく、息も動悸も瞬きすらも止まったレベルだ。

「あの、恵？」

　ハジメの言葉に反応して、恵がスゥッと目を閉じてしまった。

　いやまぁ、開いたままは開いたままで痛いだろうからいいのだけれど……。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　恵が長い長いため息を吐いてから再び目を開け、なぜか射貫くようにハジメを睨んだ。

「え……あ、あの恵さん？」

「私が、なんですって？」

「いや、その、だから、男の家に上がった経験あるの……かな、と、ですね」

　視線に気圧されて、なぜか敬語になってしまった。

「あの……答えたくないなら別に、いいんだけども……ま、前の恋人の、とか……」

　そう聞いた瞬間、炎が噴き出さんばかりの視線に射止められてしまった。

「は……初めてに決まってるでしょ!!　私だって、男の人とドツき合い……コホン、お付き合いするのは初めてなんだから！」

　なにか、ぶっそうな単語が飛び出したような気がするが、恵がこれだけ怒ってるということは恐らく真実なのだろう。

　肩を小さく震わせていた恵だが、ふと力が抜けると思いつめたような視線を向けてくる。

「今まで、男の人と手を繋いだこともないんだから……だって、本当の私は……」

　そう言うなり、シュンと小さく俯いてしまった。なんか、今日の彼女はちょっぴり情緒不安定に感じられる。

　そうなのだ。恵だって一皮剥けば『か弱い女の子』なのである。

　なんと言っても自分は恵の彼氏なのだから、そんな彼女をしっかりと支えてあげないといけない。それが男ってものだろう？

「ごめん、恵の彼氏として不適切だったよな。こんなに可愛い彼女ができて、俺もすっかり浮かれちゃってたかもしれない」

　彼女を思いやるように、素直に頭を下げてそう詫びる。

　それを見て、恵は慌てたように手を顔の前でパタパタとさせている。

「ハジメくんのせいじゃないんだってば……そう、ぜんぶ私の、本当の私の……」

「恵……」

　そのいじらしい姿──彼女の本当の姿を見て、ハジメは思わず恵を抱きしめたい衝動に駆られた。

　しかし、恵は手を握りこぶしにしてウンと大きく、変に男らしく頷く。

「うん、私も覚悟を決めた。大好きなハジメくんに、本当の姿を見てもらうって決めました」

　大きなバッグを持ち直すと、恵は迷いを振りきるようにスタスタと玄関に向かって歩き出してしまった。

「あっ……ちょっと、どこに行くんだよ……おーい」

　彼女を抱きしめようと両手を広げたまま、一人廊下に取り残された格好で恵の背中を見送った。

　靴を履いて爪先で軽く整えると、凜とした視線をハジメに向けてくる。

「私、ハジメくんのことが大好きだから……だから、私を信じて少しだけ待ってて」

　そう言い残すと、恵は玄関を後にしてしまった。

　呆然としたハジメを残したまま……。




※　　※　　　※




　一人でおとなしく待つことしばし……。脳裏に蘇るのは、彼女の──恵の表情ばかりだった。

　凜々しい表情で清楚な品格を感じさせるクラスでの恵。

　俯いてモジモジしている可愛らしい恵。

　顔を真っ赤にして恥じらいながら怒っている恵。

　はにかみながらも、柔和に微笑む恵。

「……恵。本当の恵」

　リビングのソファに背を預けて天井を見上げる。

　蛍光灯に目を焼かれながらも、恵の表情は消えることはなかった。

　そっと瞼を閉じて、暗闇の中に思考を落としこむ。

　真っ黒な視界に蛍光灯の焼きつきが浮かび上がり、その白い輪郭に照らされるように恵の微笑んだ顔が浮かび上がる。

「本当の恵って、いったいなんなんだよ……」

　全身の力を抜いてソファに沈みこむ。脳裏に灯る白い輪郭が徐々に闇に侵食されていく。

　ひょっとして、彼女はこのまま帰ってこないのでは……なんてセンチなことすら考えてしまう。

　ピンポーン♪

「なんてことはなかったぜ！」

　バネ仕掛けのように跳ね起きると、一直線にインターフォンへと向かう。

　だが、画面に映し出された人物は、ハジメが望んでいる人ではなかった。

「やっほー、来たよ～」

　モニターいっぱいに美紗のドアップが映りこむ。

　人の気も知らないで、とても呑気な様子で小さく手などを振っている。

「……あのさ、一体私めになんの御用でございますですかね？」

　声にトゲトゲしいものが混じるのも仕方ないだろう。今、美紗はお呼びでないのだ。

「まあまあ、とりあえず玄関を開けてよ。絶対に損はさせないからさ」

　などと、美紗は詐欺師のような口上を述べてくる。

　そして、口の端を歪めてニヤニヤしている美紗の顔をモニターごと打ち消した。

　なんなんだよもうっ！　人の期待を上げて落とすとか、美紗のヤツめ。

　だがしかし、このまま玄関前に立たせておくのもできないだろう。なんと言っても美紗のことだし……ピッキングくらいはやりかねない。




※　　※　　　※




「やあやあ、ずいぶんとご機嫌なようで、アタシも嬉しいよ」

　無言でハジメは玄関を閉めた。

　無駄な労力を使わせやがって……それに、これから恵が帰ってくるのだ。美紗には悪いが今日のところはこのままお帰り頂くとする。

「おやおや～……アタシを締め出しちゃってもいいのかな？　いいのかな～？」

　玄関ドアの向こうから、変に確信のようなものを滲ませて美紗が騒ぎ立てている。

「いいんだよ。それに、今日は恵と約束があるんだ」

　苛立ち紛れにそう応答すると、美紗はさも可笑しそうな声色を乗せてくる。

「そのことに関係することなんだけどな～……って、おっと」

「……本当、だろうな？」

　ドアをチョイと開け、美紗の顔をねめつける。

　小さな身体を少し折り曲げ、顔を寄せてニコッと微笑みを返してくる。

　だが、ハジメは知っていた。美紗がこの笑みを浮かべる時は、なにか楽しくて仕方がない（第三者にとっては迷惑極まりない）ことを考えている時だ。

　微妙な表情を浮かべ続けるハジメを見て、美紗はヤレヤレと首を振った。

「まあ、とりあえず家の中に入れておくれよ。今日は、お友達も連れてきたんだからね」

　お友達だぁ？　美紗に友達がいるなんて……と思ったが、コイツは変なところで社交性が高いのかも知れない。なんといっても、クラスで恵と仲良く話せるのって美紗くらいなものだしな。

「で、そのお友達とやらはどこにいるんだよ。まさかお前、アタシの頭の中のお友達を紹介しまーすとか言うんじゃないだろうな？」

「ハジメにとってアタシはどんなキャラなんだか……ちょっとシャイな子でね、今連れてくるよ」

　そう言って美紗は門扉のところまで戻っていく。だが、なにやらその友達と軽く言い争いをしているみたいだ。

　業を煮やした美紗が、そのお友達とやらを門の前から引っ張り出したのだが……正直、「うわぁ」となった。

　真夜中の国道をバイク連ねてパラリラしちゃいそうな、目が合ったら「……ッ!?」となっちゃいそうな、そして最後には不運と手を取り合ってダンスを踊っちゃいそうな、そんなお友達であった。

　わかりやすく言うと、背中にでっかく『悪漢撃滅』と金糸刺繍された真紫の特攻服を身に纏い、漆黒の長髪はキリリと後ろで束ね、お顔は半分ほど真っ白のバンダナで覆われちゃってる感じである。

　ご丁寧にも、白バンダナの口のところも黒字で『悪滅』とか書かれていたりするのは、ひょっとしてオシャレポイントなのだろうか……。

　怖い。暴走しちゃう系のレディースというお方で間違いないと思う。超怖い。

「ほらほら、いつまでモジモジしてるんだよ。それじゃあ遠慮なくおじゃましまーす」

　そんなハジメの戸惑いをよそに、美紗はイヤがるレディースさんをずるずると引っ張りながら家に上がりこんでしまった。

　目の前を通り過ぎる際に、恐る恐るお友達に視線を向けたのだが、クワッと睨みつけてくる。

　速攻で地面のアリさんをカウントし始めるシャバ僧のボクチャンなのであった。




※　　※　　　※




　とりあえず、リビングにお通しすることになったのだが……なんだこの状況は。

　美紗はソファに深く腰掛けて機嫌よさげに脚を跳ねさせているし、一方お友達はというと縁にチョイと腰を乗せて全体的に前に屈みこみ、視線を下に漂わせている。

　ハジメはというと、とりあえずお茶を出した後はお友達には一切視線を向けず、ただただ美紗に眼力で「説明プリーズ」と懸命に信号を送り続けていた。

「はぁ～……このお茶美味しいねえ。産地はどの辺なんだろ？」

　肝心要の美紗はと言うと、実にのんびりしたものである。頼むから空気読んで下さいおねがいします。

「…………ううぅ」

　お友達の発した呻き声に全身が跳ねるほど驚いてしまう。なにか粗相でもあったかと背中から冷や汗が滲み出てくる。

「…………ズズズ」

　どうやらお友達の方が部屋の空気を察しているようで、話題に上がったお茶を手に取ると器用に顔のバンダナをめくって啜るように飲み始める。

　チラッと見えた口元を見るに、とても美人さんであるようなのだが……じっと見続ける度胸はとても持ち合わせていなかった。

　自然と、視線は美紗へと向けられる格好になる。たまにコチラを見たかと思うと、自分では可愛いと思っているのか、首を傾げる仕草で微笑みなどを返してくる。

「あ、そうだったね。まだ紹介が済んでいなかったかな？」

　やっとそこかと思いつつ、エヘンと咳払いをしている美紗に注視する。

「こちらね、アタシのお友達の悪漢撃滅こと、愛称あっちゃん。よろしくしてあげてね」

　まさか、背中にでかでかと縫い上げられたのが名前だったとは。やはり、悪漢が苗字で撃滅が名前なんだろうか……って、やかましいわ！

　ほら見ろ、お友達ことあっちゃん……さんが、全身を震わせて美紗に強い視線を向けている。ただでさえ重かった空気が最悪に澱んできたのを感じる。

　はてさて、この状況をどうすればいいのだろうか。

　美紗はソファに踏ん反り返ってはハジメとお友達の合間で視線を遊ばしているだけだし、そのお友達は所在なさげに腕を組んだり戻したりしているだけだし。

　そこでハッと思い出す。そろそろ恵が帰ってくるかもしれないのだ。

　こんな異質な魔空間に戻ってきた日には、さすがの恵も驚くことだろう。

　ところにより、浮気を心配されたりは……絶対にないなと、あっちゃんさんのナリを見て確信する。

　片やもじもじ、片やそわそわとしている二人を見て、美紗は大きく深くため息を零す。

　やがて、場を取り持つように美紗が口を開いた。

「ハジメってさ、最近勇気がどうのこうの～って、言ってたよね？」

　突然そう話題を振られて少し戸惑ってしまったが、改めて恵に対するアタックを思い返してみる。

　そりゃあこんなしょっぱい男が、学園のマドンナである鷺ノ宮さんに──恵に惚れたんだ。

　なけなしの勇気だってそりゃあ振り絞るし、行動だってがんばって実行したよ。

　だけどな──、

　──そんなハジメの物思いを遮るように、美紗は笑みを浮かべてこう続けた。

「その時のハジメってさ、結構格好よかったと思うんだ。だって、学園一と評判の鷺ノ宮恵に玉砕覚悟で告白したんだよ？　まあ、手段はアレだったかもしれないけれどね」

　うぐう。それを言われるとなにも言えなくなる。

　頭を抱えているハジメを可笑しそうに眺めながら、ふいに過去の話を切り出す。

「……そういえばね、ちょっと昔の話なんだけどさ……アタシってば不良に絡まれちゃったことがあってね。しかも複数の」

「なんだって！　大丈夫だったのかよ美紗」

「ふふふ、ありがとう。でさ、アタシ的にも絶体絶命な状況で、あーもうだめかも？　って思ってた時に颯爽と現れて助けてくれたのが──このあっちゃんなのです」

　そんなことがあったのかとふと目を向けると、あっちゃんさんは俯きながらも顔を赤らめている様子である。

　こうなるとハジメも現金なもので、先ほどまで恐怖しか感じなかったこのお友達への印象が、幼なじみを助けてくれた恩人に対するものへと感化されてしまう。

「格好よかったな。こう、並居る不良たちをバッタバッタと……あれは合気道なのかな？　まあいいや、そんな感じで助けてくれたんだ。女の人なのに、すっごい勇気だよね」

　美紗は身振り手振りを交えながら、その時の状況を熱心に語りかけてくる。

　あの内向的であった美紗がここまで感情を露わにするなんて、と変なところで感心してしまった。

　やや興奮気味に話を続けていた美紗であったが、ここで額の汗を一つ拭うと手元のお茶を引き寄せる。

　そして、ふうっと気持ちを落ち着かせるように一息入れると、表情を改めてこう続けた。

「…………怯えないから勇気があるんじゃない、怯えても先に進めることを勇気と言う──ってのは、誰かさんの受け売りなんだけどね」

　隣のあっちゃんさんが紫の裾をピクリと動かして反応を示す。俯いていた顔をますます深くするように、大きなため息をもらしている。

　横目にその様子を見ながら何事か頷くと、美紗はソファから立ち上がった。

「それじゃあ、お茶ご馳走様でした。アタシのできることってこんなところかなって思うしね」

　なにを一人で納得しているのか、そう言い置いて美紗はリビングのドアへと歩き出した。そして、ドアをくぐる際に思い出したように振り向くと、

「じゃねハジメ、あとよろしく。……あと、今のあっちゃん──恵って、ちょっと格好悪いと思うよ」




※　　※　　　※




　美紗が玄関から出ていく音を耳の端で聞きながら、今の言葉を頭で反芻する。

　あとよろしくって言われても……いや、そうじゃない。今、美紗はなんと言った？

「…………うううぅ美紗のやつ、好き放題に言いやがって」

　なにやら聞き覚えのある声が鼓膜を伝わり脳へと至る。先ほどまでずっと脳裏に浮かべていた女性の笑顔がスッと浮かび上がった……ような気がしたのだが。

　思いきって振り返ってみる。

　白いバンダナを首元まで下ろし、なんともバツの悪そうな表情を浮かべている最愛の彼女こと──恵の姿がそこにあった。

　あんまりな事態に思考が思わず停止する……いやいや、まだ慌てる時間じゃない。

　一旦落ち着こう、がんばれハジメ、よーーーく見るんだ。

　髪型は違うけど、首から上は確かに恵である。けれど、下に目を向けると悪漢撃滅ことあっちゃんさんが鎮座しているのである……あれ、おかしいな？

「……あ、えっとあの……そのう。ハジメ……くん？」

　改めて姿勢を整えると、恵は恐る恐るといった態でそう語りかけてくる。

　しかし、当のハジメにはなかなか響いてこない。うーむと唸ったきり、すっかり自分の世界に没頭してしまう。

「うん、まあ少し……びっくりしちゃうよね。突然こんな、ちょっとハデめな格好で現れちゃったんだもんね」

　ちょっとハデめの格好……うん、さすがは恵だ。どんな格好をしていても服の方がピタリと合わせてくれているようだ。うん……うん？

　しばし、沈黙の時間が流れる。リビングに掛かっている年代物の時計の音が、二人の心に重く響き渡る。

「そのね、ハジメくんにはずっと言わなきゃって思ってたんだよ……本当だよ!?」

　気まずい雰囲気を打ち破るように、恵は若干身を乗り出して口を開いた。

　俺は恵を信じていたよ。さすがは相思相愛のカップルだ、恋人たちに隠し事なんてなかったんだよな！　なっ！

　ハジメのただならぬ様子に少しだけ眉を寄せたものの、恵は小さく首を振って語り続ける。

「あの……私ね、小さい頃から合気道をやっていたの。というのも、家が合気道の──太南流って知ってる？　その開祖の血を受け継ぐ家系なの」

　その名前は聞いたことあるぞ。確か、日本古武術の流れを汲む実戦的な武術だったよな。さすがは大和撫子！　趣味はお琴と古武術を少々って素敵じゃないか！

「──それで、子供の頃からおじい様に厳しく手ほどきを受けてたんだ……あの、聞いてる？」

　祖父ちゃんをおじい様とか、ひょっとして鷺ノ宮家ってば上流階級なのかしら。ということは恵ってばお嬢様で──メイドさんとかもいたりして!?　無論聞いているぞマイハニー、どんどん続けてくれたまえ。

「……それでね、そのおじい様なんだけど、とても正義感の強い人でね。正しき義を行使するためには正しき力を持つべしって考えだったの……」

　キタコレ！　彼女は正義の味方でした。強くて美しくて清楚でってどこまでパーフェクトなんだ。鷺ノ宮恵……恐ろしい子。

　恵の目に危険なものが一瞬走り抜ける──が、すぐさま手で顔を覆うと何事もなかったように話の先を続ける。

「私も小さかったから、その教えに傾倒しちゃって……まあ腕試しなんて面もあったんだけど、街の平和を守ろうって自主的にパトロールとか始めたの…………」

　小さい頃の恵も、そりゃあ可愛かったんだろうなあ～……そんなちびっこが街を守ろうだなんて、まるでどこかの魔法少女みたいだ。魔女っ娘メグミか……いいなソレ。

「…………って、おい！　オレの話をまともに聞いてるのかコラッ！」

　テーブルを力いっぱいバンッってされて、思わずヒッと身を屈めてしまう。

「ここまで話したんだから最後まで聞きやがれ！　それで街の不良をシメて回ってたらいつの間にか舎弟が増えてきてな……気がついたら『悪漢撃滅』なんてチーム背負うことになっちまったんだよコノヤロー！」

　襟首を掴まれて顔を引き寄せられる。それと共に、ハジメの正気も一気に引き寄せられた。

「でもな！　アイツらも決して悪いやつらじゃねーんだよ！　ちょっと心が弱いだけなんだ！　だから……だからぁ」

　恵の目に大粒の涙が溢れてくる。その潤んだ瞳でハジメの顔を見つめたまま、恵は胸元に飛びこんできた。

「だからオレは……私はぁ、自分より強い人に……心の強い人に支えてもらわないと、もう……もう限界なのよ！」

　実家や学園から寄せられる要求、心の弱い者たちから寄せられる羨望、そんな過度な期待と向き合わなければならなかった本当の自分。

　腕の中で身体を震わせ続けている、そんな本当の恵の姿を見て、ハジメは正直心が痛かった。

　そんな彼女の、強い人間を演じ続けなければならなかったもう一つの側面を、ハジメは素直に受け入れられなかった。あえて、現実から目を逸らしてしまったのだ。

　恵はハジメの胸の中で熱い涙を流し続けている。

　凜々しくて、強くて、周りからも認められていて……でもずっと孤独だった恵。

　その事実から目を逸らして、彼女のいい面だけを見ていたいだなんて、そんなことは決して許されない。男として許されることではない。

　ハジメは恵を落ち着かせるように、その震え続けている肩に手を添える。

　そして、新たな決意を秘めた瞳で恵を──自分の彼女を見つめ続けた。

　恵もまた、そんな真摯な瞳を向けてくるハジメを──自分の彼氏を見つめ返す。

「恵……俺に、キミを受け止めるだけの度量があるかどうか……それはわからない。正直言うと、俺だって心は強い方とは言えないからね」

　ビクッと身体を震わせて、まるで縋るように見上げてくる恵を安心させるべく、両手いっぱいに優しくギュッと包みこむ。

「だけど……俺はきっと、恵を支えられる男になってみせる。代わりに、俺が倒れそうになった時は……恵が支えてくれると嬉しいな。それじゃあダメかな？」

　人の強さには限界がある。心に至ってはそれが顕著だと思う。

　だからこそ、人は支え合って生きていく訳だし、そうして共に進んでいかなければならないんだと思う。

「弱い俺だからこそ、そういう考えに至れたのかもしれない。それと同時に、愛する人を守れるように、弱いままでもいけないなと……そう思うんだ」

　目から涙を溢れさせながら、恵はパァッと笑みを浮かべる。

「ハジメくんは、やっぱり強い男だ……愛してるよ、私の彼氏さん」

　すっと腕をハジメの首に絡めると、ごく自然な動作で唇を寄せてきた。




※　　※　　　※




「んっ……ちゅっ……ちゅるっ！　んちゅっ、ちゅちゅ……んはぁ[image: ]」

　横たわるハジメの上にまたがると、恵は甘えるように身を寄せてきた。

「あむん、んふ[image: ]　ちゅちゅるっ……ちゅるるるっ！　あはぁん[image: ]」

　心の隙間を埋めるかのように、舌を口内に差しこみ強く絡ませ合わせる。

　お互いの唾液を啜り合い、嚥下してはまた求めてくる。信頼し合った恋人同士だからこそできる、蕩けるようなディープキス。

「んう、はむっ！　好き[image: ]　大好き[image: ]　もっと、もっと飲みたいのぉ！」

　そう言いながら恵は身に纏っていた紫の特攻服をはだけさせ、そのたわわに実った白い乳房を露出させる。

　すでに肌はほのかに艶を帯び、汗でしっとりと濡れそぼっていた。

　そっと唇を離すと、甘く香る首元に舌を這わせてみる。口の中に広がる恵の汗と、うなじから立ち上る女の薫香に、ハジメは眩暈にも似た感覚を覚えてしまう。

「あんっ[image: ]　首とか耳の辺りって……私、弱いんだってばぁ……うんんっ[image: ]」

　身体をくねらせて、恵は素直に歓喜を露わにする。

　本当の私を知った上で受け入れてくれて──そして変わらず愛してくれる。

　そのハジメの想いが、恵にはとても嬉しかった。

「うん、恵の身体はどこを舐めても……甘くて美味しいな」

　ハジメの舌が、弾けるような若さ溢れる恵の白い肌を吟味していく。

　首筋に赤いマークを刻まれるたびに、恵は切なげな嬌声を口から漏らした。

　そして、目の前で柔らかそうに揺れ動く恵の乳房に手を添え、そっと優しく揉みしだいた。

「ああっ……ハジメくんにオッパイ触られるの、好き[image: ]　なんだか、とても安心できるんだもん[image: ]　あああぁっ！」

　まだ乳首に触れないように、ハジメの指は乳輪にそってゆっくりと円を描く。

　焦らすようにゆっくりと、たまに息をフッと吹きかけるなど、ハジメの愛撫を受けて恵の身体は確実に高まっていった。

「おっぱいすごいっ！　あああんっ[image: ]　[image: ]っ、ふぅっ……ふああぁぁぁーーー[image: ]」

　ツンと主張する二つの突起が目の前で淫靡に揺れ動く様は、まるでハジメを誘惑するかのようだった。

　堪らずに、ハジメは赤く張り出した乳頭にしゃぶりつく。

　口内に飛びこんできた熱い乳首を舌上で転がし、犬歯で引っ掻き、そして強く吸いついてみる。まだ乳は出る訳もないのだが、不思議と口中に甘い風味が広がり始める。

「んふ[image: ]　ふふふふふ……なんだかハジメくんってば、赤ちゃんみたいで可愛い[image: ]」

　わが子を腕に抱く母のような、そんな柔和な笑みを浮かべてそっと頭を撫でてみる。

　ハジメは実に心地よさそうに、目を細めて恵の手に身を任せてくる。

　そんな表情を見て、恵の母性はたまらなく刺激されてしまった。

「ほら、ママのおっぱいですよ[image: ]　ハジメくんだけしか吸っちゃだめなおっぱいなんだからね[image: ]」

　先ほどのむしゃぶりつくような感じではなく、優しいタッチで乳を吸われる甘い刺激に、恵は大きく身体を震わせた。

　そんな恵の顔を引き寄せて、ハジメはそっと恵の口に舌を差し入れる。

「ちゅちゅっ[image: ]　んちゅっ……んふふふふ、ちゅぱっ[image: ]　あーーーん、ちゅ[image: ]」

　思うさま恵の舌を舐り続ける。恵も積極的に舌を差し入れ、ハジメの愛撫に応えてくる。

　そんな最中、ハジメの舌先になにか硬い感触が伝わってきた。

（……なんだこれ？）

　タブレット菓子のような、そんな舌触り。

　口を離して恵を見つめると、まるでいたずらがばれた子供のような笑みを浮かべている。

　そして、ベーっと舌を出して見せると、そこにはホレキメの錠剤が一粒鎮座していた。

「ちょっ……恵！　いつの間に」

　舌を錠剤ごと口内に収めると、笑みと共に飲みこんでみせる。

　それだけの仕草なのに、ハジメにはとても淫靡なものに感じられた。

「なあ、それはもう……必要ないんじゃないか？」

　確かに、ハジメの恋の後押しをしてくれたものなのであるが、それと同時にハジメの心の弱さが生み出したものでもある。

「ん～[image: ]　……だって、美紗から聞いたわよ。これの成分って、ハジメくんの精液なんでしょ？」

　ハジメは小さく頷いてそれに答える。

　そんなハジメに手を伸ばすと、恵は甘えるように腕を絡めてきた。

「だったらね……一錠たりとも無駄にはできないでしょ[image: ]　だって、ハジメくんがわたしのために出してくれた精液なんだもん[image: ]」

　見る間に目がトロけ始め、口から涎が零れ出てくる。

「そ・れ・に[image: ]　ハジメくんへの好きって気持ちがぁ……もっともっとってなっちゃって、もう堪らなくなるの[image: ][image: ][image: ]」

　そう言うと、ガバッと体位を変えてペニスに顔を寄せてくる。

　仰向けのハジメの上から逆向きで覆いかぶさる体位──つまりは６９である。

　恵は眼前でそそり立っているハジメのペニスに手を添えて、ゆっくりと口内へと導き入れる。

「あーーーーーーん[image: ]　んちゅっ！　あはぁぁぁぁぁんっ[image: ]　ハジメくんのおちん×ん、硬くって素敵なのぉ[image: ]」

　ペニスを口いっぱいに頬張り、顔を上下させて激しく愛撫し始める。

　そのたびに、恵の艶かしいお尻が揺れ、その割れ目からは膣口経由で愛液がポタポタとハジメの顔に降り注いでくる。

「んちゅ、んぱっ[image: ]　あむん、れろれろ……おちん×ん、おちん×ん[image: ]　もっと愛してあげるからね[image: ]　ちゅるっ、ちゅぅぅぅぅぅぅぅぅ！」

　はやくハジメの精液を味わいたいとばかりに、夢中になってペニスを吸い上げる。

　ハジメも負けじと、ほどよく締まった恵のお尻に手を添え、左右に押し開いてヴァギナに舌を這わした。

　舐めても飲んでも、後から愛液が染み出てくる。たまにクリトリスを刺激すると、恵は身体を跳ねさせて愛らしい反応を返してくる。

「あはっ[image: ]　私のおま×こ、とっても喜んでるの[image: ]　もっと、もっと私を愛してくれると嬉しいな……あああぁぁぁっん！」

　ハジメの舌がヴァギナの奥まで入ってくる。指で左右に押し広げられ、膣道の襞を優しく舐り上げる。

　お返しとばかりに、恵の舌がハジメの鈴口に差しこまれた。

　優しく両の玉を揉まれながら、男の一番敏感な箇所を舌先で穿られる感覚に、ハジメは思わず腰を浮かしてしまう。

「……そろそろ、ちん×ん限界……かも」

　一滴も逃さないように口内へと肉棒を導くと、恵はカリに沿うように舌を回して新たな刺激を与え続けた。

「んっ、[image: ][image: ][image: ]ぅ[image: ]　ちょうだぁい……ハジメくんのおち×ぽ汁、恵の喉奥にたくさん打ちこんでぇ[image: ]」

　喉の最奥に亀頭が触れた瞬間、たまらない快感がハジメの背筋を走り抜ける。

　甘美な感覚に脳奥が焼き切れたその時、恵の口内に大量の精を解き放った。

「んんんんんっ……んむっ、んぐ、ちゅるるっんちゅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ[image: ]」

　口の中で暴れ回るペニスから幾度も精が吐き出される。

　それをこぼすことなく、喉の奥へと送りこむ。食道を熱い液体が通過する耽美な感覚に、恵は思わず高みへと駆け上ってしまった。

「あっ……[image: ][image: ][image: ]っ、い、いぐっ……ひっ、ひぎぃぃぃぃぃぃ[image: ][image: ][image: ]　わらひっ、いっ、いぎまずっ、ふわぁぁぁぁ[image: ]っ、ふはっ、はひゃあああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ～～～～～～～[image: ]っ[image: ][image: ][image: ]」

　プシャーとハジメの顔いっぱいに恵の潮が降りかかる。迷うことなく口を寄せると、ハジメは喉を鳴らして噴き続ける恵のモノを嚥下していった。

「[image: ][image: ][image: ]っ、飲まれてる……わらしのぉ[image: ][image: ][image: ]　おま×こ汁っ、ハジメくんにのまれでるのおおおおおぉぉぉぉぉっ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　腰をヒクつかせるたびに新たな潮が湧き出てくる。顔中をベタベタにしながら、懸命に舌を這わせて舐め取っていく。

「だめぇ、まだだめなのぉ[image: ][image: ]　おち×ぽ汁っ、まだまだ欲しい、ち×ぽっ、おち×ぽっ、もっどちょうだぁいぃぃぃぃぃ～～～[image: ][image: ][image: ]」

　射精し尽くしたペニスを搾り取るように、また口の中で扱き立ててくる。

　玉への愛撫も強く激しいものへと切り替わり、ハジメは思わず腰を震わせてしまう。

「ちょ……恵！　そんなに強くされると、あれだ、別のものが出ちまう……かも」

　その呻きが聞こえたのか、執拗に鈴口に舌を差しこみ、休みなく吸い上げ続ける。

「じゅるるるるるっ！　んちゅっ！　ちゅるるるるる～～～～～～～～～っ」

　精巣からのエマージェンシーコールがハジメの脳内に鳴り響く。

　強く、激しく吸われ続け、下腹の緊張が緩みつつあるのを懸命に堪え続ける。

　しかし、健闘已むなくハジメの膀胱は決壊の一途を辿ってしまった。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ……ごくっ、んふふぅぅぅぅ、あはあああぁぁぁぁっ[image: ][image: ]　ハジメさんのお汁、もっどおおおおおおおぉぉぉぉぉぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　ハジメの精液じゃない方の汁を、恵は悦びの咆哮と共に呑みこんでいく。

　止めようにも止まらない。まるでストローで吸い出されるように、ハジメの体内から恵の体内へと取りこまれていく。

　やがて全身がブルッと震えると、ペニスから最後の一滴が零れ落ちる。

　それを見届けたかのように、恵は獣のような甲高い嬌声を上げると腰を二度三度とヒクつかせ、やがてハジメ目掛けて熱い体液を放出し始めた。

「[image: ][image: ][image: ]……[image: ][image: ][image: ][image: ]　[image: ]はぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ[image: ][image: ][image: ]」

　朦朧とした思考を振り絞った結果、ハジメは流れ出るソレを塞ごうと、恵のトロけきったヴァギナに口をつけた。




※　　※　　　※




「……なんかもう、呆れを通り越して尊敬の念すら覚えてくるわね」

　ハジメの部屋のドアを開けて、美紗が開口一番にそう言い放った。

「その……なんだ、うん。俺もどうかな～とは思ったんだけどね。本当だよ？」

　──あれから、休む間もなく正常位へと雪崩れこみ、腰が抜ける勢いで一回。

　恵の身体を後ろから、まるで野生動物の交尾を連想させる後背位で一回。

　合間にピロートークなどを挟みながら、お掃除フェラからの騎乗位で一回。

　そしてちょうど今、恵の膣内にドピュッてしたところで、美紗が戻ってきちゃったという状況なのであった。

「ていうかクサッ！　あーもうこの部屋全体が青臭い！　ちょっと、本当に息がしづらいレベルだよ……もうっ！」

　ズカズカと部屋に押し入るなり、絡まり合ったハジメたちの視線をよそに窓を開け放っていく。

　外から流れこんでくる外気の涼しさが、二人の火照った肌を優しく宥めてくれた。

「えへへへ……だってぇ。ハジメくんってば、私を離してくれないんだもん」

　若干含みのある美紗の視線を受けながらも、恵の腰はカクッカクッと動き続けている。

「いやいや、恵の方こそ俺のをずっぽりと咥えこんで離してくれないじゃないか」

　そんなことを言いながら、ペニスは怒張を維持しながら恵の子宮を突き続けている。

「ハジメくん……」

「恵……」

「二人とも……って、他人の目もあるってのに本当によくやるわ」

　肺の中を空にする勢いで深く大きなため息を漏らす。

「まあ、なんだかんだとラブラブになれたようでなによりだわ。それじゃあアタシは晴れて、愛のキューピッド役はお役御免ってことね」

　カーテンを調節し終えると、美紗は身を翻してドアへと向かっていった。

　そんな美紗の様子を見ていた恵は、ハジメの上で少し怪訝な表情を浮かべる。

　そして腰の動きを止めると、ゆっくりと美紗に語りかけた。

「美紗……ここで背を向けて、本当にいいの？」

　ドアノブに手を伸ばしかけていた美紗の動きが止まる。

「あのさ、美紗がさっき話してたこと……覚えてる？」

　腰を若干グラインドさせると、恵は静かに美紗へと向き合う。

「……なにが言いたいのよ」

　ハジメの上にまたがっている恵に対し、少しだけ強い視線を向ける美紗。

「たとえ怯えていたとしても、それでも前に進める心」

　ここで一度区切る。そして、呼吸を整える仕草をすると恵は続けて言葉を続けた。

「ねえ、美紗ってば……さっきあれほど得意になって言ってたことからさ、自分だけ目を逸らしているんじゃないの？」

　キュッと膣内が締まるのが感じられる。それだけ、恵も緊張しているのだと言うことがわかる。

「……っ！　な、なに言ってるのか、ちょっとわからないんだけど」

　美紗は戸惑いながらもそう切り返す。

　二人の間に静かな緊張感が走り抜ける。

　ハジメはただ、そんな二人を交互に見やることしかできなかった。

「…………あのさ、はっきり言って、美紗はハジメくんのことが好きだよね」

　若干の動揺を押し隠すように、ぷるんと白い乳房が揺れ動く。

「昨日、私の相談に乗ってくれた時──美紗はこんなことを言ってたんだよ？」

『ハジメなら大丈夫だよ。だって、アイツってば見た目によらず懐が深い……違うな、バカがつくほど生真面目？　うん、ひねた印象があるかもだけど、根っこは案外熱血漢ていうかさ……ぶっちゃけ単細胞だからね』

『それに、惚れた女の子からの真摯な告白だよ？　ハジメがそれで袖にするなんてないない。それだけは絶対に保証するよ』

『なんて言っても、ハジメは嘘と椎茸がなにより苦手だからね。ちょっとヘタレなところはあるけど、目を逸らさずに正面から飛びこんでみなって。諸手を挙げて……受け止めてくれると思うからさ』

　──なんて、本当は自分だって内気で引っこみ思案なくせに、そう言って恵を送り出したらしい。

　その時の様子を、恵はオーバー気味な身振りで語り続ける。そのたびに、カリや鈴口にほどよい刺激が与えられるが、さすがに空気を読みました。

「そんな様子で、私の知らないハジメくんの話をしている美紗を見てね……正直、嫉妬すら覚えちゃったんだよ？」

　美紗を見ると、口を一文字に結びながらも視線を下へ漂わせている。しかし、顔は真っ赤に染まりきっていた。

「だからさ……こんな状態の私が言うのもなんだとは思うけど、ここが美紗の勇気の見せどころなんじゃないかなって……ね」

　正直な話、ハジメにとっては寝耳に水であり、青天の霹靂であった。

　美紗が自分に好意を寄せている……？

　確かに、好意がない相手に対し、実験とはいえ……その、ペニスを口に咥えたりはしないか。

「……はぁ？　アタシがハジメのことを好きだって!?　恵ったら、Ｈしすぎてちょっと思考が鈍ってるんじゃないの？」

　ハジメの物思いをよそに、口の片端をグイッと上げながら、美紗はそんな風に言ってのける。

　しかし、ハジメは知っていた。

　美紗が強がりを言う時は、決まってそういう表情をするということを。

「……ふぅ～ん、そうなんだ。じゃあ、ハジメくんを私一人が独占しちゃっても……いいんだ？」

　そう言って腰のピストンを再開し始める。くちゅくちゅと湿った水音が股間の辺りから響き渡る。

「この硬く反り返ったおちん×んも、優しく包みこんでくれる両腕も、私に愛を囁きかけてくれるこの唇も……うんっ……んちゅ[image: ]」

　見せつけるように深く舌を差し入れてくる。甘くて熱の篭った口内が実に心地よいのだが、美紗の視線が突き刺さるように向けられると、少しだけペニスが萎んでしまう。







[image: ]







「うん……ちゅちゅ、ちゅるるるっ[image: ]　はむん、ちゅぱっ！　いいの？　本当に……ハジメくんのすべてを、私がもらっちゃうよ？」

　美紗はというと、表情がすでに顔芸の域に達していた。人間、ムリにニヒルな笑みを浮かべようとすると、こんな顔になるのかと変な意味で感心してしまう。

「…………へえ、本当にハジメくんには……興味がないんだ」

　甘えるようにおっぱいを胸板にこすりつけながら、恵は熱い吐息と共にそう告げる。

「だから……アタシは最初からそう言っているじゃない。も、もう帰らせてもらうから──」

「じゃあさ……そこにあるソレ。飲むことができるよね？」

　二の句を継げさせない、そんな気迫がそこにはあった。

　ゆっくりと手で指し示した先には──ホレキメが入ったケースが鎮座していた。

「美紗の心の中に、ハジメくんへの恋心がないって言うなら、それを私の前で飲むことが……まさか、できるよな？」

　語尾の声色がドス交じりになる。思わずペニスがヒュンってなったが、ヴァギナに強く包まれてその硬さを取り戻す。

　まあ、恵もだまし討ちの形でこのホレキメを飲まされたのだ。

　結果的によい形に落ち着いたとは言え、まだ心にわだかまりが残っていたのだろう。

　無論、それだけではないとは思うのだけど……。

　美紗はと言うと、先ほどの顔芸はどこへやら、実に困った表情でホレキメと恵とを視線で行ったり来たりさせていた。

「さあ……それを飲んで見せて。そして、自分はハジメくんなんてなんにも思っていないって、私に証明して見せて」

　声色はあくまで優しいが、そこには一切の拒否権は認めないと、目で明確に語りかけている。

「……わ、わかったわよ。飲めばいいんでしょ飲めば！　なによ、私は最近のハジメはちょっといいかな……とか、喧嘩弱いのに惚れた子を助けるために立ち向かったのカッコいい……なんて、少しも思ってたりしないんだから!!」

　そう言うなりホレキメのケースを取り上げると、えいやっとまとめて数錠を口に含み、二人に見せつけるように咀嚼すると──ゴクリと飲みこんだ。




※　　※　　　※




「……ほらっ[image: ]　なんりも……なってぇない、でしょう[image: ][image: ][image: ]」

　両腕で自分を掻き抱くようにして、ガクガクと震える内股を擦り合わせながらも美紗は口の片端を上げながら笑ってみせる。

　そんな美紗の様子を見て、恵はさも可笑しそうにニコニコとしていた。

「ほんじゃ……あらしはぁ……あんっ[image: ]　もう帰るぅ……からねぇ[image: ]」

　美紗はそう言ってドアに向かおうとする。しかし、脚に力が入らないのか腰を抜かしたようにハイハイで向かっているのがなんともである。

「まだそんな強がりを言っちゃって……そこまで明確に態度を示されちゃったら、もう言い逃れはできないんだから」

　そう言って恵は腰を浮かすと、ヴァギナからペニスを引き抜いた。ゴポッと音が出るくらい膣口から精液が溢れ出てくる。

「さあ、美紗がなんにも思っていないと言い張ってるハジメくんのところに行きましょうね。ほらほら、もうしょうがないんだから」

　産後間もない小鹿状態の美紗を軽々と持ち上げると、ハジメの寝ているベッドめがけて放り投げた。

「ひゃんっ[image: ]　あ、あああああ……ハジメぇ[image: ][image: ][image: ]」

　ある意味、今一番目にしたくない顔を見下ろす格好になってしまった。自分に向けられる視線、ほのかに香る体臭、熱く湿っている肌──そのすべてが美紗の心や身体を、子宮を強く響かせる。

「あ……[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　ああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ[image: ]」

　それだけで、美紗は全身を反らして強烈なアクメを迎えてしまった。

　自身の、まだ未発達な乳房の先端やクリトリスが、まるで別の意識を持ったかのように美紗の快楽中枢を刺激し続ける。

「ほぉぉぉぉ……おほぉぉっ[image: ]　あふぇ……ふ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　プシャッと潮が噴き出す。

　パンティのクロッチ部分の保水力を超えたモノが、艶かしい水滴の跡となってシーツを彩り始める。

「だ……だいじょうぶか美紗！　なんだって、あんなに大量に飲みこんだりしたんだよ！」

　一錠飲むだけで効果はテキメンである。それは、恵の一件を見ても明らかだったはずだ。

「ら……らっへえぇぇ[image: ]　たくさん飲まにゃいと……また、自分を偽っちゃいそうだったん……あひぃっ[image: ]　らもん[image: ][image: ]」

　呂律の回らない口調で美紗はそう内心を吐露する。そのたびに口の端からとめどなく涎が零れ落ち、ハジメの顔を染め上げていった。

「もうだめぇっ[image: ]　さすがはアタシが作ったおくすりなのぉっ[image: ]　もうなっちゃうぅ……ハジメにしゅきってイっちゃううううぅぅぅぅぅぅっ[image: ][image: ][image: ]」

　美紗は、本日二度目のオルガスムスを甘受する。

　ペニスを塗らしていた恵の愛液を自分のモノで上書きをするように、強くこすりつけては熱い吐息を漏らし続けている。

「ほらほら、ハジメくんに身体を見てもらいましょう。はい、捲るわよ」

　恵は美紗の制服の上着を捲り上げ、ブラジャーを露わにさせる。

　恵の手によってブラジャーがずらされると、小振りだが確かな膨らみを主張している美紗の乳房がのぞいた。

「ほら、もっとしっかりと伝えないと……ハジメくんに伝わってないかもよ」

　美紗の後ろに回りこみ、その乳房をそっと愛撫するように抱きかかえる。

「ひゃいっっっっ[image: ]　アタシはぁ……ハジメのことが、しゅき……だいしゅきなのおおおぉぉぉぉぉっ[image: ][image: ][image: ]」

　顎を反らせながらイキまくる。そしてハジメの股間に温かい液体がジワッと広がる感覚──嬉ションをキメながら、人生初となる愛の告白を行った。

「はひっ、はひっ……はひぃぃぃぃぃ[image: ]　ハジメに、おしっこ……かけちゃった、のおぉぉぉ[image: ][image: ][image: ]」

　ガクガクと揺れ動いてはイキ続ける美紗を、恵はそっと優しく抱き寄せる。

「美紗はハジメくんのことが大好きだったんだよね……。ごめんね、そんな美紗に、知らなかったとは言え恋愛の相談なんかしちゃって」

　高ぶった美紗を落ち着かせるように、恵は優しく頭を撫で続ける。ぐずる赤子が母にあやされるように、ゆっくりとだが美紗は落ち着きを見せ始めた。

「…………ぐすっ、だって……アタシはこんな性格だから、いつもクラスで浮いちゃって……でも、ハジメはそんなアタシを受け入れてくれて……なにかと支えてくれて。薬学愛好会だってバカ正直に付き合ってくれてさ……いっつも側にいてくれるんだもん。そんなの、好きになっちゃうに決まってるじゃない……ぐすっ」

　涙やら鼻水やらで顔中をくしゃくしゃにして、美紗は俯きながらそう零し続ける。

　幼なじみだったから。

　いつも一人で寂しそうだったから。

　ハジメにとって、美紗は昔から知る友達であり幼なじみであり、そして一番身近にいた異性でもあったわけで……。正直、意識はまったくしていなかったかと言われると、そんな訳はなかった訳で。

　目の前で小さく肩を震わせて泣き続ける幼なじみの姿が、ハジメにはとっても愛おしく感じてしまう。このまま抱き寄せてその愛に応えたくなってしまう。

「ハジメくん。ほら、どーん」

　そんな様子を見ていた恵は、文字通り美紗の背中を押した。小さな悲鳴を上げて美紗がハジメの胸に飛びこんでくる。

「これで美紗と私に借り貸しはなくなったかな？　あの、ハジメくん。今だけは、この子の思いに応えてあげてちょうだい」

　はにかんだような笑みを浮かべて、そう恵は口を開いた。

「告白が、早かったから、遅かったからだけで割りきるには、恋心というものは踏んぎりがつかないものだと思うの。だから、美紗のその思いも……受け止めてあげてほしいの」

　落ち着いた口調でそう述べる恵。色々な葛藤はあるだろうが、彼女はそれらをすべて呑みこんだ上で言っているに違いない。

「……ハジメ。嫌じゃなかったら、アタシの思いも……受け取って欲しい」

　美紗も縋りつくような瞳を向けてくる。

　その弱々しい瞳を向けられて、ハジメは小さく、しかし強い頷きを返す。

「恵も、美紗も……それで、いいんだな？」

　そう聞いてしまうのは、ハジメの心の弱さゆえなのだろうが、そんな心の有り様すら二人の少女には心地がよかった。




※　　※　　　※




「えへへへ、ハジメとの初キッス……んちゅ、ん……あむん[image: ]」

　ベッドを調え直すと、小さな美紗の身体を膝に乗せて向かい合う──いわゆる体面座位の体勢で顔を寄せ合い、そのまま口付けを交わす。

　触れ合う程度の軽いキスで美紗のプルンとした唇の感触を楽しんだ後、ハジメは口内に恐る恐るといった態で舌先を差し入れてみた。

　ビクンと体を震わせて驚いた様子を見せたものの、やがて美紗はゆっくりと口を開き、ハジメの舌を自分の中へと導いていった。

「んっ……ちゅるる、ちゅちゅっ[image: ]　んちゅちゅ、ちゅぱっ、ちゅるるるるっ[image: ]」

　舌を絡ませ、そのザラザラとした感触を味わい、互いの唾液を啜り合う。

　目を瞑っていた美紗が薄目を開けてハジメの様子を窺う。やはり目を細めて美紗の愛らしい様を眺めていたハジメの視線と交差しては、どちらからともなく目を閉じる。

　馴れ親しんだ幼なじみと交わす初めてのキスは、やはりレモンの味などではなくて、でもどこか甘酸っぱいような、そんな不思議な味覚だった。

「あん……んちゅ[image: ]　んんんんん、ぷはぁっ！」

　名残惜しそうに二人は唇を離す。

　美紗は、そっと自分の口に指を添える。熱にうかされたように自分の唇を弄る様は、どこか淫靡な感じをハジメに与えた。

「えへへへへ、ハジメの唇ってちょっぴりカサカサしてるんだね。こんど、リップクリームでも調合してあげようか？」

　いつもの美紗らしさが顔を覗かせる。しかし、その有り様さえ、今のハジメには愛らしく感じてしまう。

　高鳴る胸の鼓動を鎮めようと、そっと自分の胸を押さえる。

「……うん、なんだかとても心が落ち着く。ここ数日は胸がモヤモヤして、満足に睡眠すらとれなかったんだからね」

　胸に手を添えたハジメを見て、そっとその手に美紗が頬を寄せる。

　トクントクンと耳を通して聞こえてくる、大好きな人の胸の鼓動。

　美紗は目を細めてしばし、そのパルスに身を任せる。

　そんな美紗の小さな顔をそっと撫で、髪を軽く梳きながら指を絡めて遊ばせてみた。

「ふふふふふ……いい香りだろう。このシャンプーはね、ハジメの遺伝子情報を精査した上で、ハジメが根源的にもっとも好むであろう香料を配合した特別製なんだよ」

　美紗は甘えた口調で、そんな怖いことをシレッと言ってのける。

「それだけではないんだぞ。ハジメが視覚的に落ち着くであろう仕草を研究したり、聴覚的に思わずグッときちゃう台詞や語り口調、さらには──」

　それ以上聞くとＳＡＮ値が直葬されかねないと思ったハジメは、美紗の口をそっとふさいだ。

「あうん……うふ[image: ]　これでセカンドキスっと」

　なんだか先ほどから研究者っぽい口調で対応されているのだが、これも彼女特有の照れ隠しなのだろうとハジメは思うことにした。

　視線を落として美紗の小柄な身体を、改めて眺めてみる。

　小振りだが、異性を誘うようにツンと上を向いている可愛らしい乳房。そして、身体の割りに大きめなお尻は柔らかそうにプルンとしていて、実に女性らしい美しいラインを形成している。

　ハジメは本能のままに、そのお尻へと手を向けた。

　手の平いっぱいに感じられる、実に肉厚な美紗のお尻はハジメの性本能を確かに高める感触であった。

「あんっ……はあぁぁぁぁぁ[image: ]　うふぅぅぅぅん、そこ……好きぃ[image: ]」

　息が抜けるような嬌声が上がる。

　まだホレキメの効果が身体に残っているのもあるのだろうが、美紗の身体のどこを触れても甘く艶かしく応えてくれる。

　美紗の細い首筋に、ハジメはマーキングをするようにキスを繰り返す。

　初雪で染まった平原に初めて足を踏み入れるような、そんな気分を味わいながら真っ白い肌に赤いキスマークを残していく。

「これが、リア充御用達……伝説のキスマーク！　……あんっ[image: ]　まさか、アタシに刻まれる日が来るとは……うふぅぅぅぅぅん[image: ]」

　強く脈を打つ動脈に沿って舌を這わした時、美紗は鼻から抜けるような甘い嬌声を漏らした。

　今しがたつけられたキスマークに指をそっと添える。

　美紗はそれらを愛しそうに撫でると、ハジメにチュッと軽くキスをする。

「そろそろ、ハジメにもお返しをしないとね」

　膝上から身体を離すと、美紗は身体を屈めてハジメの股間部に顔を近づけてくる。

　そして、眼前で硬く反り上がったペニスに視線を注ぐと、亀頭の箇所を中心にキスの嵐を振りまいた。

　そこで、ふと美紗は動きを止める。そして、憮然とした表情でしばし考える仕草をした。

「…………あ～！　そうだった、そうなんだよね。アタシの初キッスは……この子に捧げちゃったんだよね」

　ホレキメの原材料を抽出した時のことを言っているのだろう。

　懐かしそうに何度か頷いていた美紗だったが、気を取り直すと改めてペニスへと向き直った。

　そっとペニスに手を添えると、カリに沿ってチュッチュと軽いタッチでキスを繰り返す。やがて唇は裏スジへと至り、ハジメの急所である二つの玉へと進んでいった。

「んぬっ！　そこは……できれば、やさしくしてあげてね」

　二玉に交互に唇をつけ、舌で弄り上げる。右の玉を口内に含むとコロコロと優しく舌先で弾き、空いているもう片方は指で撫でるように愛撫をした。

「ここでハジメの子種が生成されてるんだ……。ホレキメの原料になるハジメの精液が……んちゅっ[image: ]」

　ふだんはあまり触れないようにしようとしている箇所──その急所への絶妙なペッティングに、ハジメのペニスは限界近くまで高まってしまった。

「そろそろ、美紗の……初めてを、もらってもいいか」

　ペニスの先端から先走り汁が滴り始めている。それを指先で掬い上げてしばし弄んだ後、ハジメに見せつけるように舌を伸ばして舐め上げた。

　そして、花が開くような笑みを浮かべると、ベッドの上に四つん這いになって、こちらに向けてお尻を差し出してきた。

「まあ、なんで一方的に処女認定してるのかは置いとくとして……だ」

　美紗は、足の間からハジメのペニスに手を添えると、亀頭をヴァギナにあてがった。

「ここは永久にハジメ専用だよ。だからたくさん、アタシを愛してね[image: ]」

　この一言で、ハジメは胸がときめいてしまった。

　恵に対して不貞かもしれないが、この一言で、ハジメは美紗を愛してしまった。

「はあぁっっっ！！！！！！　[image: ][image: ][image: ][image: ]……[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ぁぁぁぁ」

　口をパクパクとさせながら、美紗は目を白黒させている。そして、目の端からは涙が一筋、スッと顔を流れ落ちていった。

　美紗の膣内が、ハジメのペニスをギュウッと締めつけてくる。

　思わずそれだけで達してしまいそうになるが、懸命に呼吸を整えてその波に抗った。

　そして、苦痛に顔を歪めている美紗の頬を優しく、労るように撫でる。

「大丈夫か美紗、痛かったら、一旦抜こうか？」

「ううん、そろそろ……大丈夫だよ。まあ、ホレキメの成分もまだ少し残ってるしね[image: ]　でも、できれば優しくしてほしいかも[image: ]」

　ゆっくりと腰を引いてみる。

　カリが美紗の襞を擦るたびに、美紗は切なげに声を漏らす。

「あぁ、ん、いいぃ、へ、平気だから[image: ]　あああぁっ！　ううん、ちょっと引っかかっただけだから……ね[image: ]」

　できるだけゆっくりとペニスを引き抜くと、今度は慎重に腰を押し進める。

　この誰も立ち入ったことのなかった美紗の膣内を、ハジメのペニスが何度も押し開いて進んでいく。

「あうんっ、あっ……うんっ[image: ]　はぁっ、はああああぁぁぁっ……はぅん[image: ]」

　美紗の口から甘い嬌声が上がり始める。ホレキメの効果なのか、膣口から愛液が多量に分泌されているのも一助になっているのだろう。

　大きなストロークは止めて、小さくコツコツと子宮口をノックする。

　そのたびに、美紗の手足は小さく震える。女の子の一番大事なところを、密かに恋心を抱いていた異性のモノで突かれる。それは、美紗にとってはたまらない快感であった。

「…………なるほどね、これは確かにストレスが溜まるかも」

　ハジメはその声の主にふと視線を向ける。

　恵が乱れた服のまま、興味深そうに二人のセックスを覗きこんでは、ぶうぶうと小言を漏らしていた。

「私の時は、こんなに優しくしてくれなかったのにな。なんか、ずるいな」

　そう言って、恵は自分のヴァギナに指を入れてクチュクチュとかき回し続ける。

　学園での彼女しか知らない人が見たら、恐らく卒倒するのではないだろうか。

「えへへへ、うらやましいかい？　まあ、乙女の一世一代の大舞台なんだから、やっぱり真摯に向き合って愛し合いたいじゃない」

「ううううう……私の時は、ホレキメを美紗に盛られた挙げ句に勢いで済ませられちゃったから……私はやり直しを要求したい！」

　こんな場面でもガールズトークに花を咲かせる二人。

　ハジメは少しだけやるせなさを感じてしまった。

「ええいっもう！　いくぞ美紗!!」

　そんな気持ちを振りきるように、美紗の子宮の形が変わらんばかりにペニスで突き上げる。

「あああああぁぁっ、あっ、あああっ[image: ]　すごいよハジメのおちん×ん[image: ]　アタシのお腹の中をボコボコと叩いてるのぉ[image: ]」

　何度となく最奥を突き、捏ね回し、緩く抜いてはまた叩きつける。

　そのたびに美紗の口からは艶かしい嬌声が上がり続け、否応なしにハジメの射精感を高めていく。

　身体は小さいが、いつも勝気に接してくる美紗。

　クラスでは内向的だが、実験室に篭るとすごい行動力を示す美紗。







[image: ]







　そんな、いつも身近にいた幼なじみが、後背位で貫かれながら切なげな喘ぎ声を上げ続けている。

　そんな光景を目の当たりにして、ハジメは背筋から快感が駆け上ってくるのを感じた。

「……ん、そろそろ……イキそうだ」

　その声を聞くなり、射精を促すかのようにギュギュッと膣内が締めつけられる。

「うん、いいよ……アタシの一番奥に、子宮口に密着させて射精して[image: ]　びゅーびゅーってたくさん出して！　ハジメの精液でぇ……アタシのおま×こ溢れさせてぇっ[image: ]」

　ぐちゅぐちゅと淫靡な水音が部屋中に鳴り響く。そこでふと、恵を孕ませたかもと慌てふためいた一幕がハジメの脳裏に浮かび上がった。

「だ……だめだよ！　もし、赤ちゃんができちゃったりしたら……」

「できちゃったらさぁ[image: ]　どうするのぉ[image: ]」

　熱くトロけきった瞳の美紗が、両腕に力をこめながらそう囁いてくる。

「できちゃったら……うん。無論、責任は取る」

　そう言いきった途端、美紗の両脚がハジメの胴体でガッチリと組み合わされる。

「もうっ……もうイクぞ！　美紗の膣内にたっぷりだしてやるからな！」

　そして、鈴口と子宮口が熱いキスを交わした途端、精の渦がペニスより駆け上がっていった。

「ひあああぁぁぁぁんっ、出てるっ、ハジメの精液！　こだねぇっ[image: ]　そんな、あ、んんっ、ああああっ、あついっ、こんなにあついの[image: ]　びゅーってされちゃったら、とんで、とぶっ、とんでいって[image: ]　いく、いくいくいくいくぅっ、いっちゃううううううううううぅぅぅぅぅぅーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー[image: ][image: ][image: ]」

　背中から快感の波が打ち上げてくるたびに、美紗の子宮に精液が叩きつけられる。

　その熱い精は美紗の身体の中から染め上げていく。ハジメの子種がお腹の中で元気に跳ね回り、目的めざして滑走し続けている。

「すごい、すごいのっ、ハジメの精液がぁ、アタシの子宮をいっぱいにぃぃぃ、イく、イくイくイくっ[image: ]　イッちゃうのおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　三回四回……五回、六回目の射精を迎えてブルッと身体が震え、やっと熱い迸りは収まっていく。

　美紗はベッドに突っ伏しながら荒い息を整えていた。

　ふと恵に視線を向けると、脚を大きく広げた状態で、こちらも深く息を吐いている。

　左右に開かれたヴァギナからは愛液が多量に零れ落ちている。恵も自慰でアクメを迎えたみたいだった。

「はあっ、はあっ……はあああああぁぁぁぁぁっ」

　ハジメも大きく深呼吸をして息を整えた。窓が開いているにもかかわらず、部屋中が精と愛液──男と女の匂いで充満している。

　とうとう美紗ともしてしまった。

　昔からの馴染みであり、また友達である美紗とも男女の仲になってしまった。

　その美紗はというと、まだハジメに絡まりながら、トロけるような笑みを浮かべて胸板に頬ずりなどをしている。

　そんな美紗を愛しく思いつつもベリッと剥がしてベッドに寝かしつける。

　そして、椅子でグッタリとしている恵を抱きかかえると、やはりベッドに寝かしつけた。

　勿論、ハジメはベッドの真ん中に身を収める。

　恵も美紗も、ハジメの腕枕にご満悦といった表情で身を擦り寄せてくる。

　しばらくすると、美紗はスヤスヤと安らかな寝息を立て始めた。

　恵はハジメ越しにそんな美紗の寝顔を見て、

「うん、色々とその……含むものがないわけじゃないんだけど。こんな美紗の寝顔を見ちゃったら、もうなにも言えないよね」

　自分の彼女の懐の広さに感謝しながら、ハジメはそんな恵の頭を引き寄せて軽くキスをした。

　嬉しそうに笑みを浮かべると、恵もハジメの腕に頭を擦りつけながら身を横たえる。

　二人の彼女に挟まれる形で、ハジメは肺の中の空気をゆっくりと吐き出した。

　窓から入ってくる涼しい空気が火照った肌を優しく慰めてくれる。

　この先どうなるやら、まだわからないところが多いけれど……ひとまずは、この幸せに抱かれながら眠ることにした。

　……なんて、ここで終わればそれなりにハッピーエンド──だったんだけどな。











第四章　恵VS.美紗　××巡って正妻争い









　二人は、薬学愛好会に設置されている実験テーブルを挟む形で椅子に腰を落ち着けていた。

　一見すると、二人は仲良さげにガールズトークを楽しんでいると言った風である。

　だが、ここに武道の達人がいたとしたら「空気が……歪んでいる」とでも言ったであろう。その証拠に、二人の笑顔は鼻から下だけであった。

「あはははは、またまた美紗ったら冗談が好きなんだから～」

「うふふふふ、だから冗談なんかじゃないんだよ。恵ったら面白いんだから」

　テーブルの上に組み合わせた手を乗せ、苛立たしそうに小さく足を踏み鳴らしている恵。

　一方、椅子の縁を掴んで先ほどからギッコンバッタンと揺らし続けている美紗。

　組み合わせた手から骨の鳴る音をさせて、恵はあくまでなんでもなさげに話を続ける。

「だからさ～、なんで美紗が『彼女』で、私が『二号さん』な訳ぇ～。そこは、やっぱり後から来た方がさ、遠慮して一歩引くべきでしょ～……ギリィ」

　それに対し、おやおやといったように美紗が口を開く。

「あれあれあれ～？　だって恵ってば恋路に後先関係ないって言ってたじゃーん。それとも、『悪漢撃滅』ともあろうお方が、前言を翻しちゃったりはしないよね～……ハッ」

　ウフフフオホホホと、さすがの素人サンでも場の空気が重く澱んでくるのをそろそろ感じられるだろうか。

「いや、でもさ……うん、ハジメくんの初めてをね、もらっちゃったのは～……この私なんだしね。ああ、あの時のハジメくんったら、情熱的で素敵だったな～」

「ホレキメで前後不覚になっているところを押し倒されたんだよね～。でも、ソレを言ったらさ、ハジメの精液を最初に体内に取り入れた方が、やっぱり正式な彼女なんじゃないかな～って思うんだ」

　そう言って、美紗は口を開いてフェラチオの真似事をしてみせる。ホレキメ作成時に搾精した時のことを言っているのだろう。

「まあまあ、美紗ったらお下品ですわ～。と言うか、誰がホレキメを私に盛ったと思ってるんだコラ……ゴホン。でも、やっぱり最初に女の子の大事なところ……『子宮』で精液を受け止めた方が、やはり正式な彼女なのではなくって？」

「それを言うのであるなら、やはり質を求めるべきかなって思うわけよ。アタシのここに、ハジメったらグイグイとおちん×んを押しつけて、こうびゅーって……うふん[image: ]　ねー、パパはママをとっても愛してくれまちたよねー[image: ]」

　下腹の辺りを両手で擦りながら、美紗は母親のような微笑みを浮かべている。

「……あんた、まさか!?」

　思わず身を乗り出して美紗のお腹を凝視してしまう。そんな、まさか先を越されたなんてことは……。

「昨日の今日で、そうポンポコとできる訳ないでしょーが。とりあえず落ち着け」

　そう言われてしまうと、恵は憮然とした表情で引き下がるしかない。

「まあ、昨日は安全日ではなかったから、ところによりってことはあるかもしれないけどね……ね～[image: ]」

「それを言ったら私だって、もう何度もハジメくんの精液を子宮に撃ちこまれてるんだから。もう二、三人はここにいたっておかしくはないんだぞ」

　ポンッとお腹を一つ叩くが、慌てたように優しく撫で始める。

「…………」

「…………」

　しばし無言でお腹を撫で合う二人。すでに話は『どちらが正妻か』になりつつあった。

「……やめよう、とっても不毛だ」

「……賛成。コレちょっと、決着つかないね」

　実験テーブルに顎を乗せて、恵は深いため息を吐く。

「ハジメくんに決めてもらうってのも……ないわよね。彼の性格から考えてさ」

　ハジメのもとに詰め掛けて、二人でお決まりの『どっちを取るのよ！』の台詞を言ってもおそらくは決めてくれないだろう。

「ハジメがもうちょっと悪党だったらさ、勿論ふたりとも大好きさーとか、言っちゃうんだろうけどね」

　変なところで真面目なハジメのことである。それはもう深く悩み続けるだろう。

　一人煩悶を続けて……やがて!?

「あわれ、ハジメは恋の板ばさみの末に──あれ？　変な行動力を発揮して重婚ＯＫの国に、アタシたち二人を抱えてランデブーするイメージが浮かぶんですけど」

「それにしたって、夫人の順序があるでしょうが……もう、これじゃあ堂々巡りだわ。あぁ、ハジメくんの本心が知りたい。せめて、ハジメくんに選んでもらえれば、私的にも踏んぎりがつくのに」

　頭を抱えて呻いている恵に対して、美紗はと言うとニマーっと変にキマッている笑顔を浮かべている。

「……まあ、手段はあると言えば、あるんだけどね～」

　そう言いながら、白衣のポケットから小さなケースを取り出した。

「それって、ひょっとして！」

「イエース。ディスイズ　ア　ホレキメ。ばーい美紗ちゃんバージョン!!」

　ニヤニヤとマッドなサイエンティストが浮かべそうな笑みを背景に、眼前でカラカラと振って見せる。

「あ……あんた、それはちょっとズルいんじゃねーか！　おうおう!!」

　椅子を蹴倒す勢いで立ち上がる恵。というかあっちゃん。

「いや～、やっぱりアタシってばやっぱり天才だね。意中の精液の代わりにアタシの愛液をブレンドしたこのホレキメを……いやさ、このホレキメ改をハジメに飲ませれば……」

『な、なんて美紗は可愛いんだ！　おねがいします、俺のお嫁さんになって下さい！』

『あら、あれだけ恋い焦がれていた恵のことは放っておいていいの？』

『キミの輝きの前には、恵なんてもうぷっぷくぷーさ。さあ、ボクと共にバージンロードを歩こうじゃないか！』

『いや～んうれしい！　でもアタシの家って神道だから、三々九度を共に交わしましょう……──』

「…………おーい、美紗帰ってこーい。って、だれがぷっぷくぷーだこのやろう」

　ゴスッと美紗の頭にチョップをめりこませる。

　もんどりうって床を転がる美紗をよそに、テーブルの上のケースを手に取った。

「……美紗、これの私バージョンも作れるんだよね」

「ぐおおおお……勿論だ。この天才に作れぬモノなぞあるもんか」

　頭を抱えながら、美紗はニヤーとイヤな笑みを浮かべる。その表情が「でも、つくってあげないよ」と雄弁に語りかけている。

　それを見て、恵は手の中のケースをグシャッと握りつぶした。

「あーーー！　せっかく作ったのに……でも、主な材料はアタシの愛液だもんね。これからいくらでも……」

「そっちがそういうつもりなら、オレだって考えがあるんだぞ」

　恵は完全に、悪漢撃滅ことあっちゃんへと意識をチェンジしていた。

「美紗が一人でこのホレキメを使うって言うんなら、オレはそれをさせないだけだ」

　美紗の喉が不意にゴクリと音を立てる。どうやら踏んではいけない尻尾に脚を引っかけてスッ転んでしまった様だ。

「今この瞬間から、美紗にウチでも腕の立つヤツらを──もう四六時中へばりつかせてやる。夜コッソリと抜け出そうったってダメだからな。美紗の家の前でだな、朝まで大運動会を毎晩開催してやろう。愉快だぞう、楽しいぞう」

　パララパララウォンウォンッ！　なぜか流れる米国マフィア映画のテーマ曲。そして始まる国家権力対抗鬼ごっこ。

「謹んで、恵様のホレキメ改を調合させて頂きたく存じます」

　おもちゃの兵隊のようにピシッと起立してからの、ほぼ直角のフカブカお辞儀。

　そのコンボを見届けると、モードを恵へとシフトさせた。

「まっね。私も鬼じゃないから、互いのホレキメを飲んでもらった上で、ハジメくんに決めてもらえたんなら、その意向には従うよ」

「と、言うかさ。ハジメはきっと、アタシたちのどちらも好きなはずだから、これはもう、より気持ちよくしてもらった方が『正妻』ってことに～……なるのかな？」

「うむ、より愛が深い方が、より愛してもらえると言うことだからな」

　ハジメくんの愛がどちらにより向いているか、これでハッキリ白黒つくわけだ。

　信じてるよハジメくん！　ようし、少しでも愛してもらえるように、私も頑張るぞ！

「……あーそのさ、一人で頑張っているところ悪いんだけど」

　美紗が恵に手の平を上にしてヒラヒラとさせている。

「ホレキメつくるから、ほれ。恵の愛液をくれ」

　ガッツポーズを決めたまま、恵は微妙な表情を浮かべる。

「今ここでオナニーでもして出してくれ。恵は量が多いから楽勝だろ？　ほれほれ」

　よもや、人生で二度三度と同性の前でオナニーをするハメになろうとは……。

　恵はおもむろに椅子に腰掛けると、ゆるりと脚を開いて指を股間に這わせ始める。

　これも愛するハジメくんのため。脳裏に最愛の人を思い浮かべながら、ゆっくりと自分の世界へと没頭し始めた。

　一方美紗はと言うと、友人のオナニーを眼前にしながらこんなことを思っていた。

（……別に、準備室とかでしてくれてもいいんだけどなぁ）




※　　※　　　※




　なんだか、今日は朝から寒気がする。

　より具体的に言うと、昨日の放課後二人と別れて、しばらくしてから『悪い予感』が全身を走り抜けていったと言うか。

　朝のテーブルに着いて朝食をとりながらも、頭の中はその予感でいっぱいだった。

　こういう日は、頭を低くしてやり過ごすに限る。

　そう心に決めたところで、『ピンポーン♪』と玄関のチャイムが鳴り響く。

　腰を浮かしかけたところで、ふと先ほどの予感が頭を過ぎった。

（なんだか、玄関の向こうに、その『悪い予感』がいるような気がする）

　思わず息を殺して様子を窺ってしまう。

　再度チャイムが鳴り響くが、ここは自分の予感に従うことにしよう。

　やがて諦めたのか、三度チャイムが鳴ることはなかったのだが……!?

　ガチャガチャガチャッ！　ガチャガチャグリグリ……カチャン！

　ドアノブからなにやら金属音が鳴ったかと思うと、カギが自然と開いてしまった。

　そして玄関から予感ちゃんが姿を現す。まあ、予想通りの人物なのだが。

「おはようハジメ。さあ、一緒に学園に行こう♪」

　ニコニコと笑みを浮かべた美紗が、少しテンション高めで現れた。

「おはよう美紗。っていうか、やっぱりピッキングできるんだなお前」

「まあまあ小さいことは気にしない。こんなに可愛い彼女が迎えに来てくれたんだからさ」

　なんともまあ、つい最近まではつっけんどんで引っこみ思案だった美紗が、ここまで変われるものなのかという変化っプリである。

　確かに、可愛い幼なじみが自宅に迎えに来てくれて、そのまま一緒に学園に向かうなんて夢のような状態なんだよな。

　こんな可愛い彼女、もう彼女と呼んでもいいだろう──に対して、悪い予感云々とかはさすがに失礼だったよな。バチが当たるってもんだ。

「おう、ちょっと用意してくるわ」

「ゆっくりでもいいんだよ。まだ時間には余裕があるしね」

　ああもう可愛いなあ。そんな可愛い美紗を待たせないように、ハジメは慌てて準備を整えると、美紗と一緒に学園へと歩を進めた。




※　　※　　　※




「ふんふんふふ～ん♪」

　思わず鼻歌だって漏れ出てしまう。だって、ずっと好きだったハジメと恋人同士になれたんだもん。

　アタシの人生は今、絶好調と言っても差し支えはない。あとは……まあ、恵には少し悪いとは思っているけど、コレをハジメに飲ませて──、

「なんだ美紗。また悪いことでも考えてるのか？」

　慌てて表情を取り繕う。だめだ、どうしても考え事をしていると、口の端がこう吊り上がってしまう。……というか、今とても失礼なことを言われたような気がする。

「ううん、ちょっと考え事をしてたの。ハジメのことを考えていたんだぞ[image: ]」

　嘘は言っていない。確かにハジメのことは考えていたのだから。

「そうか、うん……へへへ」

　そう言って、ハジメは少し鼻の下を伸ばした。

　ククククク……今のアタシは可愛かったろう。伊達に長年ハジメの身近にいた訳ではないのだぞ。

　遺伝子解析は先に述べたとおり、他にも些細な行動や視線の動きから、ハジメが今なにを求めているのか、そんな行動パターンだって独自に解析してレポートにまとめてあるんだからね。

「だから……今さら、ゆずれないんだってば」

「……？　なにがだ？」

「いやっ、なんでもないの！　なんでも……ね、うふふ」

　ハジメの手から伝わる体温が少し上昇するのが感じられる。思わず嬉しくなって、ぎゅうっと握り返してしまう。

　絶対にハジメは渡さないんだから。幼なじみのイニシアティブを存分に発揮して、ハジメのハートをこう、ぎゅううううぅぅぅぅぅっと鷲掴みにしてあげるんだから。

「あいててててっ！　美紗いたいいたい、手が痛いって」

　あわてて手にこめられた力を緩める。でも、ハジメは美紗の手を離そうとはしないでくれた。

　そんな、ちょっとした優しさに、美紗の小さな胸がキュンとときめいてしまう。

「二人とも、おはよう」

　そんな甘酸っぱいことをしている二人の下に、恵が手を振りながら駆け寄ってきた。

「ああ、おはよう恵」

　ハジメも片手を上げて挨拶を返す。アタシ以外に向けられるその笑顔を見ただけなのに、少し心が重くなってしまう。

「おはよう……でも、恵の家って確か学園の向こうの方だったよね」

　それに対して恵は、さも当然といった感じで反対側に回ると、ハジメの空いている方の手を取った。

「うん、でも私はハジメくんの彼女なんだからさ……ちょっとでも一緒にいたいじゃない[image: ]」

　ううううう、私にはわかる。ハジメはこういうちょっとあざとい系──それも、押しが強い感じのプッシュに弱いのだ。

　ほら、ハジメったらアタシの時より鼻の下が伸びちゃってる。

　美紗はハジメの背中越しに恵を見やる。そしてアイコンタクトで『協定はわかってるんでしょうね！』と送りつける。

　ふふんっと余裕のある笑みをこぼすと、恵はハジメの肩に可愛らしく頭を乗せてみせる。

　そして、流し目を巡らせると『わかってるわよ、でもコレくらい別にいいじゃないケチ！』と送り返した。

　奥歯がギリッと鳴り、頭の奥がチリチリとしてくる。アタシってば、なんでこんなヤツに大事なハジメを譲ろうとか思ってしまったのだろうか。タイムマシンでも開発して、昔のアタシを張り倒してやりたくなる。

『おうおう、その頭をどかしやがれ。アタシじゃ背が足りなくて届かないんだよまったくもってうらやまし……ちがう、とにかく明日の朝八時まではアタシの番なんだからね！』

『わかってるって言ってるでしょう……もう。ハジメくんに対するアタックは一人ずつ。二十四時間で交代ね。しかし、なんで私って美紗とジャンケンすると絶対に負けちゃうんだろう？』

『あのね、最初に絶対グーを出すクセはそろそろ直した方がいいぞ？　もうお互い大人なんだからさ』

『……っ!?　ず、ずるいぞ美紗！　でも教えてくれてありがとう。だけどタイムリミットはしっかりと守ってね。明日ハジメくんを迎えに行くのは私なんだから』

　──などと、人間の新たな可能性を感じさせるようなコンタクトを交わし合う二人。

　一方のハジメはというと、可愛い二人の彼女に挟まれてデレデレといった様子。知らぬが仏とはよく言ったものである。

　とにかく、タイムリミットはあと二十三時間と言ったところか。それまでに、このホレキメをハジメに飲ませて……もとい、飲んでもらって、アタシのほうがより愛されているってことを証明しなきゃね。




※　　※　　　※




　しかし、この学園の授業はとても退屈である。

　すでに全部暗記してしまった教科書を閉じ、簡単な数式をゴチャゴチャと黒板に書きこんでは複雑怪奇なものにしている教師に、そっと侮蔑の視線を向ける。

　──アタシは、いわゆる『天才児』というものであった。

　小さな頃から、どんな本でも一回読めばすぐに覚えられたし、その内容を吟味して自分のものにすることも、そしてそこから独自の見解を元に新たな理論を構築することだってお手のものだった。

　それが、アタシの当たり前だった。逆に、なぜ周りの人間はそれができないのか、正直理解に苦しんだこともあった。

　そこで、アタシはこの世が『天才』と『それ以外』でできていることを知った。つまり、アタシの周りの人間は総じて天才ではなかったと言うことだ。

　小さい頃は、それでよく周りの人間とぶつかったものだ。だって、当たり前のことができないんだもの。なぜできないのか聞いてみたくもなるだろう。

　今思えば、アタシはイヤなガキだったんだ。そんなイヤなガキは、当然周りから浮いてしまう。どこかの天才がこんなことを言ってたな──天才は孤独だ、とね。

　それでもアタシはよかった。人類すべてがわかり合えるはずないって歴史が証明していることを知っていたし、孤独だって、逆に言えばアタシの世界に他人が土足で立ち入るのを防いでくれていたんだ。

　そこで、美紗は隣の席に視線を向ける。

　苦手な数学の問題に悪戦苦闘といった様子で取り組んでいるハジメの姿が、その目に映し出される。

　そんなアタシの世界に、ハジメはさも当たり前のようにいてくれたよね。

　クラスではイジメとまではいかなかったけれども、アタシは基本的に別次元の人として認識されていた。つまりはハブられていた訳だ。

　そんなアタシを、ただ家が近所だったってだけで、いつもと変わらない調子で話しかけてくれたよね。

　正直言うと、アタシはハジメと初めて会った時は、どうせ周りの人間とまったく同じでつまらない人間なんだろうって思ってたんだ。

　けど、周りの同調圧力にも屈しないで、アタシと真っ向から目を逸らさずに対応してくれた。アタシの両親でさえ、卑屈になったり、逆に居丈高に応じてきたりしたのに。

　そうして、ハジメという人間性がわかってくると、逆にアタシの方がつまらない人間なのじゃないかって思わされちゃって……かなりショックだったな。

　それからアタシは、どんなにつまらなさそうな人だって、一度は真っ向から応えてみようって思い始めたんだ。まあ、ほとんどの人はつまらない人間だったんだけどね。

　こんなアタシでも、それなりに社会性を保てたのは……ハジメ、君のおかげなんだよ。

　そして、そんな関係性が心地よくなったらさ、今度はソレが壊れるのが怖くなっちゃったんだ。数少ない知己と言える人たちが去っていってしまったらどうしよう──ハジメがアタシの前から消えてしまったらどうしようって。

　だから、アタシは仮面をかぶることにしたんだ。本当のアタシを覆い隠す仮面をね。

　そんな関係はそれなりに上手くいっていたんだと思う。

　学園では、少しクラスでは浮いているが、話せばわかるちょっと変わった女の子。

　ハジメの前では、幼なじみの気安さからつっけんどんな対応を取ってしまうが、それでも気心が知れ合っている仲のよい友達。

　ハジメには確かな好意はあったけど、それはひた隠して生活してた。

　いつか、ハジメから告白をしてくれるのではないか。そうなってくれたら嬉しいなって思っていたんだ。

　……けど、そんなハジメに好きな人ができてしまった。学園でも凜とした立ち振る舞いで人気のある恵のことを、ハジメは好きになってしまった。

　目の前が真っ暗になったのを覚えている。よりにもよって、アタシの数少ない親友の恵に、ハジメが好意を寄せてしまうなんて。

　けど、そんなハジメのまっすぐな心にアタシも好意を寄せていた訳で。それに、友人同士の恋を応援したくなるくらいには、アタシは仮面を深くかぶりすぎていた。

　だから、アタシは相手の好意を増幅させる『ホレキメ』を調合し、ハジメに手渡した。まあ、正直なところ、恵にハジメに対する好意があるとは思わなかったってのもあった。

　そして、フタを開けてみれば、アタシは二人のキューピッド役という道化になっていたんだ。

　ふと横のハジメに視線を向けたら、アタシの視線に気がついたのか、ハジメは小さく微笑みを返してくれた。

　あの時、アタシに仮面を外す勇気があれば。そして、偽ることなくハジメと向かい合っていれば……。

　手の中のピルケースを改めて見る。小さなプラスチックケースの中には、小さなホレキメが──ハジメがアタシをより深く愛してくれる魔法の薬が入っている。

　このホレキメをハジメに飲ませるだけならば、いくらでも策は浮かんでくる。この授業が終わってすぐにでも飲んでもらうことだってできるだろう。

　けど、アタシはその一歩が、なぜか踏み出せないでいた。




※　　※　　　※




「なーーーーーんて、乙女チックなことを言ってる場合じゃないんだよ!!」

　薬学研究会の部室に設置されている実験テーブルの向かいに座り、お弁当を手にしていた恵は目を丸くする。

「なんだっ、なんなのさもう！　なにが『その一歩を踏み出せないホニャララ』だよ!!　ああもう、恥を知れアタシ！」

　バンバンと実験テーブルを手の平で叩く。そのたびに、テーブル上の菓子パンやら牛乳パックやらが飛んだり跳ねたりを繰り返す。

　そんなちょっぴり情緒不安定な様子の美紗に対し、恵は箸を置きながら口を開いた。

「あと二十時間ってところだけど、なーに？　もうギブアップしちゃう？」

　昼休みの一時。ハジメは先生に呼ばれているとかでその姿はなく、こうして数少ない友人と共に過ごすことになったのだが──、

「だ・れ・が！　ギブをアップなんてマネをするもんかね!!」

　高く跳ね上がった牛乳パックを、恵は類いまれな反射神経で空中キャッチする。そして、目の前でキーキーと癇癪を起こしている小さな少女に手渡した。

「ほら、美紗の大好きな牛乳でも飲んで落ち着きなさいよ。まだ背だって伸びるかもしれないしね」

　そこで背丈ではなく、自分の豊かな乳房を仕草でアピールするあたり、恵も大概である。

「ふんっ、なんだそんな脂肪の塊。アタシの頭脳をもってすれば、豊胸薬なぞ、ものの一時間で作ってみせるわ」

　フンスッと鼻息を荒くしつつも、素直にストローに口をつける。そして、一気に吸いこむと、空のパックをテーブルに置いた。

「まあ、恵は知らないと思うけど……聞いて驚け、ハジメはね、だいたいこのくらいのオッパイにグッときちゃうんだぞ」

　胸の下で腕を組み、グイッと寄せて上げながらそんなことを言い放つ。

「…………ちなみにソースは？」

「ハジメのパソコンのお宝フォルダ。パスワードに生年月日とか、ハジメもなにを考えてるんだか」

　恵は自分のオッパイに手を当て、憮然とした表情を浮かべる。

「まあ、そういう風な嗜好を持つように、時間を掛けて洗脳……ゴホン、誘導はしたかもしれないけどね」

　共に過ごした時間が違うのだよと美紗の視線が物語っている。

「それでも……それでも！　ハジメくんは私の方をより愛してくれるもん！」

「ふふん！　まあそれも、残り二十時間でケリがつくってものだよ」

　テーブルを挟んで小さな火花が飛び散る。

「そうさ、もう仮面なんてかぶってやらない。女は度胸、当たって相手を砕いてやるんだからね……ふふふふふ」
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「それじゃあハジメくん、また明日ね」

「ああ、恵も気をつけて」

　放課後になり、学園の正門前でハジメは恵と別れた。その横で美紗は、恵に対して小さく手を振っている。

「それじゃあ、俺たちも帰るか」

　そうして、ちょっとだけ周りを気にしながらも美紗に手を差し伸べてくる。

「うん、ハジメ。一緒に帰ろう」

　この自然な優しさに、美紗は改めてキュンと来てしまう。それと同時に、心中の決意を新たにもする。

　そうして二人は、通い慣れた通学路を共に歩き出す。

　商店街に差し掛かっては新しくできた店の話で盛り上がり、公園の横を通り過ぎれば昔話に花が咲く。そんな若い恋人同士の、これまたなんでもない語らいの一時。

　それでも、ハジメは心でジーンと感じ入っていた。幼なじみと恋人になり、気楽な口調でなんでもない話に笑みを浮かべる。

（ああ、なんだかとっても……幸せだなあ）

　そんな風に気が緩んでしまうのも致し方のないことである。

　やがて、二人は美紗の家の前に差し掛かった。

「じゃあハジメ。また……ね[image: ]」

　そう言って美紗は名残惜しげに手を離すと、自宅の玄関へと消えていった。

　ここで、昨日から感じていた『悪い予感』を忘れていなければ……美紗が『また後でね』と言ったことに疑問を感じていただろう。

　でもこの時のハジメは、ものの見事に美紗の手の平の上であった。




※　　※　　　※




　その夜、ハジメは不思議な夢を見ていた。

　なぜか全身裸の状態で、どこかの空間に浮いているような感覚を受ける。

　ふわふわと空間を漂っているところで、なにやら生温かい物体が体中を這い回っているような、でも決して不快ではない甘い感触。

　やがて、口には人肌まで温まったマシュマロのようなものをあてがわれる。口いっぱいに密着してくるので、夢の中なのになんだか息苦しさすら覚えてくる。

　そして、男性の中心部分にその生温かなものが集約されていく。なんとも言えない心地のよい感覚を受け続け、思わず痺れにも似た体感を覚えてしまう。

　その刺激は快楽中枢を麻痺させて、中心部で弾けそうになるのだが──そうすると、不思議とその刺激は止んでしまう。

　またしばらく空間を漂っていると、またそそり昂ぶらせるような快感がにじり寄ってくる。

　そんな、淫夢のような悪夢に苛まされ続けていた。覚えず口から呻き声が漏れ出す。

「……うん、そろそろノンレム睡眠からレムに切り替わったかな」

　なんだか聞き覚えのある声が聞こえる。昔から一緒にいた、小さな女の子の声。

　その声に向かって手を差し伸べる。この悪夢で見つけた、一筋の光明を掴み取ろうとして──ハジメの意識は覚醒した。

「…………」

　徐々にぼやけた意識がハッキリしてくる。瞼が張りついたようになかなか開いてくれない。そして、なぜか体中に重石が乗っているような、そんな感覚を覚える。

　うっすらと瞼を開いた。窓から差しこんでくる月明かりのおかげで、かろうじて視界は確保できている。そんな、おぼろげな視界いっぱいに広がっているもの──、

「……ま×こだこれ。ま×こだこれえええええええぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　ハジメは思わずそう叫び出してしまった。悪夢から目覚めたら目の前にま×こである。これで驚かないヤツは地球上を探しても片手で足りるほどだろう。

「やっと目覚めたわね。おはようハジメ」

　そして、なにやら聞き覚えのある声がハジメの耳を打った。

「このま×この向こうからの声……さては美紗か！」

「大正解～[image: ]　それじゃあご褒美をあげなくちゃだね[image: ]」

　ジュポジュポと淫らな水音が部屋に鳴り響く。美紗は口いっぱいにハジメのペニスを含んでは、顔を前後に揺り動かし続けた。

　目覚めのま×こにまずビックリし、続けて美紗のフェラチオに二度ビックリのハジメである。

　そんな不意打ちを立て続けに食らい、ハジメは意図せずに射精感が高まってしまった。

「くっ、もう、でちゃう──」

　口内でビクッとペニスが震える感覚。美紗はそろそろハジメがイクかなというところでそっと口を離す。

「イっちゃいそうだった？　でも、まだイかせてあげないから」

　目の前でビクビクと律動を続けるハジメのペニス。思わずしゃぶりつきたくなってしまうが、ここはじっと我慢した。

「な、なんで……止めちゃうのさ？」

　ハジメは弱々しい哀願のような口調で訴えかけるが、美紗はペニスから手を離してしまった。

　そして、実に楽しげに、

「ねえハジメ。びゅーって射精したい？　アタシの口の中で、思う存分出しちゃいたい？　彼女の口をおちん×んで犯しちゃいたい？」

　ハジメに見せつけるように、美紗は腰をクネらせながらそう聞いてくる。

「そりゃあ、できればお願いしたい……かな」

「だったらさ、アタシのおま×こも可愛がってほしいな。だって６９してるんだしね」

　物欲しそうにハジメの前でヴァギナが口を開いている。射精を美紗にコントロールされている状況で、その誘惑に打ち勝つことはなかなかに難しかった。

　ハジメの舌が膣口に沿って美紗の愛液を舐める甘い感覚に、思わずそのままイってしまいそうになる。美紗は懸命に気持ちを落ち着けると、眼前でそそり立っているハジメのペニスを口に含んだ。

「ちゅちゅっ、んちゅ、ちゅぱぁ、はむん、あむ、んんんっ、ちゅるるるる、ちゅぷ、んちゅちゅ、ちゅるるるるるるっ[image: ]」

　美紗は口を狭めてハジメのカリの部分に刺激を与える。そして亀頭に舌を這わせるとそのまま喉の奥まで呑みこんだ。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]、んむっ、んん、ちゅぱっ、あむ[image: ]　[image: ][image: ][image: ]、じゅっ、ちゅぷぷ、ちゅぱぁ[image: ]」

　喉をペニスに擽られて少しえずいてしまう。しかし、陶酔したように口から離そうとはしない。美紗はより奥へとペニスを呑みこんでいく。

「[image: ][image: ]っ、んぐ、じゅるるるるっ、んはぁ[image: ]　れろぉぉぉ、じゅぱ、じゅぱ[image: ]」

　鈴口を舌先で刺激している時、ハジメの身体がビクンと跳ねる。見ると、玉がキュッと上がり始めている。そろそろ射精が近いと見て、美紗は亀頭を舌上まで呑みこんだ。

「そろそろ、で──出る！」

　ハジメがそう呻いたと同時に、口内に精が勢いよく吐き出された。

「んく、んく、じゅるるるるるっ、ちゅるる、んちゅぅぅぅぅぅぅ[image: ]」

　どびゅっどびゅっと喉に打ちこまれるたびに、美紗は精液を飲みこんでいく。

　鼻から抜ける精の芳香が、美紗の脳内を甘く染め上げていった。

「ちゅるっ、んちゅ、ちゅ、じゅるるるるっ、こくん[image: ]」

　最後の律動が終わったところで尿道に残っている精液を吸い出す。

　そのたびに、ハジメはビクビクと腰を浮かしては美紗の口内を突き上げた。

「んは、はあっ、はあああああぁぁぁぁぁぁっ[image: ]」

　美紗は、食道をくすぐる精液の快感に身を震わせる。それだけで、ピュッとヴァギナから潮を噴いてしまった。

「はあっ、はあっ、はあっ……あははっ[image: ]　ハジメのおちん×ん、あれだけ出したのにまだ元気いっぱいだね[image: ]」

　ハジメのペニスは射精直後だというのにまったく萎えることはなく、より力強く反り上がり始めていた。

「うん、作戦は大成功だね。どうハジメ？　ホレキメを初めて飲んでみて、どこか体調が悪くなったりはしてない？」

　それを聞いて、ハジメは「やられた」と頭を枕に沈める。

　恐らく、ヴァギナにでも仕込んでいたのだろうとあたりをつける。しかし、これは確かに強烈だ。身体が熱くなってくるのもあるのだが、それ以上に──美紗がとても愛らしく、より可愛く感じられる。

　ハジメは上半身を起こすと、先ほどから嬉しそうにホレキメの改良版の説明をしている美紗ににじり寄った。

「──という訳でね、このホレキメ改のすごいところはって、効果はテキメン……みたいだね[image: ]」

　ガバッと美紗を押し倒す。そんなハジメを嬉しそうに抱きしめると、美紗は耳元で吐息混じりにこう囁いた。

「大好きだよハジメ[image: ]　アタシの全部をあげるから、朝までたくさん愛してね[image: ]」
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　ピンポーン♪

　下の玄関からドアチャイムの音が聞こえる。

　だが、ハジメの身体はどうしても動かなかった。

　ピンポーン♪

　また聞こえてくる。けど、どうしても動いてくれないのだ──いや、正確には一部分だけ動いてるんですけどね。

　ガチャッ、ガチャガチャガチャッ、ガチャガチャガチャッ！

　ドアノブを回し続けている音が続けて聞こえてくる。ここにいるんですけど出れないんです。居留守じゃないんですスンマセン。

　ガチャガチャガチャガチャガチャガチャッ！　バキィッ!!

　あー壊しちゃった、ドア壊しちゃったよ。続けて……ドアチェーンを引きちぎる音が鳴り響き、足音も荒くコチラへと向かってくる。

「ハジメくんっ……!?」

　部屋のドアも壊さん勢いで現れたのはやっぱりこの人、恵であった。

　ドアを開けるなり、恵の表情は一気に曇る。そして、

「というか臭い！　この部屋とっても精液臭くてたまりません!!」

　なんだかとてもデジャブな光景を見た。

「やあぁ～[image: ]　恵やっほぉ～～～[image: ][image: ][image: ]」

　そして、ハジメの上にまたがって今も腰を振り続けているすっぱだかの美紗が、ヒラヒラと手を振って挨拶などをしている。

「やっほ～……じゃないでしょ！　美紗ったら、いつまでヤリ続けてるのよ!!」







[image: ]







　ドアのところで恵がプンスカと怒り続けている。その様子を楽しそうに見つめながら、身体を震わせて美紗が応える。

「だってぇ～[image: ]　ハジメったらアタシを休まずに愛してくれるんだも～ん[image: ]」

「なに言ってるのよ！　ハジメくんはアンタの下で、完全にグロッキーになってるじゃない!!」

　ホレキメ改の効果は絶大であった。あれから美紗をどれだけ犯し続けたのだろうか。

「五回までは……数えてたんだけど……」

　プルプルと震える手をパーの形にするハジメ。その手にやはりパーの形の手の平を重ねながら、美紗は鼻から抜けるような艶のある嬌声を上げた。

「あっ、あっ、あああぁぁぁっ、ハジメッ、また来てっ、アタシのおま×この中にぃ、十一回目の射精っ、どくどくってたくさんっ、子宮からアタシを愛してぇぇぇぇっ」

　そう言ってグッと美紗は腰を落とす。子宮口でペニスの先端を包みこむようにして──ハジメの射精を受け止めた。

「[image: ]はっ、[image: ]ははっ、しゅごいいいいぃぃぃぃ[image: ]　ハジメのおち×ぽっ、おち×ぽから流れこんでくるのぉぉぉぉぉ[image: ][image: ]　あちゅい精液ぃっ、もっともっとぉ、美紗のおま×こを、ハジメの形にしてえええええぇぇぇぇぇぇぇぇっ[image: ][image: ][image: ]」

　顎を反らし、全身でハジメの射精を受け止める。口からは涎が止め処なく流れ出し、舌が淫靡に垂れ下がっていた。

「ホレキメ改……恐るべし」

　ハジメはすべての力を使い果たしたように一つ身体を跳ねさせると、そのままグッタリとベッドに沈みこんでしまった。
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「ハジメくん、本当に……大丈夫？」

　恵と共に通学路を学園に向けて歩を進める。時々、恵が心配そうにハジメの顔を覗きこんでくる。

「……それが、なんともないんだよな～コレが」

　あの後、力尽きたハジメはしばしグッタリとベッドで横たわっていた。

　恵が言うには、三十分ほどその状態だったらしいのだが、その後目が覚めると自分でも驚くほど身体中に活力が湧いてくると言うか、元気溌剌状態と言いますか。

　ちなみに、美紗はと言うとその後揺すっても叩いてもまったく目を覚まさなかったので、今もベッドの上でスヤスヤと寝息でも立てているのだろう。

「これも、ホレキメ改の効力ってやつなのかな。なんだか普段よりも体調がいいみたいだよ」

　この効果だけをうまいこと抽出して世に出したら、美紗は博士号だって夢ではないだろう。しかし、美紗のことだし「ラブラブ効果をなくすなんてとんでもない！」とか言って、全力で拒否するんだろうな。

「そうなんだ、うん……確かに、ハジメくんいつもよりも肌艶がいいみたい」

　恵は嬉しそうにそう言って、ハジメに腕を絡ませてくる。

「うふふふ、今日はハジメくんを独り占め……だよ[image: ]」

　そう言って、愛らしく頬などを肩に擦り寄せてくる。

　やっぱり恵は可愛いなあ、本当に勇気を出して告白をしてよかったと思えてくる。

　スリスリと子猫のように甘えてくる恵を横目に、心持ち胸を張りながら歩調を合わせる。

「ねぇハジメくん。たまには、恵のお願いとか……聞いてくれない？」

　男なんてものは大概チョロい生き物である。身体も心も絶好調で、横には可愛い彼女が甘えてくる状況なんかに置かれては、そりゃ自信だってついてくるってものだ。

「ああ、彼女のお願いを聞くのも彼氏の甲斐性ってものだろ。なんでも言ってみてよ」

　そう、思わずそう応えてしまったんだな。

「今」

　恵の腕に少し力が篭る。

「なんでもって」

　ギュッとより強く抱きしめられる。久しく忘れていた例の寒気がハジメを襲う。

「言ったよね？」

　痛い痛い痛い、すみません恵さん。それ、軽くサブミッションになってます。

「…………えへっ[image: ]　ハジメくん、学園に遅れちゃうよ。早く行こ！」

　初めの数秒の沈黙がとても怖いです。

　恵に引っ張られるような形で通学路を突き進む。しかし、ハジメの頭の中は恵のお願いのことでいっぱいだった。

　一体なにをお願いされるんだろうって……まあ、アレなんだろうな。
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　恵のことだから、開口一番「これ飲んで[image: ]」とか言って、ホレキメ改をねじこんでくるかなと思ってたんだけれど……。

　なんだかとても平和に昼休みを迎えてしまった。

　まあ、さすがの恵でもそれはなかったか。とても失礼なことを想像して申し訳なく思えてくる。

「いや、油断はするなよハジメ。俺の彼女たちはハッキリ言って尋常ではないんだからな」

　そう呟いて油断なく周りに視線を配る。

　昼休みの教室は、皆それぞれといった形で過ごしていた。友達と仲良くお弁当を囲んでいるグループあり。スマートフォンのゲームに集中しているヤツもあり。机に突っ伏して寝ているヤツもありだ。

　そこで、ふと隣の席の美紗のことを思い出す。今もウチのベッドで寝ているのだろうか。一応身体とかは拭いてきたし、布団もしっかり掛けてきたから風邪とかは引かないと思うのだけど。

　そんな物思いに耽っていた時、教室のドアのところからハジメを呼ぶ声が聞こえてきた。

　視線を向けると、そこには恵の姿があった。手には、なにやら巾着のようなものがぶら下がっている。

「ねえハジメくん。朝言ってたお願いの件なんだけどさ」

　椅子から立ち上がってドアの方に向かうなり、そんなことを切り出してくる。

「あの……そのね、ちょっとお願いしづらいことなんだけど～……」

　手にした巾着を上げたり下げたりしながら、なんかモジモジとしている。学園での恵しか知らないクラスメイトたちは、そんな彼女を見て目を丸くさせている。

　それを見た恵は、真っ赤に染まった顔を巾着でガードしながら、ハジメだけに聞こえるようにそっと囁いてくる。

「ここではちょっと恥ずかしいから……ちょっと付き合って」
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　恵に手を引かれるまま連れてこられた場所は、今は使われていない旧校舎にある部室棟の一室であった。

　人気のない場所まで連れてこられて、恵にどんなお願いをされるのかとちょっとドキドキしてしまう。

　そんなハジメの様子を見て、おずおずと恵は口を開いた。

「あのね、私……今お料理の勉強をしているの。だって、ハジメくんの彼女になったんだし、その、毎日お弁当とか作ってあげたいなって」

　そう言うと、手にしていた巾着袋を差し出してくる。

「あんまり上手に作れなかったんだけど、よかったら食べて欲しいかなって」

　これが、恵のお願いなのか。そのあまりにも可愛らしいお願いに、思わず頬が緩んでしまう。

「ありがとう。大事に頂くよ」

　そう言って、床に敷いてあった古い体操マットに並んで腰を掛ける。

　ああ、まさかまさか、彼女の手作り弁当を食べられる日が来るなんて。ウキウキと沸き立つ心をなんとか静めると、合掌をして弁当箱の蓋を取り外す…………!?

「さあ、残さずに召し上がれ。それが、恵のお願いです[image: ]」

　実に楽しそうな笑みを浮かべて、エヘヘとばかりに頬に手なんぞを添えている。

　……やってくれたのう、やってくれたのう！　つか、隠すならもうちょっと頑張って隠そうよ!!　この弁当ホレキメの含有率何％だよ!!　ご飯ホレキメホレキメご飯ホレキメみたいになってるじゃないの!!　おかずだってなによコレもうっ!!　出汁巻き卵とか大好物なのに、中にギッシリ詰まっちゃってるじゃないの!!　ホレキメ巻き卵が得意料理です[image: ]　って、やかましいわっ!!

　オネエになったりエセ関西人になったりと実に忙しい。というか、正直ツッコミが追いつかない。

　恵に視線を向けると「さ、遠慮しないで召し上がれ[image: ]」といった調子で微笑んでいたりする。なんなのこの子、殺し屋かなにかなの？　あれか、笑みという表情は本来は～的なサムシングなの？　ボクここで死んじゃうの？

　試しにホレキメを箸で一粒摘んでみた。それを見てうんうんと嬉しそうに頷きかけてくる殺し屋。

　それを、横の蓋の上にカツーンと落としてみる。途端に眉を下げて悲しそうな顔をしてくる。ヒットマンのくせにあざと可愛いなあもう。

　しかし、それはそれ、これはこれなのである。

　ホレキメは横に退けてごはんだけ食べる。おかずを穿ってホレキメは横に……出汁巻き美味しいです。うわ、コロッケの下はホレキメが敷き詰めてある──案の定、コロッケの中にも隠されてた。しかも、巧妙に一錠だけとか……実に恐ろしい。

　──そして、なんとか完食に持ちこんだ。しかし出るわ出るわ、横の蓋にはちょっとしたホレキメの山ができあがっていた。

「……ぐすっ、そんなに私のお弁当……美味しくなかったの？　しくしくしく」

「いえ、お弁当自体は大変おいしゅうございました」

　思わず「自体は」にアクセントを置いたしゃべり方になってしまう。と言うかさ、この世に『しくしく』と口に出して泣く人類はいないだろうが。

「……ぐすっ、そんなに私の愛液が入ったホレキメを、飲みたくなかったの？　えーんえーん」

　えーんと言いながら泣く霊長類もまたいない訳でして……とにかく、このホレキメは没収することにしよう。

　ハンカチに包んでポッケナイナイする。しかし、コレで帰りに職務質問でもされたら、ちょっと言い逃れはできない状況かもしれない。

　そう言って立ち上がろうとするハジメの上着の裾を、恵はグッと引っ張った。

「ぐすん、こんなお弁当だけど、作るのは本当に苦労したんだぞ。だから、せめて最後に感謝の気持ちとして……ね[image: ]」

　そう言って、恵はハジメの前で小さく手を組み目を閉じる。

　まあ、逆にこれだけ手がこんでいたのだから、ある意味大変だったろう。

「わかったよ恵。お弁当ありがとうな」

　優しく恵を引き寄せると、その柔らかな唇にそっと重ね合わせる。

「ん、んちゅ、はむん、んんん[image: ]　ちゅるっ、ちゅば、ちゅるるるっ[image: ]」

　二人は積極的に舌を絡ませ合う。恵はハジメの舌を積極的に受け入れては口内で優しく愛撫する。舌のザラザラをすり合わせて、口内の性感帯を互いに擽り合う。

　やがてどちらからともなく唇が離れていく。唾液が一筋つうっと残る様は、なんとも言えない妖艶さを醸し出していた。

「くす、うふふふふ[image: ]」

　嬉しそうに恵は微笑む。それに釣られてハジメも笑った。

　しばし、楽しそうに微笑み合う二人。やがて、ハジメは上歯と下歯の合間から一錠のホレキメを出して見せた。

　そして、そのホレキメを指で摘み上げると、先ほどのハンカチの中にそっと押しやる。

「本当に今日はご馳走様でした。できれば、今度はコレはなしでお願いしたいな」

　手にしたハンカチの包みを再度しまうと、踵を返してドアへと歩を進める。

　その刹那──ハジメの身体に熱い迸りのようなものが駆け巡った。

「……そんな、いったいなぜ？」

　下に視線を向けると、すでにハジメのペニスはズボンを突き破らんばかりに膨張していた。

「……ハジメくんなら、ちゃんと食べてくれると思ってた[image: ]」

　嬉しそうに目を細めながら、恵はハジメに縋りついてくる。

　そんな、すべてのホレキメは取り除いたはずだ。それに、ホレキメは成分が中に固まっていると昨日美紗が言っていた。ちょっと舐めたりしただけでは成分は拡散しないはずなのに。

「残さず食べてくれて本当に嬉しかった。ねえ、美味しかった？　今日の炊きこみご飯は[image: ]」

　な……なるほど、謎はすべて解けました。

　犯人は、ホレキメを水に溶かして米を炊き上げたんですね。

　つまり、この事件の犯人は……やっぱり殺し屋じゃないかヤダー！

　見ると、恵の舌の上にはもう一錠のホレキメが乗っていた。それを、ハジメに見せつけるように口に含んでゴクリと嚥下する。

「大好きだよハジメくん。私も、美紗に負けないくらいに愛してあげるからね[image: ]」




※　　※　　　※




「今日は……私がご奉仕しちゃいます[image: ]」

　ホレキメの効果が出てきたのか、恵は少し熱っぽい瞳を浮かべながらそう告げてきた。

　そんなことを、恵ほどの美少女から言われて、果たして否と言えるだろうか。

　少なくとも今のハジメは言えなかった。もっとも、ホレキメ効果がなくっても言えなかっただろうが。

　おもむろにハジメの前で膝をつくと、恵はハジメのベルトに手を掛けてくる。

　そしてズボンを地面まで下ろすと、パンツ越しにハジメのペニスを優しく撫で上げてきた。

「今日も、元気いっぱいだね。いいこいいこ、よしよし[image: ]」

　布地越しに、恵の指がハジメのペニスを刺激してくる。優しいタッチではあったが、ツボを心得た的確な指捌きで、ねっとりとペニスを擦り上げてくる。

　じわっと布地にカウパーが染み出てくるのがわかる。それを見て、恵はウットリとした表情を浮かべた。

「すごい、もうこんなに。あれだけ美紗に出した後なのに……素敵だよ[image: ]」

　布地越しに舌を這わせてカウパーを味わう。もう何度もハジメの精液を味わってきた恵だが、この倒錯的な状況にあてられたのか、思わず子宮が熱くなってしまう。

　自分の唾液ですっかりベタベタになってしまったハジメの下着を見て、はたと気を取り直す。

「あっ……それじゃあ、ハジメくんのおちん×ん出しちゃうね──きゃっ」

　中に押しこまれる格好になっていたハジメのペニスが勢いよく躍り出てくる。

　その弾みで、ハジメのペニスで頬を打ち据えられる格好になってしまった。

「あ、ごめん！　大丈夫か恵」

　そう心配そうに声を掛けてくるハジメであったが、当の恵は頬を押さえて呆然としていた。

　だが、その目は徐々にトロみを帯び始め、だらしなく開かれた口からは涎が一筋零れ出てくる。

「あはっ[image: ]　ハジメくんのおちん×んに躾けられちゃった[image: ]　はい、しっかりとご奉仕致しますね[image: ][image: ][image: ]」

　ハジメの股間に鼻先を寄せると、恵は大事そうに両手でペニスを包みこみ、裏スジに沿ってキスを降らしていく。

　カリや亀頭の部分はより丁寧に、深くキスマークを残していく。そして、先端へと至ると新たに溢れ出てきたカウパーを舌でペロリと舐め取った。

「あむ、ちゅっちゅっ、ちゅぱ、ちゅるるるるるっ、おチ×ポ汁美味しい[image: ]」

　もっと飲ませてほしいとばかりに、恵は鈴口に吸いついてくる。ハジメはそのまま恵の頭を抱えて喉奥へと突き入れたいと思ったが、今日は恵のご奉仕に任せると言った手前、腰を震わせてじっと我慢をした。

「ここに、ハジメくんの赤ちゃんの素が詰まっているんだよね[image: ]」

　チュッチュッと二回キスをして、そっと口内に導き入れる。

　キュッと上にせり上がるソレを追うように、恵はハジメの股間により深く顔を埋めた。

　口全体で袋全体を優しく舐り、奥へ奥へと舌を差し入れていく。

　そして、恵の舌先がアヌスへと至った途端、ハジメの身体が大きく震える。

「あっ、だめだってそんなところ……」

　あわててハジメが恵の頭を押さえつける。

　そんな反応を見て、恵はうっすらと笑みを零した。

「……ねえ、ハジメくん。ちょっとそこに腰を掛けてくれるかな」

　恵は、先ほど並んで座っていた古い体操マットを指さした。

「ん、こうか？」

　素直にマットの上に腰を下ろす。

　その前に正座の形で腰を落とすと、恵はおもむろにハジメの両膝下に手を差しこんで──、

「そーれ、よいっしょっと」

　そのまま、ハジメをゴロンと後ろに転がしてしまった。

「ちょっ……恵？」

　まんぐり返しと言うか、パワーボムからフォールに持ちこまれたと言った方が的確か──ともかく、男としてはかなり恥ずかしい格好である。

　そんな、大きく開かれたハジメの脚の間に恵は顔を近づけると、そっと舌をアヌスに這わせた。

「んっ、ちゅるるっ、れろれろえろろ、はむっ、んちゅっ、ちゅぱちゅぱ[image: ]」

「あ……あまりそんなところ刺激されると、うううっ」

　恵の舌がハジメのアヌスの周りをゆるりと舐っていく。

　そのたびに、恵の指の中で硬く反り返っているペニスが小さく反応する。

「はむん、ちゅぱぱ、ちゅるん[image: ]　うふふふ、ハジメくんのここ、さっきからキュッキュッて、とっても喜んでるみたい[image: ]」

　そっと舌先を尖らすと、固く閉じられたその入り口にそっと捻じこみ、恵は奥へ奥へと差しこんでいった。

　舌でハジメの体内の熱さを感じ、思わず恍惚の表情が浮かんでしまう。

　もっともっと、私の愛撫でハジメくんに気持ちよくなって欲しい。

　私のご奉仕でハジメくんをより愛してあげたい。

　恵は熱に浮かされたように、より深くハジメへの愛撫に没頭する。

「ううっ、そろそろ……出ちまう」

　手の中のペニスが小さく躍動を続ける。そろそろハジメの限界が近いと感じ取った恵は、手の動きをより速いものにした。

「ちゅっ、ちゅちゅるっ、ちゅぱぁ[image: ]　ハジメくん……ハジメくぅん[image: ]」

　皺の隙間まで丁寧に舌を這わせる。舌全体でアヌスを圧迫するように弄る。そして、より深く、体内の中まで舌先を挿入していく。

　視覚で、味覚で、嗅覚で。恵の性的興奮がどんどん高められていく。

　頭の奥からキーンと耳鳴りのようなものが聞こえてきたかと思った──瞬間、

「うおっ！」

　ハジメの全身が大きく跳ね上がった。手の中のペニスが強く震え、勢いよく精液が飛び出してくる。

　慌てて手の平で先端を包もうとするが、指の間から断続的にハジメの精液が溢れ出てくる。

「あっ、ああっ、ハジメくんの精液[image: ]　ハジメくんのザーメンッ！　こんなにたくさん出てくるのぉ[image: ]　指の間からドピュドピュあふれでてくるのおおぉぉぉっ[image: ][image: ][image: ]」

　時を置かずに恵も甲高い嬌声を上げて、湧き上がる甘いアクメに身を任せた。

　ヴァギナからジワッと熱いものが染み出てきたのがわかる。それほどまでに強く達してしまったのだと、上手く回らない頭で思い至った。

　荒い息を吐き続けるハジメ。それを背景に手の平の中の精液を眺め続ける。

「はあっ、はあぁっ、はあぁっ[image: ]　あむ、ちゅぱ、ちゅるるるっ、んちゅ[image: ]」

　躊躇いもなく、手の平の精を恵は舌で舐め取る。

　この種で孕んであげることはできなかったけど、せめて自分の体内に取りこみたいと、ハジメの身体に降りかかったものまで丹念に掬い上げて口へと運び入れる。

　そんな淫靡な光景を目の当たりにしたハジメは、思わず感情が昂ぶってくるのを止められなかった。

　精を吐き出したばかりの肉棒はより力強くそそり立ち、恵を誘うかのように躍動を続けている。

　恵はフラフラと立ち上がると、部室に残されていた机に手を突いて腰をツンと上に突き上げるような体勢になる。

　そして、ハジメに見せつけるようにスカートを腰まで捲り上げると、艶かしい仕草でパンティを膝の下までズリ下げて濡れそぼったヴァギナを指で押し広げた。

　強烈な牝の匂いに導かれるまま、ハジメは恵の腰を両手で鷲掴みにすると、そのまま腰を押し進めた。







[image: ]











最終章　二人は仲良くセックス中毒な恋人へ









「そしてね、その後ハジメくんったら私の膣内で十二回も射精してくれたんだよ[image: ]」

　そう言って、恵は恥ずかしそうに染まった頬に手を当てる。

「ああ～、私はハジメくんに深く愛されてるんだな～って、十二回目の射精を子宮で受け止めた時にわかったの。すごかったなぁ……十二回、うふふ[image: ]」

　十二回というところに強いアクセントを感じるのは気のせいではないと思う。

「……べっつに、回数を競ったわけではないし。それを言うならアタシだって、こうハジメのおちん×んを膣内に収めた時にね、ああ、ここがハジメの帰ってくるところなんだなって魂で理解できたわよ。フィット感が違うって言うのかなウン」

　両手を胸の前で組みながら、美紗は負けじとそう切り返す。

　そんな二人に挟まれながら、俺はというと完全に蚊帳の外なわけでして……。

　あの後、昼休みはおろか放課後まで大ハッスルしてしまった俺と恵は、さすがに心身ともに疲労困憊と言うこともあり、日をまたいで翌日──ちょうど休日というのもあったので、改めて俺の家に集まろうという話になった。

　そして、三人が俺の部屋で車座になって話をしていたのだが……なるほど、当の俺を差し置いて、二人でそんなことを企んでいたのかと、もう怒るべきなんだか笑っちゃうべきなんだかといった状況である。

「……つまりは、だ。それぞれのホレキメ改を俺に飲ませて、より深く愛を感じられた方が、その、俺の正妻──正妻？　ゴホン、その地位を勝ち取れると」

「そうなの。ねえ、私の方がハジメくんの正妻にふさわしかったでしょう？」

「なにを言ってるの。アタシの方こそハジメにピッタリとマッチしてるでしょうが」

　そして再度始まる「より愛されました」合戦。じつに不毛である。

「あのね美紗。愛されるとか軽く言ってるけどさ、それは本当の愛な訳？　愛って与えられるだけじゃだめなんだと思うんだけど」

「恵の方こそ、恋に恋しちゃってるだけなんじゃないの？　あ～これだから、幼なじみもいない女ってだめだねぇ～」

「私のは愛です！　その証拠に、私はハジメくんのお尻の穴だって愛せたんだから」

「アヌスがなんぼのものだっての。アタシなんて、一緒にお風呂に入ったことだってあるし、連れ立って野ションまでしたことがあるんだからね」

「どうせ子供の時の話でしょソレ。私が言ってるのはね、愛する人のものならば、それこそお尻の穴の皺の一つまで愛らしく感じられちゃうってことなの」

「なによもう！　そんなのハジメのおしっこを飲んでから言いなさいよ！　と言うか、アタシだってアヌスの皺はおろかその奥の直腸だって愛せるんだから。ハジメ！　今すぐお尻出して！」

　うわぁ～～～～～はっずかしぃ～～～～～。

　なんだって、俺のアヌスだのシッコだのって話になってるんだよ。それも愛だって言うのなら、おまえらの愛はどんだけ重たいんだよ。

　二人共、口を一文字にしてしばしにらみ合っている。

　とてもそんな二人に割って入るなんてマネはできません。それは勇気とかではなくて無謀というものです。

「……ふぅ～」

　どちらからともなく、二人は深いため息を吐く。

「あのさ、愛の深さってお互いが主張し合っても……」

「うん、そんなの水掛け論だよね」

　あ、やっとその結論に至ってくれた。二人共勉強はすごいできるのに、変なところで抜けてるんだよな。

「だったら、これはもう当の本人に決めてもらうしかないんじゃないの」

「そうだね、ハジメに決めてもらえるならアタシも納得がいくし」

　まあ、そうなるよな。

　夢のリア充ライフをエンジョイさせてもらったが、まさか修羅場まで体験するはめになるとは……まあ、完全に俺のせいなんだけど。

　改めて二人を見比べる。

　恵は、俺に立ち向かう勇気というものを教えてくれた。たとえ弱くたっていい、それでも前に進める心の強さこそが本当の、人としての美しさであるということを俺に教えてくれた。

　美紗は、心の弱かったそんな俺を陰日向から支えてくれた。勇気とは力でぶつかっていくことだけではない、人を思いやることができるのもまた勇気であることを教えてくれた。

　そんな二人のうち、どちらか一人を選べと言われても……って、また始まった。

「まあ、ハジメくんの本当の愛は、この間の逢瀬で確認済みなんだし──美紗、ここで引くのは卑怯なことじゃないよ。引くのもまた勇気なんだから」

「ハジメはアタシのことを本当に愛してくれてるんだって言ってるでしょ！　恵こそお呼びじゃないんだから！　ほら、ハジメもなにか言ってあげてよ！」

　また二人して水をバシャバシャと掛け合っている。

　俺としては、大事なことを教えてくれた二人──親友同士の二人が仲違いしながら俺を取り合う姿なんて、正直見たくなかった。

「……わかった」

　考え抜いた末に、俺は一つの結論を導き出した。

　これから行うことで、たとえ二人から愛想を尽かされたとしても、これ以上二人が争う姿を俺は見たくなかった。

「二人とも、自分のホレキメは今持っているか？」

　突然そう言われたものの、二人はコクリと頷いてそっとケースを差し出してくる。

　俺も自分のホレキメを取り出して、二人の前に一錠ずつ置いた。

「勝手なことを言うかと思うけど、今の俺では二人のうちどちらか一人を選ぶなんてことはできない。だからという訳じゃないんだけど、もう一度俺に機会を与えてくれないか」

　ここまで言われて、二人は共に合点がいったという様子を見せる。

「なるほど、たしかにバラバラにやってたら、どちらがより好きかなんてわかりにくかったかもしれないわね」

「だから、これから三人でホレキメを飲んで、それから判断をしたいと。なるほどなるほど」

　恵も美紗も、互いに頷き合っている。

　そこで、俺は改めてこう切り出した。

「ただし、お願いだから二人とももう争い合うのは止めて欲しいんだ。だって、二人は親友同士なんだろ？　そんな二人が喧嘩してる姿を見るのは、心が苦しいんだ。これが、俺が二人のホレキメを飲む条件にしたいんだけど……どうかな」

　そう言われて、恵も美紗もバツが悪そうな顔をしながら互いの顔を見合っている。

「たしかに、たとえハジメくんの正妻になるためだと言っても、それで親友を失うなんて……ないよね。美紗、さっきまではごめんね」

「ううん、アタシもハジメのことが大好きだけど、それと同じくらい恵も好きなんだよね。アタシこそごめん」

　二人は互いの手を取り合って、今までの非礼を詫び合っている。

　これで、とりあえずは二人が喧嘩別れすることはなくなったかな。

　あとは、俺自身が二人にケジメをつけるだけだ。




※　　※　　　※




　美紗の手を取り、私はじっと顔を見つめる。

　その小さな手の平から伝わる温もりと、申し訳なさそうに見つめ返してくるつぶらな瞳が、荒んだ心を安らかにしてくれる。

　──思えば、美紗とは奇なる縁で助けられて、そして親友になったんだっけ。

　当時の私は、小さいなりに一端の不良たちを纏め上げていたこともあり、少しいい気になっていたところがあったんだ。心に慢心が生じていたんだと思う。

　おじい様から授けられた武道の力で以て、悪しき者たちを更生させる──というお題目の元、自分より身体の大きい男たちを武道の技で掌握し、思うさま叩きのめしていく。

『正しい義を行使する』などと自分勝手な正義を振りかざしては、街の不良たちに己の力を誇示して回る。

　そう、まさに己の力に溺れていたんだと思う。

　心身を鍛えるために始めたことがきっかけで、そこから心に隙が生じるなんて……笑い話にもならないよね。

　そんな最中、日課になった夜の見回りをしている時に、不良たちに絡まれている小さな少女と出会ったんだ。

　その日もいつも通り、悪を懲らしめるという建前の元、私は自分の力を暴力に変えて振るった。

　自分の力に酔いしれながら、思うさま振るい続けた。

　向かってくる男の腕を逆手に決めて重心をずらし、掌握した腕に力をこめる。

　うめき声を上げる男の腰を跳ね上げて浮かせると、私はそのまま地面へと力の限り叩きつけて──

「そこまで！　それ以上やったらその人死んじゃうよ！」

　その声で、私はハッと我に返った。

　小さい女の子は私の蛮行を止めようと、必死になって腰に縋りついていた。

　そこで私は気がついたんだ。今、私はどんな顔をしているのかって。

　そして、そんな私の表情を見た男たちの恐怖に歪んだ表情を──私は今でも忘れることができない。

　ふと、私は体中の力が抜けてしまい、そのまま地面へとへたりこんでしまった。

　男たちが悲鳴と共に逃げ去っていく音が、頭の中でキーンと響き渡る。

　そして私は、街の喧噪が遠くから聞こえてくるほの暗い路地裏で、その醜い表情を押し隠しながら熱い涙を溢れさせた。

「私は一体なにをしていたんだ」とか「正しい行いをしていたはずなのに」などは、もっと心に余裕ができてから思い返したことであって、その時の私は、ただただ体を震わせて泣き続けていたんだ。

　そんな私をそっと、その小さな女の子が優しく抱きしめてくれた。

　私の上げる声にならない声を聞き、いたわるように頭を撫でては頷きを返してくれる。その時の私がその行為にどれだけ救われたことか……今だって感謝の念に堪えない。

　──それがきっかけとなり、私は私を救ってくれた、その小さな女の子と知己を得ることができたんだ。

　まあ、その少女が同じ学園の、それもクラスメイトだったのは本当にビックリしたけどね。

　そして、私の正体を、私のあの醜い顔を、その本性を当たり前のように受け入れてくれた上で、私の親友になってくれたんだ。

　この時のことがあったからこそ、私はハジメくんに本当の姿を見てもらおうって思いに繋がったんだよ。本当に感謝しきれない。

　確かに、周りからは色々と言われているかもしれないけれど、私だけは知っているし確信もしている。

　この少女は、本当に優しい心の持ち主だって。

　そして、私は人を思いやれる優しい心を持ったその少女に救われたのだ。

　私は万感の思いを胸にこめて、改めて目の前の小さな恩人に向き直る。

「色々とごめんなさい。そして本当にありがとう。美紗は、私の心からの親友だよ」




※　　※　　　※




　そんなことを面と向かって言われて、アタシは少々ムズ痒い気持ちになってしまった。

　アタシの方こそ、恵にはとても感謝をしているんだ。それこそ返しきれないくらいね。

　なんて言ったって、アタシの心を取り戻してくれたのは……恵なんだよ。

　──正直に言うと、出会った当初は恵のことなんてなんとも思っていなかった。

　もっと言っちゃうと、非常に稀有なケースとして、その……研究対象として見ていた節すらあったんだよね。

　学園では「寡黙な麗人」とか「文武両道の人」とか言われては周りからちやほやされちゃって、アタシと違って知り合いとかもいっぱいいてさ。

　だけど、その正体は街で伝説になりつつある『悪漢撃滅』その人でしたなんて、その当時アタシがかぶっていた心の仮面──自己の外的側面の補完にピッタリな対象だって思っちゃったんだ。

　だから、アタシはそんな被験者……恵の内面をもっと知りたくて、色々な仮面をかぶってはその対応を窺っていたんだよ。

　ある時は、馴れ馴れしいが人好きのする少女の仮面。

　ある時は、友達が少ないことに悩んでいる少女の仮面。

　そしてある時は、思い悩む親友を優しく慰める少女の仮面。

　けど、そんなアタシに対して、恵はいつも熱心に対応してくれたんだ。

　気安く声をかけてみれば、楽しそうに笑顔で対応してくれて、時にはバカな話で盛り上がったり。

　不安そうにしていれば、本当に心から心配をしてくれていつまでも話を聞いてくれたり。

　不満を言ってみれば、ただ同調するのではなくて、時には真摯に窘めてくれたり。

　気がついたらね、アタシは今なんの仮面をかぶっているのかわからなくなっちゃったんだよ。

　それくらい、アタシにとって恵と接している時間は本当に新鮮だったし、それに心から楽しいなって……感じちゃったんだ。

　そう思ったらさ、なんかもう恵に対してとても申し訳ないなって感じちゃってね。

　だから、アタシはもう恵の前では仮面はかぶらなくていいかなって思ったんだ。まだ、ハジメの前ですらかぶっていたのにね。

　──なんてアタシの心の機微すら、恵にとってはすべてお見通しだったんだろう。

　今のアタシだからこそ、そういう風に思うことができる。

　所詮当時のアタシは、人の感情についてはまったくもって机上の人であったのだ。

　様々な人との出会いを経て、適宜な対応をしてはいい経験を重ねてきた恵にとっては、なんかもうまるっとお見通しだったのだろう。

　そう思うと、少しだけ可笑しくなってしまう。まさにアタシは仮面をかぶった道化だったという訳だ。

　そもそも、ハジメに嫌われたくなくてかぶり始めた仮面だったのに、そのハジメに好きになって欲しいって思ったら、この仮面が逆に邪魔になってたんだよね。

　そんな様子を感じ取ってくれたのか、恵は一枚ずつアタシの仮面を外してくれた。

　そのたびに、恵はアタシの心に様々な感情を注いでくれた。

　そして、アタシが心の奥深くでかぶり続けてきた仮面──『天才の矜持』というとてもやっかいな、そして最後の仮面を外してくれた時、恵はアタシに勇気という感情を与えてくれた。

　晴れてアタシはハジメに、そのままの自分として向かい合うことができたんだ。

　人並みに恋だってする普通の少女になって、初めてハジメに向き合うことができたんだよ。

　天才なんかではなく、道化なんかでもなく、普通の少女になれたことがこんなに嬉しく思える日が来るなんてね。

　そして、そんな普通の少女を当たり前のように受け止めてくれたんだよね。

　アタシは溢れる感謝の念をこめながら、改めて恩人へと向き直る。

「アタシこそごめん。そして、本当にありがとう。恵は、アタシの心からの親友だよ」




※　　※　　　※




「じゃあさ、私が美紗のホレキメをね」

「うん、じゃあアタシは恵のホレキメを……」

　恵は美紗のホレキメを手に取り、それを口に含む。

　同じく美紗は恵のホレキメを手に取って、そっと口に含んだ。

　ハジメは、自分のホレキメをまず一錠口に含んで、まず恵と口付けを交わす。

「あむっ、ん、ちゅっ、ちゅるる、んちゅっ、ちゅぱ[image: ]」

　口内でお互いのホレキメを交換して飲みこむ。

　続いてもう一錠を口に入れると、美紗に顎に手を添えて口付けする。

「ん、んん、ちゅっ、ちゅぱ、はむん、ちゅるるるっ[image: ]」

　そうして、恵と美紗にホレキメを一錠ずつ。ハジメは恵と美紗の分のホレキメが二錠……二錠!?

「今さらなんだけどさ、このホレキメ改って一錠でもかなり効果がすごいじゃん？　二錠とか飲んだら……どうなるのっと」

　顎に指を添えて美紗がしばし考える仕草を取り、うんと一回頷くとニコッと笑みを浮かべる。

「ぜんぜん問題ないと思うよ。ただ効果が二倍になるだけだから」

「そっかー、効果が二倍になるだけなら安心だねってコラ！」

　過去、一錠飲んだだけでち×こがギンギンになった記憶が蘇る。それに加えて二人への愛情が倍率ドンとなった日には、一体どうなってしまうのだろうか。

「……わあ、わあああ！　すごい、ハジメくんのおち×ぽがズボン越しにはち切れそうになってるよ[image: ]」

　そう恵に言われてそっと視線を落とす。

　これでよく貧血にならないもんだと、逆に冷静になってしまったほどち×こがギンギンでございます。というかちょっと痛い……、痛い痛い、いててててて！

　急いで服を脱いで裸になる。あのままだと、ズボンの中でち×こがポッキリと逝ってしまいそうだったのだ。

「うわああぁぁぁ、今までで一番大きい……かも[image: ]」

「子供の頃はもっと小さかったのに……ハジメも成長したもんだね[image: ]」

　立っているのもつらかったハジメは、ベッドに横になってギンギンになったペニスをさらけ出している。

　そんなペニスに導かれるように、恵と美紗はハジメの股間に顔を寄せてくる。

「はああああぁぁぁぁぁぁ、ハジメくんのおちん×ん、やっぱりいい匂いだよう[image: ]」

「うん、ハジメのおちん×んってアタシの大脳皮質だと、いい匂いに判別されちゃうんだよね……スンスンスン[image: ]」

　二人もホレキメが効いてきたようで、目がトロンと垂れ下がり熱で浮かされたようになっている。

「ああっ、この匂いが私を狂わせるのぉ[image: ]　おちん×んっ、ハジメくんのおちん×んっ！」

　恵は火照った肌を冷ますかのように、着ていた服を緩め始める。

「あああんっ、匂いの分子の電気刺激が大脳辺緑系に伝わっちゃう。アタシの頭が喜んじゃうぅ[image: ]」

　まるで繁殖期を迎えた牝猫といった感じで、二人はハジメの──牡のペニスに群がり寄る。

　そして、恵と美紗はハジメに潤んだ瞳を向けてくる。

　それを見て、ハジメはウンと一つ首を振ってみせる。

　それを合図に、恵と美紗は競い合うようにハジメのペニスにむしゃぶりついた。

「あむっ、ちゅるるるるるっ、ちゅぱぱ[image: ]　ちゅるっ、ちゅるるっ、ずちゅっ[image: ]」

「むちゅっ、ちゅっちゅっ、れろぉん、ちゅばっ[image: ]　ちゅちゅるっ、むちゅっ[image: ]」

　恵が竿に舌を這わせれば、美紗はカリの部分にキスを繰り出す。

　逆に美紗の舌が竿に向かえば、恵は亀頭を口に含んで鈴口を舌先で舐る。

　息の合ったコンビネーションで、一本の肉棒を二人でうまく分け合っている。

「あむん、ちゅるる、[image: ][image: ][image: ][image: ]　あん、ハジメの玉も半分こぉ[image: ]」

「ちゅぱ、じゅるっ、はむんっ[image: ]　じゃあ、アタシはこっちもらうねぇ[image: ]」

　恵も美紗も、指先で袋の中の玉を優しく愛撫し始める。強すぎない絶妙な力加減で玉を擽られ、ハジメの性的興奮は否が応にも高まってしまう。

「おち×ぽぉ……ハジメくんのおち×ぽ好きなのぉぉぉっ[image: ]　ちゅるっ、ちゅばっ」

　恵は口いっぱいにペニスを頬張り、喉の奥へと導いていく。

　恵の喉奥の感触や温かさをペニスで感じ、ハジメは軽く呻いてしまう。

「はあっ、はあっ、これがハジメのアヌスの匂い……チロチロチロ、ちゅぱっ、んちゅ、ちゅっちゅっ[image: ]」

　美紗はハジメの玉下に沿って舌を這わせると、そのまま躊躇いもなくアヌスに舌を差しこみ始める。

　恵の時とは違い、奥へ向かうのではなく入り口の周りを丹念に舐っていく。

　まるで電気ショックを受けたかのように、ハジメの身体が二度ほど跳ねる。

「恵、美紗。そろそろ、イきそうだよ」

　そう聞くなり、二人はそろってペニスの先端部分に殺到する。

　ここから出されるハジメの精液を少しでも多く味わいたいと、二人の舌は絡まり合いながらペニスの先端を甘く責め立てる。

「んちゅ、ちゅるるるる、れろれろん[image: ]　出してぇ、私にハジメくんのザーメンたくさんのませてぇ[image: ]」

　いつもの凜とした表情は微塵も感じられない、蕩けきった牝の表情で恵はそう哀願をする。







[image: ]







「ちゅぱっ、じゅるるっ、れろぉん[image: ]　アタシの顔に、ハジメのザーメン注いでぇ[image: ]　アタシをハジメの色に染めてぇっ[image: ]」

　つい最近まで、顔を合わせては悪態ばかりついていた幼なじみが、ハジメの精液を求めてペニスに甘えついている。

　そんな二人の普段とのギャップを受けて、ハジメはギリギリまで粘った挙げ句に、二人の顔めがけて精を吐き出した。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ[image: ]　[image: ]はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ[image: ]　出てるっ、ハジメくんの熱いザーメン[image: ]　びちゃびちゃって私の顔に射精してくれてるのぉぉぉぉぉぉぉぉっ[image: ][image: ][image: ]」

「ああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁっ[image: ]　あはっ[image: ]　しゅごいぃぃぃぃぃぃぃぃっ[image: ]　ハジメのおチ×ポ汁しゅごいいいぃぃぃ[image: ]　もっと、もっとちょうだいいいいいいいぃぃぃぃぃ[image: ][image: ][image: ]」

　壊れた蛇口のように、何度も精が噴き出しては恵と美紗の端整な顔に打ちつけられる。

　そのたびに、二人はトロけきった牝の顔で艶やかな嬌声を上げた。

「はむぅん、ちゅるる、ちゅぱぱぱ、ぺろぉ[image: ]　おいしいのぉ[image: ]　ハジメくんのザーメン好きなのぉぉぉっ[image: ]　ちゅるるるるるるるるるっ！」

「もっと、もっとぉぉぉ[image: ]　もっと美紗にぶっかけてぇ[image: ]　ハジメのチ×ポ汁を美紗にめぐんでぇぇぇぇぇっ[image: ][image: ][image: ]」

　牡から放たれた精液を顔いっぱいに受けて、恵も美紗も身体を震わせてアクメを迎えてしまった。

　二人のヴァギナからはプシャと潮が断続的に噴き続け、すでに穿いているパンティはぐしょぐしょに濡れそぼっている。

　やがて小さく震えると、ペニスからの精の奔流は止まった。

　恵も美紗も、小さな嬌声を上げながら顔に降り注いだ精の温かさを噛みしめていた。

　やがて、示し合わせたように互いの顔に舌を這わせては、ハジメから出してもらった大事な精液を舐め取っている。

「んちゅ、ちゅるるっ、れろ、れろん[image: ]　ちゅぱちゅぱ、ちゅるるるっ[image: ]　美紗のお顔のおち×ぽ汁おいしいよう[image: ]　じゅるっ、じゅるるるるるるるっ」

　牝猫が親愛の情を示しているかのように、頬や口の周りについている精液を口内に運び入れては嚥下していく。

「恵の顔についてるぅ、おち×ぽ汁もぉぉぉ[image: ]　あむん、ちゅるるっ、じゅるっ、はむん[image: ]　ねぇ、舌だしてぇ[image: ]　ちゅっ、ちゅぱ、ちゅるるるるっ」

　そして二人は絡まり合うように唇を重ね合わせると、口内に残った精液を唾液に混ぜ合わせて交換し合う。

　そんな背徳的とも言えるエロティックな光景を見させられて、ハジメの頭はチリチリと焼けつくような感覚を覚える。

「二人とも、こっちにおいで」

　夢中でキスをし合っていた恵と美紗は、導かれるようにハジメの胸元ににじり寄ると、甘えるような仕草でその首筋に鼻先を寄せて甘く口付けをする。

　そして、三人は舌を出して絡め合いながらベッドへと倒れこんだ。




※　　※　　　※




「美紗のおま×こ可愛い[image: ]　ちゅるる、ちゅぱ、あむっ、ちゅちゅっ、ちゅるるるる、むちゅ[image: ]」

　恵がベッドに仰向けに寝転がると、その上に美紗が逆向きに覆いかぶさる。

　ちょうど６９の体勢となった二人は、目の前でひくひくと蠢いている互いのヴァギナを舌で愛撫し合う。

「ちゅるる、ちゅぱっ、んちゅっ[image: ]　恵のおま×こって、ちょっと甘く感じられて……アタシは好きかもぉ[image: ]　じゅるるっ、ちゅぱっ、ちゅっちゅ[image: ]」

　部屋にはヴァギナの愛液を啜り合う淫靡な水音が鳴り響く。

　そんな二人をしばらく眺めていたハジメは、己の肉棒を手にとって美紗の顔の前に差し出してみる。

「あああぁぁぁん[image: ]　ハジメのおち×ぽっ、おち×ぽおち×ぽおち×ぽぉっ[image: ][image: ][image: ]」

　途端にむしゃぶりつくようにしてペニスを舐り始める。その甘い嬌声を聞いただけで、恵のヴァギナからピュッと潮が噴き出した。

　存分に美紗の喉奥の感触を味わってから、ゆっくりと引き抜く。甘えるように舌を伸ばしてくる美紗だが、恵に腰をガッシリとホールドされているので亀頭の先までしか舐めることができない。

　そしてハジメはペニスに手を添えると、恵の膣口にそっとあてがう。

　それを見た美紗は、嬉しそうに微笑むと恵のヴァギナを両手で左右に押し開く。

「[image: ][image: ]っ[image: ]　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ[image: ]　おち×ぽきたあああああああぁぁぁぁぁぁぁぁ[image: ][image: ][image: ]」

　恵の淫猥な嬌声が美紗のお尻の方から上がった。脚がビクビクと震えるたびに、恵のヴァギナから熱い愛液が溢れ出てくる。

「しゅごいぃぃぃ[image: ]　恵のおま×こにぃ、ハジメのおち×ぽがずぶずぶってぇ[image: ]　そんなのしゅごすぎるのおおおおぉぉぉぉぉ[image: ][image: ][image: ]」

　恵のヴァギナに、ハジメのペニスが呑みこまれていく。その淫蕩な光景を目の前で見た美紗は、それだけでビクンと身体を震わせて達してしまった。

　乱れに乱れている二人を眺めながら、ハジメは夢中になって腰を打ちつけ続ける。

　その熱い肉棒が己の子宮の形を変えるたびに、恵は涙や涎をこぼしながら湧き上がる歓喜の波に身を漂わせた。

「恵、今出してやるからな。お前の子宮を俺のザーメンで満たしてやるからな！」

「きてぇっ[image: ]　私の赤ちゃんのへやにぃぃぃっ[image: ]　ハジメくんのおチ×ポ汁っ[image: ]　孕ませ汁をどぴゅどぴゅってぇぇぇぇ[image: ]　私の身体がハジメくんのものだって、私の心に強く焼きつけてぇぇぇぇぇぇぇっ[image: ][image: ][image: ]」

　ハジメのペニスが恵の膣内の一番奥、子宮口に密着した刹那、ハジメの視覚は真っ白に発光した。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ[image: ]　でてるぅっ、私の一番おくぅ[image: ]　おち×ぽの先から孕ませ汁がぁ、びゅびゅってぇぇぇぇぇぇ[image: ]　私の卵子目指して打ちこまれてるのおおおぉぉぉぉぉぉっ[image: ][image: ][image: ]」

　ビューッビューッと尿道を経由してハジメの遺伝子情報が恵の子宮に殺到する。

　恵という最高の土壌で生まれた卵子目指して、ハジメの孕ませ汁が絶対に着床させようと子宮口を真っ白に染め上げていく。

「しみるぅっ[image: ]　ハジメくんの熱いザーメンが私の赤ちゃん袋に染みこんでいくのがわかるのぅ[image: ]　あはぁぁぁぁぁ、はああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁん[image: ][image: ][image: ]」

　膣内に入りきらない精液が、結合部分から溢れ出てくる。美紗は甘い蜜を啜るようにその恵の愛液とハジメの精液のミックス汁を味わった。

　射精が止まりハジメの口から満足げなため息が漏れる。そして、ゆっくりと引き抜くと恵の膣からゴポォと今出したばかりの精液が溢れ出てくる。

　今しがた射精を終えたばかりだというのに、ハジメのペニスは隆々と力強く天を突いている。眼前にあるそのペニスをうっとりとした表情で眺めていた美紗は、ハッとなって口で舐め清め始める。

　そして、美紗の唾液でヌラヌラと光る肉棒を手にして、ゆっくりとハジメは立ち上がると恵の顔の前まで移動した。

　たった今まで自分の中に入って膣奥を突き上げていたその一物を、恵は蕩けるような表情で眺め続ける。

　そっと手を伸ばすと、本能のままに口内へと導いていった。

「あああぁぁぁぁ[image: ]　恵のおま×こから、ハジメのおチ×ポ汁がこんなにたくさん溢れてくるよぅ[image: ]　じゅるるるる、ちゅるっ、ちゅばっ、んちゅうううううううぅぅ[image: ]」

　ほかほかと湯気を立て、満足げに開いている恵のヴァギナに美紗は舌を差し入れると、その奥まで満たされているハジメの精液を啜り上げる。

「だめぇぇぇぇ[image: ]　ハジメくんの赤ちゃん汁のんじゃぁだめなのぉぉぉ[image: ]」

　イヤイヤと腰を振る恵だが、美紗は股間に顔を突っこんでより深くまで舌を差し入れては精液を啜り上げてしまう。

　そんな卑猥すぎる光景を見て、ハジメはペニスを握り直すと美紗の膣口に亀頭を合わせて──一気に奥へと突き進んだ。

「んはあぁぁぁぁぁっ[image: ]　しょんないきなりぃぃぃ[image: ]　アタシの一番大事なところにおち×ぽ突き立てたりしたらぁぁぁ[image: ]　イぐっ、いっじゃうううぅぅぅ[image: ]　おち×ぽでおま×こ[image: ]っじゃうのおおおおおおおおぉぉぉぉぉ[image: ][image: ][image: ]」

　細身の美紗のお腹の形が変わる勢いで打ちこまれたのを目の当たりにして、恵は再度下腹の辺りが熱く滾ってきてしまう。

　小さな身体を震わせてアクメに酔いしれている美紗の臀部を鷲掴みにすると、ハジメは先ほどの勢いそのままに腰を強く打ち続ける。

　そのたびに、美紗のヴァギナからはアクメ潮がピュピュッと噴き出して、恵の顔に降りかかる。

　その顔に掛かった美紗の潮をペロリと舐め取ると、ペニスとヴァギナの結合部分に口を寄せて口内へと吸いこみ始める。

「だめぇぇ[image: ]　ずっと[image: ]ぎっぱなしなのぉぉぉぉ[image: ]　おま×こ[image: ]ぐのどまらないのぉぉぉぉ[image: ]　アタシの友達に潮噴いちゃうぅ[image: ]　イキ潮のまれちゃってるのおおおおぉぉぉぉぉぉ[image: ][image: ][image: ]」

　小振りな乳房をプルンと弾かせながら、美紗は断続的に襲ってくる甘いアクメの波に耐え続ける。しかし、恵がクリトリスに軽く歯を立てた時、その堤防は脆くも決壊した。

「しょこっ[image: ]　だめえぇぇぇぇぇ[image: ]　おじっごでじゃうぅぅ[image: ]　アクメおじっごおおおぉぉぉ[image: ]　二人にみられちゃううううううぅぅぅぅぅ[image: ][image: ][image: ]」

　ぷしゃあああああああああっ！

　美紗とハジメの結合部分から、生温かい液体がとめどなく噴出してくる。

　恵は親友の体温を顔でしばし感じた後、そっとその噴出孔に口を添えてゴクゴクと喉を鳴らした。

「くっ、すごい締めつけられるっ！　いいぞ美紗、お前にもたっぷりとザーメンをご馳走してやるからなっ！」

　美紗の白いお尻に下腹部を叩きつける。そのたびに肌が打ち合う音と淫靡な水音が部屋中に響き渡る。

「んっ、ちゅるるっ、むちゅちゅ、はああぁぁん[image: ]　美紗ぁ、素敵だよぉぉ[image: ]　美紗のももっと飲みたいのぉぉぉ[image: ]　もっと、もっとおおおおおぉぉぉっ[image: ][image: ][image: ]」

「恵ぃっ[image: ]　アタシのクリトリスもっと苛めてぇぇぇぇ[image: ]　さっきのカリッってやつぅぅぅ[image: ]　もっともっと、アタシのおま×こいじめでえぇぇぇぇぇぇ[image: ][image: ][image: ]」

　美紗の身体が跳ね上がるたびに、膣道の各所がキュッキュッと淫らに動き回る。

　ハジメは夢中で腰を躍動させ続けていたが、美紗の子宮口が鈴口と深く密着した時に、とうとう限界を迎えた。

　ドビュッ、ドビュビュッ……ドビュッ!!

「あづいっ[image: ]　ハジメのあっづいおち×ぽ汁ぅぅぅぅ[image: ]　アタシの子宮を焼いてるのぉぉぉぉ[image: ]　ぜっだいにはらまぜようでぇぇぇぇぇ[image: ]　[image: ][image: ][image: ]っ[image: ]　まだでじゃうぅぅぅぅ、アクメおじっごぉでちゃうのおおおおおぉぉぉぉぉぉ[image: ][image: ][image: ]」

　すごい圧力で結合部から美紗の体液が噴出される。それと同じくして美紗の狭い膣道に収まりきらないハジメの精液も溢れ出てきた。

「あむっ、んぐっ、ごくっ[image: ]　美紗とハジメくんのミックスジュースおいしいのぉ[image: ]　もっとだしてぇっ[image: ]　おなかいっぱいのみたいのぉぉぉ[image: ][image: ][image: ]」

　そして、最後の精を出し終えると、美紗の膣内からペニスをゆっくりと引き抜く。

　ものすごく濃い精液なのだろう、美紗の膣口からはゼリーのようなザーメンが溢れてくるのだが、なかなか下まで垂れてこない。

　恵は首を伸ばして美紗の膣口に舌を差し入れる。呆然とした趣で啜り上げる音を聞いていた美紗は、思い出したように恵のヴァギナに口をつけるとわずかに残っているザーメンを吸い上げ始めた。




※　　※　　　※




　ハジメと恵と美紗の三人は、まるで魂が抜かれたかのようにぼんやりと天井を眺め続けていた。

　回数こそ少なかったものの、その分濃く熱い射精であったのだ。

　肉体の疲労というか、それこそ魂を削って彼女たちに精を吐き出したのである。

　これが、ハジメの導き出した結論──と言っていいものかはわからない。

　言うなれば、二人とも責任は取らせて頂きますと、行動で示しただけなのだから。

「……うふふふふ。不思議とわかっちゃうんだけど、今日ので私ぜったいに、ハジメくんの赤ちゃん、身篭ったと思うよ[image: ]」

　ハジメの左腕に縋りながら、そう甘く囁いてくる恵。

「うん、これは絶対にできちゃったよねぇ。だって、あんなに濃いのを、アタシたちの一番大事なところにこれでもか！　ってくらい打ちこんだんだもんねぇ[image: ]」

「まあ、そうなればいいなって思ってしたんだけどさ……こう明確に言われちゃうとその、大変なことをしでかしたのかなって今さらながら思えてくる」

　そんなハジメの様子を見た恵と美紗は、お互いに顔を見合わせて小さく微笑むと、ハジメに身体をギュッと押しつけてきた。

「大丈夫だよハジメくん。私たち、もうケンカとかしないし、もしお腹が膨らんできても胸を張って応えられるから」

　グイッと豊満な乳房を揺らしながらそう応える恵。

「そうそう、アタシたちのお腹の中には、すごい勇気を持った男の子供がいるんだって」

　そうして、恵と美紗は幸せそうに微笑み合う。

　この笑顔が見たくて、俺は頑張ってきたのではないのか。

　この二人を愛したいから、俺は大事な一歩を踏み出したのではないのか。

「……そうだよな、俺は二人の恋人なんだし、これからもお互い支え合って生きていこうって、そう決めたんだ」

　二人の恋人たちの顔を引き寄せると、その勇気を少しでも分けてもらおうと深く口付けを交わす。

　そして、恵と美紗が身を寄せてそっとキスをすると、誰からともなく笑顔が溢れてきた。

　肩を震わせて三人は笑い合う。そしてひとしきり笑い終えると、ハジメは表情を改めて二人に真摯な視線を注いだ。

「これからも大変なこととかあるかもしれないけれど、まだまだ欠点とかあるような俺だけど、俺は二人を愛し続けることを誓う。そんな俺でもよかったら、これからも隣にいてくれないか？」

　目を潤ませて恵はウンと返事を返す。

　そして、甘えるような仕草で頭をこすりつけながらこう口を開いた。

「うん、やっぱり二人より三人の方がしっくりくるよね。それに、いざとなっても心配しないで。私には頼りになる子分……オホン、お友達がたっくさんいるんだから」

　同じく涙腺に涙を浮かべながら美紗もウンと応えた。

　そして、身体を擦り寄せるようにしてハジメに口を寄せてくる。

「そうそう、それに三人での婚姻は認めないなんて国に言われたらさ、チョチョイと法律を変えちゃえばいいだけだしね。アタシが持ってるいくつかの特許をチラつかせれば、与党の大物だってイチコロよん[image: ]」

「あ、ひょっとしてお腹が大きくなったら私たちは学園に行けなくなるかもって考えてる？　そこは大丈夫だよ。もしそうなったら、学園長とちょっとお話をするだけだもん[image: ]」

「もし、この国で住みづらいってのなら、海の向こうに移住するってのもアリだよね。なんか、ロケットを飛ばす会社からオファーとかももらってるしさ」

　キャッキャと今後のことを、それは楽しそうに話し合っている恵と美紗。

　やはり、女性は強いんだなと今までの考えを少し改めさせられる。子供を生むと決めた女性ならなおさらだろう。

　……やっぱりしでかしたかも、などという後ろ向きな考えが少しだけ頭を過ぎったが、でもまあ、たまには後ろを振り向く勇気ってのも必要なんじゃないだろうか。

「……まあ、なんとかなるかな、ウン！」

　そう言って俺は二人を引き寄せると、安らかな夢の世界に身を任せていった。

　今だけは、問題を棚上げにする勇気を行使させて頂きたい。
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